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Amp E 址 tor とは 


Amp Editor は、ネットワーク対応アンプ ( TX 4 n / 己 n /6 n など)、アンプコント□-ルデバイス 
( ACD ] など）やアンプコント□ールデバイスに接続された対応アンプをコンピューター上でシステ 
ム構築、モニター/コント□ールするためのソフトウエアです。 

Amp Editor を使うと接続されている複数の機器を一括してモニター/コント□ールでさます。 


ごま意 


• このソフトウェアおよび取扱説明書の著作権はすべてヤマ八株式会社び所有します。 

• インス I -ールガイドの巻頭にソフトウェアの使用許諾び記載されています。 

ソフトウェアをインス I -ールする前に、必ずこのご使用条件をお読みください。 

• このソフトウェアおよび取扱説明書の一部または全部を無断で複製、改変することはでさません。 

• このソフトウェアおよび取扱説明書を運用した結果およびその影響については、一切責任を負い 
かねますのでご了承ください。 

• この取扱説明書に掲載されているイラストや画面は、すべて操作説明のためのものです。 
したびって、実際の仕様と異なる場合びあります。 

• アプ U ケーションのバージョンアップなどに伴うシステムソフトウェアおよび一部の機能や仕様 
の変更については、下記 URL をご参照ください。 

http://proaudio.yannaha.co.jp/ 

参 Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

• 本書に記載されている会社名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 
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2010年 7 月現在、 Amp Editor でモニター/コント□-ルできる機器と機能は下のとおりです。 

• ネットワーク対応アンプ 

- TXn シ U - ズ W 降 TXn ) : TX 6 n、TX 己 n 、 TX 4 n 

• アンプコント□ールデバイス 

- ACD 1 

• アンプコント□ールデバイス巧応アンプ 

- XP シ U —ズ降 XP ) : XP 7000 、 XP 己000、 XP 3 己00、 XP 2 己00、 XP 1000 
. XM シ U - ズ降 XM ) : XM 4180、 XM 4080 
- XH シ U - ズ似降 XH ) : XH 200 

- PC -1 N / PC-N シ U — ズ降 PC - N ) : PC 9 己 0] N 、 PC 6 己 0] N 、 PC 4801 N 、 PC 3301 N 、 

PC 2001 N 、 PC 9 己 00 N 、 PC 4800 N 、 PC 330 ON 

- Tn シ U - ズ似降 Tn ) : T 己 n 、 T 4 n 、 T 3 n 

* 最新の情報については下記 URL をご参照ください。 
http://proaudio.yannaha.co.jp/ 


モニター/コント □—ルでをる機能 


機能 

TXn 

Tn/PC-N 

XP/XM/XH 

Signal Path View* 

コンポーネントのパラメーター操作 

〇 

— 

— 

Analog Input 

レベルメーター 

〇 

〇 

— 

Mute 切り換え 

〇 

— 

— 

Slot Input 

Pre Input メーター 

〇 

— 

— 

Mute 切り換え 

〇 

— 

— 

Speaker Output 

レベルメーター（出力電圧） 

〇 

〇 

〇 

出カメーター（パワー） 

〇 

〇 

— 

インピーダンスメーター 

〇 

〇 

— 

Attenuati 日 n 採作 

〇 

〇 

— 

アツテネーターの Link 切り換え 

〇 

〇 

— 

Mute 切り換え 

〇 

〇 

〇 

Solo 切り換え 

〇 

〇 

〇 

Polarity (位相反転)切り換え 

つ** 

〇 

— 

Slot Output 

レベルメーター 

〇 

— 

— 

G 白 n 巨 ral 

電源 Sta n d by/On 操作 

〇 

〇 

〇 

温度メーター 

〇 

〇 

— 

Protection モニター 

〇 

〇 

〇 

アンプのモード表示 

〇 

〇 

— 

フアンメーター 

〇 

— 

— 


* Signal Path View については 136ぺージ をご参照くださし、。 
** TXn の Polarity 切り替えは Signal Path View で行ないます。 


Amp Editor ■ 4 ■ 取扱説明書 





























第 1 章操作の前に 


用語 


用語 

定義 

ワークスペース 

Amp Editor び一度にモニター/コント□-ルできる機器の集合を「ワークスぺース」 

と呼びます。 

オンライン 

機器びコンピューターとネットワーク接続されて Amp Editor と同期していて、モニ 
ター/コント□ールできる状態を「オンライン」と呼びます。機器とコンピューターび 
物理的に接続されていないとさや、接続されていてち同期していない状態を「オフライ 
ン」と呼びます。 

オフライン 



アンプに 


15 < 


用語 

定義 

シーン 

アンプごとの設定の組み合わせを「シーン」と呼びます。シーンを呼び出す （ U コール） 
ことで、保存した設定をすぐにアンプに反映させることびでさます。 

シーン U ンク 

ワークスペース内の複数のアンプのシーンを同時に U コールするための設定を「シーン 
リンク」と呼びます。シーン U ンクを呼び出す （ U コール)ことで、同時に複数のアンプ 
のシーンを U コールすることびできます。シーン U ンクの作成と U コールは Amp 

Editor で行ないます。 
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第 1 章操作の前に 


Amp Editor のインストールと設定 

Amp Editor を使用して機器をモニター/コント□-ルするためには、コンピューターに Amp 
Editor をインス I -ールし、コンピューターと機器の IP アドレスや ID を設定する必要びあります。 
Amp Editor のインストールについては 「Amp Editor インストールガイド」をご参照ください。 
コンピューターの設定については「セットアップ」 （14 ぺージ) をご参照ください。 

機器の設定については各機器の取扱説明書または U ファレンスマニュアルをご参照ください。 

各マニュアル類はヤマ八プ□才ーデイオサイト （ httpV / proaudio . yamaha . co . jp / downloads /) か 
らダウン□ー ドしてください。 
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EAmp Editor の概要 




Amp Editor は大きく分けて、「メインパネルウインドウ 」 「Tree View ウインドウ 」 「Detail View 
ウインドウ」の3つのウインドウか！5構成されています。 


メイン八ネルウインドウ 



Tree View ウインドウ 


Detail View ウインドウ 


三 4 TreeView 


ドロ1 回- 蛙 


面 @ 因 lEaiEaii^ 
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第 2 章 Amp Editor の概要 


メイン八"ネルウインドウ 


メインパネルウィンドウは Amp Editor のメインとなるウィンドウです。 

I NOTE i \ - メインパネルウィンドウにプロジェクトファイル(拡張子. yae ) をドラッグアンドドロップするとそ 
のプロジェクトを開きます。 


メニューバー 
ツールバー 



■ ゾニュ ーバー 

Amp Editor で実行できる機能び、カテゴ U — ごとにまとめられています。 

ク U ックすると機能の U ストび表示されます。詳細は「メインパネルウインドウ」 （31 ページ) をご 
参照ください。 


■ ツールパー 

Amp Editor の中でわ使用頻度び高い機能のボタンを配置し、また、現在の状態を表示します。詳細 
は「メインパネルウインドウ」 （31 ぺージ) をご参照ください。 
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第 2 章 Amp Editor の概要 


Tree View ウインドウ 


Tree View ウインドウはネットワークに接続されている機器の構成要素を階層表示するためのウイ 
ンドウです。 


ゴ y TreeView I 口 T 回 圏 

图 S i™^| igmESSj f 



このウィンドウに表示されているアイコンをダブルク U ックすると 、 Detail View ウィンドウに詳細 
情報び表示されます。 

詳細については 「Tree View ウインドウ」 （98 ページ） をご参照ください。 
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第 2 章 Amp Editor の概要 


Detail View ウインドウ 


Detail View ウインドウでは Tree View ウインドウで指定されたアンプのモニター/コント□-ルび 
でさます。 



このウインドウには、(下の4種類の画面びあります。 


画面名 

内容 

Device Detail View 

(11 1ぺージ） 

アンプのアイコンをダブルク U ックするか、 TreeView ウインドウや Signal 

Path の [Device Detail View ] ボタンをク U ックすると表示されます。レベル 
メーターなどのアンプの状態をモニターしたり、アッテネーターや MUTE をコン 
卜□ールしたりすることびでさます。 

Signal Path View 
( TXn のみ) （136 ぺージ） 

TXn の Device Detail View や TreeView ウインドウの ！; Signal Path View ] ボ 
タンをク U ックするか、 TXn のアイコンをちク U ックすると表示されるコンテキ 
ストメニューでに how ] 一 [Signal Path View ] を選択すると表示されます。こ 
の画面で TXn のコンポーネントのパつメーターを編集することびでさます。 

Device Properties 
(アンプのみ） 

(123 ぺージ） 

TreeView ウインドウや Detail View ウインドウの [Device Properties ] ボタン 
をク U ックするか、アンプのアイコンをちク U ックすると表示されるコンテキス 
トメニューで [ Show]-►[Device Properties ] を選択すると表示されます。この 
画面でアンプの出カモード、ゲイン/入力感度、アつート/プ□了クシヨンなどの 
各種設定を行ないます。 

I/O Card Editor 
( TXn のみ) （1 目8ぺージ） 

TXn または I / O カードのアイコンをちク U ックすると表示されるコンテキストメ 
ニューで [ Show ] 一 [1/ 日 Card Editor ] を選択すると表示されます。ス□ットに挿 
入されたデジタル1/日カードの入出カモードを設定します。 

デジタル1/日カードじ(外のカード ( AD 力ードや DA カードなど）は、1/日 Card 
Editor を選択できません。 
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第 2 章 Amp Editor の概要 


プ□ジェクト 


Amp Editor で構築したシステムは、プ□ジェクトとしてフオルダー単位で保をします。 

プ□ジェクトには、ワークスぺース、コンポーネント、各パラメーターなどの設定び含まれます。 
同時に開くことのでさるプ□ジェクトは]つで、別のプ□ジェクトを開くと、そのとさに開いている 
プ□ジェクトは閉じられます。 

プ□ジェクトを開いたり、新規作成、保存したりするためのコマンドは、メインパネルウインドウの 
[ File ] メニューに用意されています。 

■ プロジェクトの新規作が 

プ□ジェクトの新規作成は(下の手順で行ないます。 

1 . メインパネルウインドウの [ File ] メニュ ー- ^ [ New ] をクリックしまず。 

新規プ□ジェクトを作成すると現在開いているプ□ジェクトび閉じられるため、現在のプ〇 
ジェクトを保存するかどラかを確認するダイア□グボックスび表示されます。 


を I Amp Editor 

I' i \ This project has been modiried. 

Do you want to save it? 

I Yes No I Cancel I 


2 . プ□ジェクトを保巧ずる場台は [ Yes ]、 保巧しない場含は [ No ] をクリックしまず。 

[丫 es ] をク U ックした場合、プ□ジェクトび一度も保存されていないと、 I^Save Project 
As 」 ダイア□グボックスび表示されます。保存するプ□ジェクト名を入力して、[日 K ] ボタン 
をク U ックします。そのあと表示されるフォルダー選択ダイア□グボックで、プ□ジェクト 
を保をするフオルダーを選択または作成して、[日 K ] ボタンをク U ックします。 


く 4 Save Project As 
Enter project name : 


厂 Copy library data from the user library folder 
OK J Cancel 」 


新規プ□ジェクトび作成されます 


■プ□ジェクトのな巧 

Amp Editor ではプ□ジェクトの保存をフオルダー単位で行ないます。 

メインパネルウィンドウの [ Fil 引メニューのに ave ] またはに ave As ...] でプ□ジェクトを保存しま 
す。 [ Sav 引はプ□ジェクトを上書さ保存します。に ave As ...] はプ□ジェクトに名前を付けて保を 
します。 
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第 2 章 Amp Editor の概要 


参プ□ジェクトを保をする 

1 . メインノくネルウィンドウの [ File ] メニュ ー- ^ [ Save ] をクリックします。 

現在開いているプ□ジェクトに上書さ保存されます。 


• 名前を付けて保をする 

メインパネルウィンドウの [ File ] メニュ ー-^[ SaveAs ...] は、開いているプ□ジェクトに名前を付 
けて保存します。新規の保存ではプ□ジェクトび作成され、すでに名前を付けて保存されている 
プ□ジェクトは別のプ□ジェクトとして保をします。 

1 . メインパネルウィンドウの [ File ] メニュ ー- ^ [Save As ...] をクリックしまず。 

|~Save Project As 」 ダイア□グボックスび表示されます。 

ライブラ U - ファイルもプ□ジェクトと一緒に保存する場合は、に opy library data from 
the user library folder ] にチェックを入れてください。[日 K ] ボタンをク U ックすると、 
「Select Library 」 ダイア□グボックスび表示されます 。 User Library フオルダーに保存され 
ているライブラ U —フオルダーび表示されますので、プ□ジェクトにコピーするライブラ 
U —ファイルを選択したあと、[日 K ] ボタンをク U ックしてください。 

I note i \ -プロジェクトの保存先に同じ名前のライブラリーファイルがある場合、上書き保存する 
か、ライブラリーファイルの名前に番号を付けて保存するかを確認するダイアログボッ 
クスが表示されます。名前に番号を付けて保存した場合、最後に名前を変更したライブ 
ラリーファイルの一寶が表示されます。 


ゴ 4 Save Project As 
Enter project name : 

|hall 

厂 Copy library data from the user library folder 
OK I Cancel I 


2 . 保存ずるプ□ジェクト名を入力して、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

フオルダー選択ダイア□グボックスび表示されます。 



3 . プ□ジェクトを保をするフォルダーを選択または作成して、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

プ□ジェクトび保存されます。 
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第 2 章 Amp Editor の概要 


■プ□ジェクトを開< 

すでに保をされているプ□ジェクトを開さます。 

プ□ジェクトを開くと、現在開いているプ□ジェクトび閉じられるため、現在のプ□ジェクトを保存 
するかどラかを確認するダイア□グボックスび表示される場合びあります。 


参 [Open] 

1 . メインパネルウインドウの [ File ] メニュ ー- ^ [ Open ] をクリックしまず。 

フォルダー選択ダイア□グボックスび表示されます。 

2 . 開くプ□ジェクトのフォルタ’一を選択します。 

3 . [0 K ] ボタンをクリックします。 

• [最近使ったプロジェクト]か S プロジェクトを開< 

メインパネルウインドウの [ File ] メニューには最お使ったプ□ジェクトび表示されます。 
プ□ジェクト名をク U ックすると、プ□ジェクトを開くことびでさます。 



Save Ctrl +己 


Save が… 


Prererences ... 

1 C:¥Annp Ed i to し 2 

2 C:¥Ainp Editor 




最近使ったプ□ジェクト 


を it 


参プ□ジエクトフアイルのアイコンをタブルクリックする 

プ□ジェクトフォルダーの中のプ□ジェクトフアイル術張テ. yae ) のアイ 
コンをダブルク U ックすると、プ□ジェクトび開きます 。 Amp Editor び起 
動していない場合は 、 Amp Editor び起動し、プ□ジェクトび開さます。 

参プ□ジエクトフアイルをメインパネルウインドウにドラッグアンドド□ップずる 

プ□ジェクトフォルダーの中のプ□ジェクトフアイル（またはそのショートカット）のアイコンを 
メインパネルウインドウにドラッグアンドド□ップすると、プ□ジェクトび開さます。 



■プ□ジェクトを閉じる 

Amp Editor は、複数のプ□ジェクトを開くことびでさません。現在開いているプ□ジェクトを閉じ 
るには、新規プ□ジェクトを作成するか、別のプ□ジェクトを開さます。 

/ NOTE il -プロジェクトを別の フォルダーや 別の コンピュー ターに コピー する場合は、プロジェクトの フオル 
ダー ごと コピーしてください。 
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Amp Editor を使用して機器をモニター/コント□—ルするためには、コンピューターと機器の IP 
アドレスや Device ID を設定する必要がありまず。 

Device ID の設定 

機器を Amp Editor で識別ずるために Device ID を設定しまず。 

■ TXn の場合 

1 . TXn の電源をオンにしまず。 

約]日秒経つと、本体フ□ントパネルのディスプレイに H 日 ME 画面び表示されます。 

2 . 本体フ□ントパネルの [ENTE 刊ボタンを1秒上押し続けます。 

Device ID を設定する画面び表示されます。 



3 . 本体フ□ントパネルのエンコーダ ー B で Device ID を選択します。選択できる値は、〇〜 

2曰曰です。 

] つのネットワークに複数の TXn や ACD 1 を接続する場合は、それぞれ異なる Device ID を 
設定してください。 

4 . 本体フ□ントパネルのに NTE 刊ボタンを押します。 

設定した値び本体に反映されます。 

/ NOTE il -変更した値は、 [ ENTER ] ボタンを押すまで点滅します。設定値が点滅した状態でイ也の画面 
に移動すると、その変更は反映されません。 

5 . 手順1〜4を繰り返し、接続したずべての TXn の Device ID を設定しまず。 

/ NOTE il - Device ID はアンプと同期したあと 、 Amp Editor のに hange Device ID ] ダイアログボック 
ス (104 ぺージ) で変更することもできます。 
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第 3 章セットアップ 


■ ACD1 の場合 

1 . ACD 1 の電源をオンにしまず。 

約]日秒経つと、本体フ□ントパネルのディスプレイに H 日 ME 画面び表示されます。 

2 . 本体パネルの旧 ACK ] ボタンを1秒上押し続けます。 

Device ID を設定する画面び表示されます。 




▲ 

INC 



YES 


BACK 

▼ 

DEC 

NEXT 




NO 



3 . 本化フ□ントパネルの [▲ INC / YES ]/[^ DEC / NO ] ボタンで Device ID を選択します。選択 
できる値は、〇〜2曰曰です。 

1つのネットワークに複数の ACD 1 や TXn を接続する場合は、それぞれ異なる Device ID を 
設定してください。 


4 . 本体フ□ントノくネルの [ NEXT ] ボタンを押します。 


カーソルび J に移動します。 


5 . 本体フ□ントノくネルの [▲ INC / YES ] ボタンを押します。 

設定した値び本体に反映されます。 

/ NOTE ii - [▲ INC / YES ] ボタンを押さない状態でイ也の画面に移動すると、その変更は反映されませ 
ん。 

6 . 手順1〜曰を繰り返し、接続したすべての ACD 1 の Device ID を設定しまず。 

/ NOTE ii - Device ID はアンプと同期したあと 、 Amp Editor のに hange Device ID ] ダイアログボック 
ス (104 ぺージ) で変更することもできます。 


Amp Editor ■ 15 ■ 取扱説明書 











































第 3 章セットアップ 


ロアドレスの設定 


Amp Editor と機器間で通信するためにコンピューターと機器の IP アドレスを設定しまず。 

■ コンピユーターの IP アドレス設定 

/ NOTE A ■ 特にか要がない限り、 IP アドレスはプライべートアドレスに設定してください (192.168.0.2 〜 

192.168.255.253)。 グローバルアドレスに設定する必要がある場合は、ネットワーク管理者に相談 
した上で設定してください。 

- EtherSound や CobraNet などの才ーディオネットワークと同じネットワークに接続しないでくださ 
し、。通信が途切れたり、正常に動作しなくなるおそれがあります。 

-ソ下の説明では、 Windows のネットワーク接続の名称が「口ーカルエリア接続」であることを前 
提にしています。お使いの環境によっては、名称が異なる場合があります。 

参 Windows Vista/7 の場合 

1- [スタート]-►[コント□—ルパネル]-►[ネットワークとインターネット]-►[ネットワークと共 
有センター]一[アダプターの設定の変更] 一[□一カルエリア接続]を選択して夕’ブルクリッ 
クします。 

「□一カルエ U ア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスび表示されます。 

I NOTE ii - Windows Vis ねの場合は、[スタート]一[コントロールパネル]一[ネットワークと共有セン 
夕一]一[ネットワーク接続の管理]一[口ーカルエリア接続]を選択してダブルクリックし 
てください。 

2. [ネットワーク]タブの[インターネットプ □ トコルバージョン 4( TCP / IPv 4)] を夕'ブルクリッ 
クしまず。 

「インターネットプ□トコルバージョン 4( TCP / IPv 4) のプ□パティ」ダイア□グボックスび 
表示されます 0 

3. [次の IP アドレスを使う]を選択して、 [IP アドレス]と[サブネットマスク]を設定します。 

推奨値は [ IP アドレス]び「] 92.168.日.2己3」、[サブネットマスク]び「2己己2己己2己己日」 
です。 

DHCP サーバーを使用する場合は、 「 IP アドレスを自動的に取得する」を選択します。 


インターネットプロトコルバージョン4 ( TCFVlPv 4) のプ□パ’テイ 「で 11^1 
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第 3 章セットアップ 


4. [0 K ] ボタンをクリックして、ダイア□グボックスを閉じます。 


参 Windows XP の場合 

1 . [スタート]一[コント□-ルパネル]一[ネットワーク接続]一[□-カルエリア接続]を選択して 
ダブルクリックします。 

「□一カルエ U ア接続の状態」ダイア□グボックスび表示されます。 

「コント□-ルパネル」に[ネットワーク接続]アイコンび表示されない場合は、[クラシック 
表示に切り替える]をク U ックします。 

2 . [全般]タブの[プ□パティ]をクリックします。 

「□一カルエ U ア接続のプ□パティ」ダイア□グボックスび表示されます。 

3. [全般]タブの[インターネットプ □ トコル ( TCP / IP )] をダブルクリックしまず。 

「インターネットプ □ トコル ( TCP / IP ) のプ□パティ」ダイア□グボックスび表示されます。 

4. [次の IP アドレスを使う]を選択して、 [ IP アドレス]と[サブネットマスク]を設定します。 

推奨値は [ IP アドレス]び「] 92.168.日.2己3」、[サブネットマスク]び「2己己2己己2己己日」 
です。 

DHCP サーバーを使用する場合は、 「 IP アドレスを自動的に取得する」を選択します。 



5. [0 K ] ボタンをクリックして、ダイア□グボックスを閉じます。 
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第 3 章セットアップ 


■機器の IP アドレス設定 

機器の IP アドレスを設定します。ここでは Amp Editor を使って接続されている機器の IP アドレス 
を設定する方法を説明します。 

/ note i | - 機器の IP アドレスを本体操作で設をする場合は、機器のリファレンスマニュアルをご参照くださ 

い。 

-機器の IP アドレスを設定中は Amp Editor をオンラインにしないでください。 

-ソ下の説明では、機器のネットワーク設定が工場出荷時の設定であることを前提にしています。 

1. 機器の [ NETWORK ] 端子とスイッチング八ブを Ethernet ケーブルで接続して、ずべての機器 
の電源をオンにします。 

2 . コンピューターの Ethernet 端子とスイッチング八ブを Ethernet ケーブルで接続して、コン 
ピューターを起動しまず。 

3. [スタート]一[すべてのプ□グラム]一 [Yamaha Amp Editor] - [Amp Editor ] をクリック 
し 、 Amp Editor を起動します。 

4. Amp Editor のメニューバーか5、 [ System ] 一 [Network Setup ] を選択します。 

「Network Setup 」 ダイア□グボックスび開きます。 



5. [Network Interface ] で使用ずるネットワークカードを選択します。 

使用するネットワークカードは「コンピューターの IP アドレス設定」で使用したカードを選 
択してください。 

6 . [Auto IP Address Assign Range ] で機器の IP アドレス設定の節囲を指定します。 

7. [0 K ] ボタンをクリックします。 

「Network Setup 」 ダイア□グボックスび閉じて、接続されている全機器に IP アドレスび割 
り振られます。 
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第 3 章セットアップ 


8 . Tree View ウインドウに接続されている機器が表示されていることを確認します。 



/ NOTE A -機器に IP アドレスを割り振るのに時間がかかる場合があります。機器の数が多いほど時 
間がかかります。 

-機器のネットワーク設をが工場出荷時の設をではない場合、 Tree View ウィンドウに表示 
されないことがあります。その場合は機器本体を操作して IP Address Mode を [DHCP] に 
するか、機器本体のメモリーを初期化してくださし、。 

TXn では本体操作で [U 川 ity] 一 [Network Setup] で IP Address Mode を [DHCP] に変更したあ 
と、本体フロントパネルの [ENTER] ボタンを押してください。 

ACD1 では 本体 操作で [6.Network 5 目 1 叩 ] 一 [IP Address Mode] で IP Address Mode を 
[DHCP] に変更してください。 

-メモリーの初期化方法については、各機器の取扱説明書またはリファレンスマニュアル 
をご参照ください。 

ここまでの手順で、基本のセットアップは終了です。次回降 、 Amp Editor を起動すると Amp 
Editor び機器の IP アドレスを自動的に割り振ります。 
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第 3 章セットアップ 


次のような場合は(降の手順で機器の I P アドレスを固定してください。 

-システム起動時に IP アドレスを割り振る時間を短縮したい。 

. AMX / Crestron などの U モートコント□-ラーを使用する。 

9. Amp Editor のメニユーバーか5、 [ System]-►[Network Setup ] を選択します。 

「Network Setup 」 ダイア□グボックスび開きます。 



10. [ MANUAL ] ボタンをクリックします。 

「Network Setup 」 ダイア□グボックスび閉じます。接続されている全機器の IP Address 
Mode び Manual に切り替わり、 IP アドレスび固定されます。 

/ note i | ■ IP アドレスを固をすると、 IP アドレスが機器の内蔵メモリーに記憶されるため、機器の電 
源を入れるたびに設定し直す'必要がありません。 
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Editor の基本操作巧 ！! 


ここでは 、 Amp Editor か5アンプをコント□-ルする例として、アンプごとの基本設定を巧ない、 
複数のアンプをモニター/コント□—ルずるカスタムコント□—ルパネルを作成したあと、シーン 
リンクで複数のアンプの設定を一括して切り換えるまでの操作例を説明します。 

I NOTE ii -あらかじめ「セットアップ」 （14 ぺージ) によって、コンピューターと機器の IP アドレスや Device ID を設定し 
たうえでソ下の手順にお進みください。 

■ ACD 1 とアンプの接続や AMP ID の設定については 「 ACD 1 取扱説明書」をご参照ください。 


■ Amp Editor と機器を同期をせる 

Amp Editor で機器をちニター/コント□ールするために同期させます。 

1. 機器の電源を入れてか5 、 Amp Editor を起動します。 

メインノ（ネルウィンドウと Tree View ウィンドウび表示されます。 

Tree View ウィンドウのワークスペースに接続されている機器び表示されます。 

/ note i \ -接続されている機器がワークスぺースに表示されない場合は、「困ったときは（トラブル 
シューティング)」 （203ぺージ） をご参照くださし、。 



2. メインパネルウィンドウにある [ OFFLINE ] ボタンをクリックしまず。 

「 Synchronization 」 画面 (90 ぺージ） び表示されます。接続されている TXn や ACD ] び表示 
されていることを確認してください。 

/ NOTE ii - ACD 1 に接続されたアンプは表示されません。 ACD 1 に接続されたアンプは々の手順で接続 
されていることを確認できます。 
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第 4 章 Amp Editor の基本操作例 


3. Direction で同期の方向を決めたあと 、 [Go Online ] ボタンをクリックします。 

Amp Editor と機器び同期してメインノ（ネルウインドウの表示び [ ONLINE ] に切り替わりま 


す。 


I note ii - [ AmpEditor 一 Device ] を選がすると、 AmpEditor から機器にデータを送って同期します。 

この場合、予期せぬ大音量でスピーカーを破壊したり聴力障害を発生させたりしないよう、 
十かにごを意ください。 

[ ONLINE ] に切り替わると 、 Tree View ウインドウのワークスぺースにあるアンプアイコン 
び緑色になります。 


^ TreeView I 口 T 回 脚 

面 e I 巧 I igmESSJ f 



/ note ii -ネットワークの不具合などで機器と同期できなかった場合、同期できなかった機器の情報が表示さ 
れます。ケーブルなどのネットワーク接続を確認したあと、手順2から作業をやり直してくださ 

い。 

-同期していた機器が Amp Editor から認識できなくなった場合、認識できなくなった機器を示すダイ 
アログボックスが表示されます。 


剑 Device Lost 

Device : 7 >肺が 


固 




Locate This Device I 


A 
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第 4 章 Amp Editor の基本操作例 


アンプごとの基本設定をずる ( TXn のみ） 

アンプの Gain や Power Amp Mode などの基本設定をします。 


4. Tree View ウインドウのワークスぺース内にあるアンプアイコンをクリックしまず。 


[Device Properties ] ボタン 


5. [Device Properties ] ボタン （ iZS ) をクリックします。 

Device Properties ウインドウび表示されます。 



か 


二 4TX4n Device Properties - 0:TX4n 

|eenerai| j Limiter | Input Alert j Output Alert | Input Signal Chain Check 


画 


-Redundant Mode - 

Off 

广 Redundant Backup 
广 Redundant Override 


厂 Override Channel Link 


Override Threshold - 

Auto Return Delay — _j— 


-JP 


- | 10 S 


Override Threshold - 

Auto Return Delay — ^J— 


-」 庐 


- | 10 S 


厂 Auto Return 


Output Signal Chain Check 


Amp Mode — 


I グ Stereo 
I C Bridge 
广 Parallel 


厂 Input Sensitivity and Amp Gain - 

Gain Mode 巧 Link ON 

厂州 A - 


Amp Gain： 
Sen が ivity: 


132.0 dB 


12 . 24 V 


Amp 的 in： 
Sen が ivity: 


132.0 dB 


12 . 24 V 


嘴 




面 


匹 


□ 

-1 

□ 

-1 

□ 

1 

□ 

1 

□ 

1 

□ 

1 

□ 

1 


^ 品雨側 


o 胤卵抓邮 Is 抓の M o 削舶邮 

漏 lllllliillllll 


〇 獅卵邮抓 ^が^が 〇 咖邮抓 
如4邮巧巧 如卵如的 如如 
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第 4 章 Amp Editor の基本操作例 


6 . アンプの基本設定をします。 

「 General 」 タブでは1^(下の基本設定びできます。詳細は Device Properties ウィンドウ 
(1 23 ページ） をご参照ください。 

の Input Redundancy 

アナ□グ入力信号とデジタル(ス□ット）入力信号の両方を U ダンダンシー接続(オーディ 
才接続の2重化）でさます。断線などのトラブルでデジタル入力音声び途切れた場合にア 
ナ□グ入力に切り替えたり （Redundant Backup )、 アナ□グ入力音声を検出した場合だ 
けアナ□グ入力に切り替えたり （ Redundant 日 verride ) できます。 

デフオルトでは日 ff になっています。 


② Amp Mode 

アンプの出カモード ( Stereo / Bridge / Parallel ) を設定します。 
デフオルトではに tereo ] になっています。 


⑤ Input Sensitivity and Amp Gain 

各チヤンネルのゲイン (Amp Gain ) と入力感度に ensitivity ) を設定します。ゲインと入力 
感度の設定は連動しています。 

デフオルトでは 「Amp Gain 」 び口2.□服]、 Sensitivity 」 び[11.8犯 u ] 

( Tx 6 n の場合)/ [ ia 4 d 巳 u ]( Tx 5 n の場合)/ [9.2 d 巳 u ]( Tx 4 n の場合）になっています。 


- Gain Mode 

Amp Mode び Stereo のときに、ゲイン/入力感度の設定をチヤンネル A /目間で 
連動させるかどうかを設定します。 

デフオルトでは Link On になっています。 


7. [ Close ] ボタンをクリックし、ダイア□グボックスを閉じます。 

8 . 他のアンプも、手順4か57を繰り返して基本設定をします。 

/ NOTE i \ -「設定のコピー」 （102 ぺージ) で、基本設定をコピーできます。 
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■ 複数のアンプをモニター/コント□ールずる 

複数のアンプを一括してモニター/コント□—ルできるように、に ystem View Creator 」 ダイア 
□グボックスを使って System View のカスタムコント□—ルパネルを作成します。 

9 . [ Tools ] メニューの [System View Creator ...] を選択します。 

|~System View Creator 」 ダイア□グボックスび開きます。 



10. [ Name ] で作成するカスタムコント□—ルパネルの名前を編集します。 

11. ここでは、 [ Type ] で [Type A ] を選択します。 

[Type A ] では 、 [Type B ] よりも多くの操作テを表示します。 

/ note i | - [Type B ] を選がすることによって、より多くのアンプを一画面でモニター/コントロールで 
きますが、操作子の数が減ります。 

12. Device リストか5モニター/コント□—ルするアンプをドラッグし、任意のセルにド□ップ 
しまず。 

アンプびその位置に配置されます。他のアンプも同様に配置してください。 

I note i | - 初期設定ではセルのレイアウトは 4 X 4 となっています。必要に応じて [ Rows ] (列）や 
[ Colums ] (行）でレイアウトを変更してください。 

- [ Standby / On ] チェックボックスや [ Mute ] チェックボックスにチェックが乂っている場合、 
カスタムコントロールパネルに登録されている全アンプの電源の状態やミュートを切り換 
えるボタンが追加されます。 

13. アンプの配置が終わった5、 [ Create ] ボタンをクリックします。 

|~System View Creator 」 ダイア□グボックスび閉じて、作成した System View のカスタ 
ムコント□ールパネルび開さます。開いたカスタムコント□ールパネルで複数のアンプを f 
ニター/コント□ールでさます。 
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第 4 章 Amp Editor の基本操作例 


TXn の Type 八は1^(下のょぅな構成になってぃます。 



① アンプ名 

アンプ名を表示します。 

② シーン名 

アンプのシーン番号とシーン名を表示します。 

③ チヤンネル名 

アンプのチヤンネル名を表示します。 


④アンプ操作部 

1^(下のモニター/コント□ールびでさます。 


-レベル メータ ー /GR メーターの 表示 
- MUTE のオン/オフ 
- SOLO のオン/オフ 
-アラート発生の表示 

(Device Detail View に表示されているアラートインジ 
ケーターのどれかび点なすると点灯します。） 

. アッテネーターの操作 


⑥ライブラリー名 

アンプの Speaker Processor のライブラ U — 名を表示します。 

⑥ [ EQ ] アイコン/ [ Delay ] アイコン/ [ SP ] アイコン 

ク U ックするとじ(下のコンポーネントエディターび呼び出されます。 

• 8 Band EQ 
- Input Delay 
- Speaker Processor 


⑦ [Signal Path View ] ボタン （ gfflS ) 

Signal Path View ウインドウび開きます 。 Signal Path View ウインドウでは、すべて 
のコンポーネントエディターを呼び出せます。 


⑥ [ STBY ]/[ ON ] ボタン 

アンプの電源の状態に tandby / On ) をち二夕一/コント□-ルします。 
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■ アンプの Speaker Processor コンポーネント設定を変まずる 
( TXn のみ） 

アンプのチヤンネル単位で、使用するスピーカーに対応した Speaker Processor コンポーネント設 
定(パラメーターセット）を変更します。 

14 . Speaker Processor コンポーネントの設定を変更したいチヤンネルの [ SP ] アイコンをク 
リックします。 

Speaker Wocessor 」 ダイア□グボックスび開きます。 



15 . [ RECALL ] ボタンをクリックし、使用するスピーカーに対応したライブラリーを選択します。 

Speaker Processor コンポーネントのパラメーターセットび切り替わります。 

/ NOTE ii - DME Designer で作成したライブラリーファイル(拡張子 「. cel 」） を使う場合は 、\ Speaker 
Processor Library ConnverterJ (97 ぺージ） で TXn 用のライブラリーファイルに変換してく 
ださい。 

-ライブラリーが拡張子付きの場合、拡張子 r . ce 2 j はセキュリティなし、拡張子 r.cepj 
はセキュリティありを意味します。 

16 . ダイア□グボックスち上の[ X ]ボタンをクリックして、ダイア□グボックスを閉じます。 

17 . 手順14か51目を繰り返して、アンプごとに各チヤンネルの Speaker Processor コンポー 
ネントのライブラリーアイテムを変更します。 


Amp Editor ■ Z/ ■ 取扱説明書 

























第 4 章 Amp Editor の基本操作例 


■ シーンリンクで複数のアンプの設定を一巧して切り換える 

シーン U ンクで複数のアンプのシーンを関連付けることによって、複数のアンプのシーンを同時にス 
トア /U コールで さます。 

18 . メインパネルウインドウの [Scene Link Mana 呂 er ] ボタンをクリックします。 

|~Scene Link Manager] ダイア□グボックスび開きます。 



[Change Scene Link] ボタン 


[Scene Link Mana 旨 er] ボタン 



19 . Scene Link リストで [01 [No Data ]] をクリックして選択しまず。 

01び [No Data] でない場合は、任意の [No Data] のシーン U ンクを選んでください。 


20. [Store Amp Scenes When Storin 呂 a Scene Link ] チェックボックスにチェックを入れ 
まず。 

シーン U ンクをストアすると同時に、対応するアンプのシーンもストアされるようになりま 
す。 
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第 4 章 Amp Editor の基本操作例 


21. に tore ] ボタンをクリックします。 

シーン U ンク名称を入力するダイア□グボックスび表示されます。 



22. シーンリンク名称を入力したあと、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

シーン日]として現在の設定びそれぞれのアンプ本体にストアされ、シーン U ンク日]び Amp 
Editor に登録されます。 

ここで保存したシーン U ンクはメインパネルウィンドウのに han 呂 e Scene Link] ボタンから 
U コールでさます。 

/ NOTE ii ■ アンプのシーン01が [No Da ね]の場合、シーンリンク名と同じ名前がシーン名としてストア 
されます。 
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第 4 章 Amp Editor の基本操作例 


■プ□ジエクトを巧をずる 

作成した各種設定を保存するためにプ□ジェクトを保存します。 


23 . メインパネルウインドウの [ File ] メニュ ー- ^ [Save As ...] を選択しまず。 

プ□ジェクト名を入力するダイア□グボックスび表示されます。 

他のコンピューターでプ□ジェクトを使用する場合は、に opy library data from the user 
library folder] チェックボックスにチェックを入れると、プ□ジェクトの保を先フオルタ'一に 
ライブラ U —ファイルも保存されますので便利です。 



24. プ□ジェクト名を入力したあと、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

プ□ジェクトの保存先を選択するダイア□グボックスび表示されます。 


フザの参惜 曲 1 

Choose a location to save project folder : 


n タウン□ード 

* 

!> B デスクトップ 


[>瞧 ドキユゾント 

7 ] 

El ピクチで 

」 

谓 ビデオ 


gl ミユージがな 


n リンク 


の 



[ 巧しい 7 オルタの化麻 : M) I I OK I [ 坪柏たル ] 


/ note i| ■ プロジ王クトはフォルダー単位で保存します。 

25 . プ□ジェクトの保を先を選択したあと、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

プ□ジェクトび保存されます。 


基本操作は上です。 

Amp Editor の操作について更に詳しくは本書の各章をご参照ください。 

Amp Editor を起動し直したときは、メインパネルウィンドウの [File] メニュ ー-^[Open] を選択した 
あと、保存したプ□ジェクトを指定して読み込むことで Amp Editor の設定び再現されます。 
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各部の名祿と機能 

メインパネルウィンドウは 、 Amp Editor のメインのウィンドウです。 

メニューバー タイトル 



ショートカツトボタン 


/ NOTE ii - メインパネルウィンドウにプロジェクトファイル(拡張子. yae) をドラッグアンドドロップすると、 
そのプロジェクトを開くことができます。 


■ タイトル 

プ□ジェクト名び表示されます。新規プ□ジェクトを作成したとさやプ□ジェクトび一度わ保存され 
ていない場合には 「 Untitled 」 と表示されます。 


■ ゾニューバー 

アプ U ケーシヨンで実行でさるコマンド (命令） び、 カテゴ U —ごとにまとめられています。 

ク U ックするとコマンドの U ストび表示されます。 

またち端には現在開いているプ□ジェクト名と [ DEV に E 巳 US 丫]インジケーターび表示されます。 
機器びデータの書き込みなどの処理を行なっているときに [ DEV に E 巳 US 丫]インジケーターび点灯 
します。点灯中は機器の電源を切らないでください。 


■ショートカットボタン 

よく使われるコマンドびボタンとして配置されています。設当するウインドウやダイア□グボックス 
び表示されていないとさはボタンの色び薄くなります。該当するウインドウやダイア□グボックスび 
表示されている場合、ボタンの色び緑になります。 



|；Show/Hide Tree] ボタン 


|；Show/Hide Scene Manager] ボタン 


に ustom Control Panel] ボタン 


[Show/Hide Device Information] ボタン 


[Show/Hide Event Log] ボタン 
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第己章メインパネルウインドウ 


参 [Show/Hide Tree] ボタン 

Tree View ウインドウを表示/非表示します (98 ページ)。 


参に ustom Control Panel] ボタン 

ク U ックすると表示されるポップアップメニューからカスタムコント□ールパネルを選択します。 
[New Custom Control Panel ] を選択すると、新規のカスタムコント□—ルパネルを作成できま 
す （172 ぺージ )。 また 、 [System View Creator ...] を選択すると、使用頻度の高いパラメー 
夕一をテンプレー ト化している |~System View Creator 」 ダイア□グボックスをつかって、新 
規のカスタムコント□ールパネルを作成できます (94 ページ)。 

/ note i | - 「System View Creator 」 ダイアログボックスで作成した 「System View 」 もに ustom Control 
Panel ] ボタンから呼び出せます。 


• [Show/Hide Event Log] ボタン 

に vent Log 」 ダイア□グボックスを表示/非表示します (41 ぺージ)。 

参 [Show/Hide Device Information] ボタン 

「Device Information 」 ダイア□グボックスを表示/非表示します (47 ぺージ)。 


• [Show/Hide Scene Manager] ボタン 

Keene Manager ] ダイア□グボックスを表示/非表示します (49 ぺージ)。 


■ ONLINE/OFFLINE (通信が態） 

コンピューターとワークスペース内の機器の通信状態を表示します。 

機器びコンピューターとネットワーク接続されて Amp Editor と同期していて、 f ニター/コント 
□ールでさる状態を「オンライン」と呼びます。機器とコンピューターび物理的に接続されていない 
とさや、接続されていても同期していない状態を「オフライン」と呼びます。 



ONLINE 

OFFLINE 


ワークスペース内の機器を一台でちモニター/コント□ールできるオンライン状態 
ワークスペース内のすべての機器びオフライン状態 


このボタンをク U ックすると、 「 Synchronization 」 ダイア□グボックスび表示されます 。 Amp 
Editor と機器を同期させることにより、 U アルタイムにアンプをモニター/コント□ールできるよう 
になります (90 ページ)。 
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第己章メインパネルウインドウ 


■ Scene Link (シーン U ンク） 

シーン U ンクの情報び表示されます。シーン U ンクを U コールすることで、複数のアンプのシーンを 
一括して切り替えることびでさます。 



[ Show/Hide Scene Link Manager 」 
ボタン 


シーンリンク番号/シーンリンク名 Change Scene Link ] ボタン 


• シーンリンク番号/シーンリンク名 

最後に U コールしたシーン U ンクの番号と名前び表示されます。 


• [Change Scene Link ] ボタン 

[▼] をク U ックすると U ストび表示され、 U コールでさるシーン U ンクを選択でさます。選択し 
たシーン U ンクび U コールされます。 


• [Show/Hide Scene Link Manager ] ボタン 

に cene Link Manager 」 ダイア□グボックスを開きます (86 ぺージ)。 シーン U ンクで複数のア 
ンプのシーンを一括して U コールしたい場合は、 U コールしたいシーンをシーン U ンクにあらか 
じめ登録しておく必要びあります。 


■ SOLO (Solo Master ) 

ワークスぺースに対して、ソ□機能に010 Master ) の有効/無効 （ Enable / Disable ) を切り替えます。 
オンライン時にに日 L 日]ボタンをク U ックすると、確認のダイア□グボックスび表示され、有効/無 
効を切り替えることびでさます。 

[▼] をク U ックすると U ストび表示され、 Mixf — ド/ Lastf — ドを切り替えます。複数のチャンネ 
ルを選択してソ□出力する場合は 「 Mix 」、 最後に選択したチャンネルだけをソ□出力する場合は 
「 Last 」 を選択します。 



SOLO 


有効 


SOLO 


:無効 
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第己章メインパネルウインドウ 


メインパネルウインドウのメニュー 

■ [File] ゾニュ ー 


New 

Ctrl+N 

Open... 

Ctrl + O 

Save 

Ctrl+S 

Save As.... 


Preferences... 


1 C3\AmpEditor\hall B 

2 C:\AmpEditor\hall A 


コマンド 

動作 

New 

新規プ□ジェクトを作ります （1 1ページ)。 オンライン時は選択できません。 

Open ... 

保をされているプ□ジェクトを開さます （13 ページ)。 オンライン時は選択で 
さません。 

Save 

プ□ジェクトを上書き保存します (1 2ページ)。 

Save As ... 

プ□ジェクトを別のフォルダーに保存します （1 2ページ)。 

Preferences ... 

「 Preferences 」 ダイア□グボックスを開きます (37 ページ)。 

最近使ったプ□ジエクト 

最近保存したプ□ジェクトび表示されます。プ□ジェクト名をク U ックする 
と、プ□ジェクトび開きます。オンライン時は選択できません。 

Exit 

Amp Editor を終了します。 


■ [View ] ゾニユー 


レ Tree 

Lustom Lontrl Panel ► 


Event Log 
Device Information 


コマンド 

動作 

Tree 

Tree View ウィンドウを表示/非表示します (98 ページ)。 

Custom Control Panel 

ク U ックすると表示されるポップアップメニューからカスタムコント□ールパネ 
ル （171 ぺージ) を選択します。また 、 [New Custom Control Panel ] または 
[System View Creator ] を選択すると、新規のカスタムコント□ールパネルも 
作成できます （172 ぺージ)。 に ystem View Creator 」 ダイア□グボックスで 
作成した画面もカスタムコント□ールノてネルとして表示します。 

Event Log 

に vent LogJ ダイア□グボックスを表示/非表示します (41 ぺージ)。 

Device Information 

[Device Information 」 ダイア□グボックスを表示/非表示します (47 ページ)。 
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第己章メインパネルウインドウ 


■ [ Device ] ゾニユー 


ミ cene Manager Ctrl+1 

Alert Setup... 

Word Clock... 

Speaker Processor Library Manager 
Clock... 

Language... 

旦 PI." 

Utility... 

IP Address... 

IP Control Port No.... 

Firmware Update > 


コマンド 

動作 

Scene Manager 

「Scene Managed ダイア□グボックスを表示します (49 ぺージ)。 

Alert Setup ... 

「Alert Setup 」 ダイア□グボックスを表示します (己3ページ)。 

Word Clock ... 

「Word Clock 」 ダイア□グボックスを表示します (己7ページ)。 

Speaker Processor 

Library Manager 

["SpeakerProcessor Library Manager 」 ダイア□グボックスを表示します 
(59 ぺージ)。 

Clock ... 

「 Clock 」 ダイア□グボックスを表示します (64 ぺージ)。 

Language ... 

[ Language ] ダイア□グボックスを表示します (65 ぺージ)。 

GPI ... 

「 GPU ダイア□グボックスを表示します (67 ページ)。 

Utility ... 

「 Utility 」 ダイア□グボックスを表示します (74 ぺージ)。 

IP Address ... 

「IP A 加 「 ess 」 ダイア□グボックスを表示します (81 ぺージ)。 

IP Control Port No .... 

「IP Control Port No 」 ダイア□グボックスを表示します (82 ぺージ)。 

Firmware Update 

ク U ックすると表示されるヴブメニューから 、 「Firmware Update 」 ダイア 
□グボックス (83 ぺージ） または 「Recovery Update 」 ダイア□グボックス 
を表示します (8 己ページ)。 


■ [ System ] ゾニユ ー 

Scene Link Manager 
Parameter Link 


Network Setup... 


コマンド 

動作 

Scene Link Manager 

「Scene Link Manager ] ダイア□グボックスを表示します (8 目ぺージ)。 

Parameter Link 

「 ParameterLink 」 ダイア□グボックスを表示します （1 日日ページ)。 

Network Setup ... 

[Network Setup 」 ダイア□グボックスを表示します (88 ぺージ)。 
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第己章メインパネルウインドウ 


■ [Tools] ゾニュ ー 


Synchronization 


Ctrl +4 


Solo 


Custom Control Panel Manager... 
System View Creator... 

Speaker Processor Library Converter... 


コマンド 

動作 

Synchronization 

「 Synchronization 」 ダイア□グボックスを表示します (9 日ぺージ)。 

Solo 

ク U ックすると表示されるサブメニューから、ワークスペースに対してソ□機能 
(Solo Master ) の有効/無効 ( Enable / Disable ) を切り替えます。 

また、 Mix モードと Last モードを切り替えます。複数のチャンネルを選択して 
ソ□出力する場合は 「Mix Solo 」、 最後に選択したチャンネルだけをソ□出力す 
る場合は 「Last Solo 」 を選択します。 

どちらもオンライン時のみ切り替えできます。 

Custom Control Panel 
Manager ... 

「Custom Control Panel Manager 」 ダイア□グボックスを表示します (92 
ぺージ )。 

System View 

Creator ... 

に乂51目の View Creator 」 ダイア□グボックスを表示します (94 ぺージ)。 

Speaker Processor 
Library Converter ... 

DME Designer で作成した Speaker Processor コンポーネントのライブラ 

U - ファイル (2 VVay 〜 6 VVay ) を Amp Edito 拥 （ 1 Way ) に変換します (97 ぺ一 
ジ)。 


■ [Abou ロ ゾニュー 

About Amp Editor 


コマンド 

動作 

About Amp Editor 

Amp Editor のバージョンと著作権情報を表示します。 
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第己章メインパネルウインドウ 


Preferences 


[ File ] メニューの [ Preferences ...] をク U ックすると、 「 Preferences 」 ダイア□グボックスび表示 
されます 。 Amp Editor の使用環境を設定します。[日 K ] ボタンをク U ックすると、設定を変更して 
ダイア □ グボックスを閉じます。 


■ [ General ] タブ 

全般の使用環境を設定します。 

二与 preferences 

General | Component Editor | Meter Unit | 

「加 Startup - 

「User Library Folder - 

|C:¥Users¥yatnaha¥Desktop 串 test User Forder Browse... I 

「Auto Save - 

厂 Enable 

わ terval in minutes 130 句 

「Device Matching - 

广卽 ict Matching ( by MAC address ) 

(* Loose Matching ( only by Device ID ) 

「Scene - 

r Confirm Scene Store 
I Close progress dialog after scene recall 
r Close progress dialog after scene edit 


OK I Cancel 


参 On Startup 

アプ ij ケー シヨ ン起動時および□グオン時の動作を選択します。 

• [Load the last file opened] 

最後に開いていたプ□ジェクトを開さます。プ□ジェクトフォルダーび移動、削除、名前変更 
されて見つからない場合は、新規プ□ジェクトを開さます。 

• [Create an empty file] 

新規プ□ジェクトを開さます。 

• User Library Folder 

ライブラ U —をストアするとさのデフオルトフオルダーを設定します。 
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第己章メインパネルウインドウ 


• Auto Save 

プ□ジェクト自動保存の設定を行ないます。一度わ保存されてない場合やオンラインのとさは無 
効です。 

/ note i | - 自動保存ではライブラリーファイルはプロジェクトのフォルダーにコピーされません。ライブ 
ラリーファイルをプロジェクトのフォルダーにも保存する場合は、 File メニューから [ Save ] ま 
たは [Save As ...] を実行してください。 （30 ぺージ） 

• [Enable] チェックボックス 

チェックすると、作業中のプ□ジェクトの自動保存を行ないます。プ□ジェクトファイルを上 
書保をします。 

参 [Interval in minutes] 

ファイル自動保存の間隔を分単位で指定します。 

参 Device Matching 

プ□ジェクトを開いたときにプ□ジェクト上の機器と実際の機器で Device ID または MAC アド 
レスび異なる場合の、プ□ジェクト上の機器と実際の機器を関連付ける方法を選択します。 

• [Strict Matching (by MAC address)] 

MAC アドレスをもとに関連付けをします。 MAC アドレスをもとに厳密に機器を管理したい場 
合は、こちらを選択してください。 

• [Loose Matching (only by Device ID)] 

Device ID をもとに関連付けをします。通常はこちらを選択してください。 

I note i | . プロジ王クト上の機器と実際の機器のどちらの設をが優先されるかは、同期操作の方向で 
決まります。 

-プロジ王クトと実機で機種が異なる場合は関連付けを行ないません。機種が違う場合は同 
期をしたあと 、 Tree View ウィンドウでマッチング (Device Matching )。 08ぺージ） を行なつ 
てくださし、。 

• Scene 

シーンをストア/ U コールしたとさに表示されるダイア□グボックスの設定を行ないます。 

• Confirm Scene Store] チェックボックス 

チェックすると、シーンをストアするとさに確認のダイア□グボックスび表示されます。 

• [Close progress dialog after scene recall] チェックホックス 

チェックすると、シーンを U コールしたとさに表示される進抄ダイア□グボックスを U コール 
び終了したときに自動的に閉じます。 

• [Close progress dialog after scene edit:] チェックホックス 

チェックすると、シーンに関する編集を行なったとさに表示される進抄ダイア□グボックスを 
編集び終了した とさに 自動的に閉じます。 
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第己章メインパネルウインドウ 


■ [Component Editor ] タブ 

コンポーネントエディターのノブとスライダーやエディツトボックスの動作を設定します。 



• Knob Mode 

ノブの操作方法を設定します。 

• [ Circular ] 

ノブの形にそって、円を描くようにドラッグします。 

• [ Linear ] 

上にドラッグすると値び増え、下にドラッグすると値び減ります。 

• Slider Mode 

スライダーのバーをク ij ックしたとさの動作を設定します。 

• [ Ramp ] 

スライダーのノく一上をク U ックしたとさ、ク U ックした方向につまみび一定量移動します。 

• [ Touch ] 

ク U ックしてもつまみは移動しません。 

• [ Jump ] 

ク U ックした位置につまみびジャンプします。 
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第己章メインパネルウインドウ 


■ [Meter Unit ] タブ 

Detail View ウインドウや Device Properties ウインドウに表示されるメーターやノくラメーターの 
単位をアンプの種類ごとに設定します。 



参 [Analog Inpu 口 

Analo 呂 Input のレベルメーターの単位を「犯 FS 」、 「犯 u 」、 「 V 」から選択します。 

• [Speaker Output] 

Speaker 日 utput のレベルメーターの単位を「服 u 」、 「 V 」から選択します。 

参 [Peak Hold ] チェックボックス 

チェックするとレベルメーターのピークホールドを有効にします。ピークホールドは、この Amp 
Editor 上だけに有効な設定です。アンプ本体の設定とは連動しません。 

参 [Enable Level Meters ] チェックボックス 

チェックするとレベルメーターび有効になります。 
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第己章メインパネルウインドウ 


Event Log 


機器本体のイベント□グを表示したり、コンピューター上の□グファイルへの書さ込みを設定した 
り、機器本体に保存するイベント□グを設定したりします。 

■ [Event LogJ ダイア□グボックス 

[ View ] メニューの [Event Lo 呂]をク U ック、またはシヨートカットボタンの |； Show/Hicle Event 
Lo 呂]をク U ックすると、に vent Log 」 ダイア□グボックスび表示されます。オンライン状態でダ 
イア□グボックスを開いている間、 U アルタイムにオンラインで接続されているすべての機器の新し 
いイベント□グび表示されます。 「 Lo 呂 Setup 」 ダイア□グボックスで [ Enable ] びオンの場合は、 
同時にコンピューター上の□グファイルにも書さ込まれます。 

/ note A -表示するイベントログは 、 [Alert SetupJ ダイアログボックスで機器ごとに設をします (53 ぺージ )。 



表示/非表示ボタン 
( Information / Warning / Error / Fault ) 


イベント□グリスト 


参表巧 / 非表巧ボタン （ Information/Warning/Error/Fault) 

それぞれのタイプのイベントの表示/非表示を切り替えます。 

参 [Log Setup …]ボタン 

[Log SetupJ ダイア□グボックスび表示されます (4日ページ)。 イベント□グの設定を行ないま 
す。 
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:その他のイベント 
:警告イベント 
:エラーイベント 
:障害イベント 
:継続するイベントび終了 


参イベント□グリスト 

発生したイベントを表示します。 

表示されているイベントをダブルク U ックすると、該当するイベントび発生した機器の 
[Individual Event Log 」 ダイア□グボックスび表示され、詳細な情報び表示されます。 

項目の名称表示部をちク U ックするとコンテキストメニューび表示され、項目ごとに表示/非表 
示を切り替えられます。 

• [Alert] 

イベントアイコンとイベントの内容を表示します。イベントアイコンはじ(下の己種類です。 


• [Status] 

イベントの状態を表示します。 

イベントび発生すると日 ccurred と表示されます。継続するイベントび終了すると Resolved 
と表示されます。継続するイベントとは、パラメーターびあるしさい値を超えている場合など 
に連続して発生するイベントのことです。 

• [Device] 

機器の名称を表示します。 

• [ID] 

発生したイベントの□グ ID を表示します。新しいイベントび発生したり、イベントのタイプび 
変わったりするたびに、新しい ID び付けられます。同じタイプのイベントび連続して発生した 
場合は、同じ ID び付けられます。 

• [Model] 

機器の種類を表示します。 

• [First] 

イベントを Amp Editor び最初に受信した日時び表示されます。 

• [Last] 

継続するイベントを Amp Editor び最後に受信した日時び表示されます。 

• に ount] 

Amp Editor を起動してから同じイベントび発生した累計回数を表示します。 


尽帝 I® 商ぶ 
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■ rindividual Event LogJ ダイア□グボックス 

に vent Log 」 ダイア□グボックスのイベントをダブルク U ック、あるいは Tree View ウィンドウの 
ワークスペースで機器アイコンをちク U ックして呼び出したコンテキストメニューから [Individual 
Event Lo 呂]を選択すると 、 「Individual Event LogJ ダイア□グボックスび表示されます。 
[Individual Event LogJ ダイア□グボックスには選択された機器で発生したイベントび表示されま 
す。 



• Device 

イベントを表示している機器名び表示されます。 

参 Network Status 

イベントを表示している機器のネットワーク状態びアイコンで表示されます。 

参 IP Address 

イベントを表示している機器の IP アドレスび表示されます。 
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• イベント□グリスト 

機器で発生したイベントを表示します。 

に vent Log 」 ダイア□グボックスから呼び出した場合は、選択したイベントを展開表示します。 
Tree View ウィンドウから呼び出した場合は、その機器の全イベントを表示します。 

/ note i | -同じイベントが連続した場合、折りたたみ表示をして最初と最後のイベントを表示します。 


• Alert 

イベントの内容を表示します。 [ Alert ] をク U ックすると、イベントの内容別に並び替えます。 


• Status 

イベントの状態を表示します。 

イベントび発生すると日 ccurred と表示されます。継続するイベントび終了すると Resolved 
と表示されます。 status ] をク U ックすると日 ccurred と Resolved 別に並び替えます。 

• Date/Time 

機器に保存されているイベントの発生日時を表示します。 


• Log ID 

発生したイベントの□グ ID を表示します。新しいイベントび発生したり、イベントのタイプび 
変わったりするたびに、新しい ID び付けられます。同じタイプのイベントび連続して発生した 
場合は、同じ ID び付けられます。 [ Lo 呂 ID ] をク U ックすると、 ID 順に並び替えます。 


• Last 

継続するイベントを Amp Editor び最後に受信した日時を表示します。 [ Last ] をク U ックする 
と、時間順に並び替えます。 

参 [All logs ] ボタン 

このボタンをび押されているとさには、イベント□グ U ストに機器で発生した全イベントを表示 
します。押されていないときには、に vent Log 」 ダイア□グボックスで選択されているイベン 
卜をイベント□グ U ストに展開表示します。 

このボタンはに vent Log 」 ダイア□グボックスから呼び出した場合に操作できます 。 Tree 
View ウインドウから呼び出した場合 、 [All 1〇呂 S ] ボタンは押された状態で表示されます。 
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■ [Log SetupJ ダイア□グボックス 

|~Event Lo 呂」ダイア□グボックスの [ Lo 旨 Setup ] ボタンをク U ックすると 、 [Log SetupJ ダイア 
□グボックスび表示されます。機器本体からイベント□グを自動的に取得してファイルに保存した 
り、手動でまとめて保存したりすることびでさます。[日 K ] ボタンをク U ックすると、設定を変更し 
てダイア □ グボックスを閉じます。 


[Log file setup ] タブ 



参 [Enable logging ] チェックボックス 

取得したイベント□グを自動的にファイルに書さ込む機能をオン/オフします。チェックすると、 
取得したイベント□グを指定したフオルダーのファイルにじ(下のタイミングで書さ込みます。 

.Amp Editor を終了するとき 
- Amp Editor が起動したが態で午前日時になったとき 
-取得したイベント□グ数が2,己目日を超えるとき 

チェックを外しても機器本体にはイベント□グは保存されますび、機器本体の容量を超えた場合 
はちい□グから順に新しい□グで上書さされて消えます。 
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• [Automatically delete lo 呂 files after 一 days] 

チェックすると、指定した日数を経過した□グファイルは自動的に削除されます。□グフアイ 
ルを自動的に削除する曰数を指定します。 


• [Lo 呂 file folder] 

□グファイルを保存するフオルダーを指定します。旧 rows 引ボタンをク U ックすると、日 S 
標準のフオルダー指定ダイア□グボックスび開さ、フオルダーを選択でさます。 

□グファイルは、 「 L 日 G + 開始日付. txt 」 のファイル名で保存されます。ファイルサイズび規 
定のサイズを超えた場合は、ファイル名の最後に番号びつけられ、別のファイルとして保をさ 
れます。（例： LOG 2009102 4-2. txt ) 


[Get Log from Devices ] タブ 



• Target Device ( 機器リスト） 

ネットワークに接続されている機器の名前と種類び表示されます。イベント□グを取得する機器 
をク U ックしてチェックします。 

参 [Output File Name] 

□グファイルのファイル名と保存場所を設定します D [ Browse ] ボタンをク U ックすると、フォル 
ダー選択ダイア□グボックスび開さ、ファイルの保存先び設定でさます。 


• [Get Log and Save ] ボタン 

機器のイベント□グを指定した□グファイルに書さ込みます。 
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Device Inrormation 


[ View ] メニューの [Device Information ] をク U ック、またはシヨートカットボタンのに how/Hide 
Device Information ] をク U ックすると 、 「Device Information 」 ダイア□グボックスび表示され 
ます 0 

オンライン状態に関係なく、ワークスペース内のネットワーク接続している機器の状態を一覧表示し 
ます。トラブル発生時やシステムメンテナンス時など、機器の稼働状況を一括管理するためのプラッ 
トフ オームと して便利です。 

/ NOTE il - ACD1 に接続されたアンプは表示されません。 



参 [Reboot ] チェックボックス 

チェックボックスをオンにして [ Reboot ] ボタンをク U ックすると、複数のアンプをまとめて再起 
動できます。チェックボックスをオンにすると 、 「Firmware Update 」 ダイア□グボックス (83 
ぺージ) の該当する機器の [ Devic 引チェックボックスもオンになります。 

参 [Device] 

機器に付けられた名称を表示します。 

参 [Model] 

機器のモデル名 ( TX 6 n など)を表示します。 

参 [ の ] 

機器の Device ID を表示します。 

参 [Serial NoJ(TXn のみ） 

機器のシ U アル番号を表示します。 

参 [Network Status] 

機器の通信状態をアイコンで表示します。 


ONLINE 

OFFLINE 


:機器をモニター/コント□ールできるオンライン状態 
:機器と同期していないオフライン状態 


Amp Editor ■ 4/ ■ 取扱説明書 



























第己章メインパネルウインドウ 


• [IP Address] 

IP アドレスを表示します。 

参 [MAC Address] 

MAC アドレスを表示します。 

参 [Firmware Ver.] 

ファームウェアのバージョンを表示します。 

参 [MY Card Type] 

ス□ットに1/日カードを装着している場合は、カード名を表示します。 

• [Message] 

アンプ本体で発生しているメッセージを表示します。最新のメッセージを]つだけ表示し、ちい 
メッセージは表示されません。 

参 [Reboot] ボタン 

U ストの [ Reboot ] チェックボックスで選択しているアンプをまとめて再起動します。 

参 [Firmware Update …] ボタン 

アップデートファイルび入っているフオルダーを選択するダイア□グボックスび開さます。フオ 
ルタ'-を選択すると [Firmware Update ] ダイア□グボックスを表示します (83 ぺージ)。 
ファームウェアのアップデートを行ないます。 

参 [Utility …] ボタン 

U ストで選択している機器の 「 Utility 」 ダイア□グボックスを表示します (74 ページ)。 

• [Event Log] ボタン 

に vent Log 」 ダイア□グボックスを表示します (41 ぺージ)。 

参 [Save …] ボタン 

表示している情報を CSV ファイル（カンマで区切られたテキストファイル）として保存します。 
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Scene Manager 


■シーンとは 

電源 Standby / On やミュートなどの各種設定は、「シーン」としてアンプごとに名前を付けて保存で 
さます。シーンを保をすることを「シーンストア」と呼びます。使用する場面ごとのパラメーター設 
定を複数ストアし、呼び出して使ラことびでさます。 

シーンを呼び出す（カレントシーンにする）ことを「シーン U コール」と呼びます 。 「Scene 
Manager ] ダイア□グボックスでシーンを U コールします。 

アンプごとに]つのプ U セットメ fU —と49のユーヴーメモ U —からなります。シーン番号「日日」 
はアンプを初期設定に戻すための読み出し専用のシーンで、プ U セットメ fU —にデフォルトで設定 
されています。シーン番号「01」〜「49」は、設定を記憶できるユーヴーメモ U - です。 

■「Scene Managed ダイア□グボックス 

[ Device ] メニューの ！; Scene Mana 呂 er ] をク U ックするか 、 Tree View ウィンドウのワークスペー 
スにある機器のアイコンをちク U ックして表示されるコンテキストメニューのに cene Mana 呂 er ] を 
選択すると 、 「Scene Manager 」 ダイア□グボックスび表示されます。シーンのストア/ U コール 
や編集びでさます。シーン名やプ□テクトの変更、コピー&ペーストによる編集びでさます。 

/ note i | ■ オンライン時は、ストア/リコールや名前の編集などの操作はできますが、コピーやぺーストなど 
の編集はできません。 

- 「Scene Manager 」 ダイアログボックスには、 [0 K ] ボタンとに ancel ] ボタンがありません。ダイア 
ログボックスを閉じるには、ダイアログボックス右上の[閉じる]ボタンをクリックします。 

-シーンのストア、リコール、名前や内容の変更などの編集は、機器にすぐに変更が適用されます。 

-このダイアログボックスを開いたまま、 De ね ilView ウィンドウをアクティブにしてアンプの各種設 
をを変更したりもできます。 


シーンリスト 


ぷ ^ Scene Manager 
Device | 6:TKEin 將 

Network Status ■Ji1_ ■ IP Address 1192.168D00D03 

Current Scene 日 ]: Scene 02 


Gut 」 —Copy 丄 Paste 」 -Insert 」 -Clear 」 — Recall 己 afe... J 


Scene No. 

1 Name | Protect 

心 

00 

Initial Data Read Only 


01 Scene 01OFF ■ 

02 

Scene 02 OFF 

_l 

03 

Scene 03 OFF 


04 

[No Data] - 


日日 

[No Data] - 


06 

[No Data] - 


07 

[No Data] - 


日日 

[No Data] - 


09 

[No Data] - 


10 

[No Data] - 


11 

[No Data] - 

d 


Scene Link Manager I i btore i _Recall I 

A 
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参 [Device] 

ワークスペース内の操作対象となるアンプを選択します。 

• Network Status 

アンプのネットワーク状態びアイコンで表示されます。 

• IP Address 

アンプの IP アドレスび表示されます。 

• Current Scene 

アンプのシーン番号とシーンの名前び表示されます。 

参シーン U スト 

シーンの内容び表示されます。 

• [Scene N0 .] 

シーン番号び表示されます。ク U ックすると、シーンび選択されます。 

• [ Name ] 

シーンの名前び表示されます。 [ Nam 引ボックスをク U ックして、シーンの名前を入力しま 
す。入力でさる文字数は、半角で] 8文字までです。全角文字わ使用でさます。 

シーンをストアしていない場合は、 「 NoData 」 と表示されます。シーンをストアするときに 
名前を入力できます。デフォルトでは自動的にに cene 日1」に cene 日2」という名前にな 
ります。こ巧の数きはストアしたシーン番号 ([Scene N0 ]に表示されている数き）と同じにな 
ります。 

/ note i | . 半角で18文字まで入力できますが、機器によってディスプレイに表示できる文字数や文字 
種は異なります。半角英数字从外の文字は 、 Amp Editor 上では表示されても機器のディス 
プレイに表示できない場合がありますので、各機器のマニュアルをご参照ください。"\" 
は‘‘¥"として表示されます。 

- TXn 本体のディスプレイに表示できるシーン名の言語は、英語、ドイツ語、フランス語、 
スペイン語、日本語です。 「 Language 」 ダイアログボックス (65 ぺージ） で、表示する言語 
をあらかじめ選がしておく '必要があります。 

- ACD 1 本体のディスプレイに表示できる文字については 「 ACD 1 リファレンスマニュアル」 
の「が応文字一覧」をご参照くださぃ。 

• [ Protect ] 

プ□テクトを設定します。 「 ON 」 または 「 OFF 」 び選択できます。 「 ON 」 の場合は、シーン 
データの削除、上書さ、編集、 U ネームびでさなくなります。 

参 [Cut ] ボタン 

U ストで選択されているシーンをカットします。オンライン時、シーン日日、およびカレントシー 
ンではボタンびグレーになり使用でさません。 

I NOTE i | ■カットしたシーン番号に(降に EMG 信号を受信したときにリコールするシーン番号がある場合 
は、必、要に応じて EMG Scene N0 .を設定し直してください (76 ぺージ)。 

参 l ； Copy] ボタン 

U ストで選択されているシーンをコピーします。オンライン時はボタンびグレーになり使用でさ 
ません。 
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参 [Paste ] ボタン 

カットまたはコピーしたシーンの内容を、 U ストで選択されているシーンにペーストします。選 
択されているシーンは上書さされます。オンライン時、およびシーン日日またはカレントシーン 
選択時は、ボタンびグレーになり使用でさません。 

参 [Insert ] ボタン 

カットまたはコピーしたシーンの内容を、 U ストで選択されているシーンの位置に挿入します。 
オンライン時およびシーン日日ではボタンびグレーになり使用でさません。 

選択されているシーン(下は]つ下に移動します。たとえばシーン番号「□引に 
に onference 」 というシーンびストアされている場合、シーン番号「□引を選択して [ Insert ] 
ボタンをク U ックすると、挿入されたシーンびシーン番号「日己」になり、 「 Conference 」 シー 
ンはシーン番号「日6」に移動します。 

U ストの一番下のシーンにシーンびストアされている場合は、ボタンびグレーになりシーンの挿 
入びでさません。 U ストの一番下のシーンの内容を削除してから挿入してください。 

/ note i | -挿入したシーン番号た(降に EMG 信号を受信したときにリコールするシーン番号がある場合は、 
か要に応じて EMG Scene No . を設定し直してくださぃ (76 ぺージ)。 

参 [Clear ] ボタン 

U ストで選択されているシーンの内容を削除します。シーン日日またはカレントシーン選択時は、 
ボタンびグレーになり使用でさません。 

参 [Recall Safe ."] ボタン 

「Recall Safe 」 ダイア□グボックスを開きます (己2ページ)。 

• [Scene Link Manager ] ボタン 

Keene Link Manager ] ダイア□グボックスを開きます (86 ぺージ)。 

参 [Store ] ボタン 

現在のパラメーター設定を、 U ストで選択しているシーンにストアします。空のシーンを選択し 
てストアする場合は、新しくシーンび作成されます。選択しているシーン番号にすでにシーンび 
ストアされている場合は、確認のダイア□グボックスび表示されてから、上書さされます。 

/ NOTE ii -機器とオンラインのときに AmpEditor でシーンをストアすると、機器側の設をに関係なく機器 
本体にもストアされます。 

■ 「 Preferences 」 ダイアログボックス ロ7ぺージ） でに onfirm Scene Store ] チェックボックスを才 
フに設定した場合は、確認のダイアログボックスは表示されません。 

参 [Recall ] ボタン 

U ストで選択されているシーンを U コールし、カレントシーンにします。 
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■「Recall SafeJ ダイア □ グボックス (TXn のみ） 

|~Scene Manager 」 ダイア□グボックスの [Recall Safe ] ボタンをク U ックすると 、 「Recall 
SafeJ ダイア□グボックスび表示されます。シーン U コールによって変更したくないコンポーネン 
卜をアンプごとに設定します。[日 K ] ボタンをク U ックすると、設定を変更してダイア□グボックス 
を閉じます。 


/ note i | - オフライン時のみ変更できます。 

-コンポーネントソ外のシーン情報(電源の S ね ndby / On など）は、このダイアログボックスの設定に 
関係なくリコールされます。 


コンポーネントリスト 


^ Recall Safe 


回 


Component [ 


4x4 Matrix Mixer 
囚日日 and EQ Ch A 
囚日 Band EQ Ch B 
囚 Input Delay Ch A 
囚 Input Delay Ch B 
囚 Input Router 
囚 OscillatorMix 
囚加 tput Router 
囚 Speaker Processor Ch A 
囚 Speaker Processor Ch B 


Select All 


Deselect All J 


OK 


Cancel 


J' 


参コンポーネントリスト 

シーンに含まれるすべてのコンポーネントび表示されます。コンポーネントの左にチェックボッ 
クスびあり、シーン U コールによって変更したくないコンポーネントをチェックします。 

参 [Select All ] ボタン 

すべてのコンポーネントのチェックボックスをチェックします。 

参 [Deselect All ] ボタン 

すべてのコンポーネントのチェックボックスをオフにします。 
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Alert Setup 


[ Device ] メニューの [Alert Setup ] をク U ック、または Tree View ウインドウのワークスぺースに 
ある機器のアイコンをちク U ックして表示されるコンテキストメニューの [Alert Setup ] を選択する 
と 、 「Alert Setup 」 ダイア□グボックスび表示されます。アラートの有効/無効や種類を機器ごとに 
設定します。パスワードを設定することで、アラートの設定を□ックすることびでさます。アラート 
は、 Information ^：^ 外をイベント□グとして表示/保存されたり、障害発生時の卜 U ガー信号として 
使われます。 


み ^ Alert Setup 

1 -Device List - 

Alert 日の叩 |"i 


国 




■D<4n 

TX4n 

TX5n 

TXfin 


Device 


I IP Address I From Device 


1 の . 16 日日邮日日日 
1 の .1 日日日邮日の 
1 の .1 日日日邮日 14 
1 の .16 日日邮日の 


rAlert - 


Data Transrer 
From Device ■ 

■ To Device 


Change Alert Setup Password... I 


Import from File... I Export to File... 


Alert 



1 Fault 加 t| A 

で 

可 

::臣 

3 System error 

J Type 1 日 PI Out 

Fault — 

Off 


.... 囚 Flash ROM device error 

Fault — 

Off 


…■囚 No current scene found 

Fault — 

Off 


''.'因 Resume data lost 

Fault — 

Off 


囚 Network hardware error 

Fault — 

Off 」 


.…囚 DSP error 

Fault — 

Off 


…囚 Saving failed 

Fault — 

Off 


…囚 Illegal MAC address 

Fault — 

Off 


....因 No battery 

Fault — 

Off 


…囚 Critical battery 

Error — 

Off 


囚 Low battery 

Warning — 

Off 


…■囚 Scene recall error 

Error — 

Off 


''.'因 Duplicate IP address 

Error — 

Off 


.... 囚 Network busy 

Information — 

Off 


....因 Word clock unlocked 

Error — 

Off 


囚 Slot sync error(Single) 

Warning — 

Off 


…囚 Slot sync error(Continual) 

Information — 

Off 


''.'因 Unsupported MY-Card 

Fault — 

Off 


!■-. 囚 Fan failed 防が ] 





…. 因 CH A 

Fault — 

Off 



… 囚 CH B 

Fault — 

Off 


.... 囚 DG output detected [Ch*] 

Fault — 

Off 


1 ■"囚 PSU temperature too high[Ch+] 





… 囚 CH A 

Warning — 

Off 



… 囚 CH B 

Warning — 

Off 


1 ■"囚 Fan speed changed [++] 


Off 二 ! 



.... 问 LOW 

Information — 


Close 


A 


参 Device List 

アラート設定を表示/変更するアンプを表示します。 

• Alert Group 

アラートの設定をするアンプの種類を選択します。 

♦デバイスリスト 

ワークスペースにある機器のうち 、 Alert Group で選択されたアンプおよび ACD ] の情報を表 

术しま9 〇 


• [Device] 

機器の名称を表示します。 

ACD 1 に接続されているアンプの場合は 、 AMP ID も表示されます。 
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- [ID] 

機器の Device ID を表示します。 

- [IP Address] 

機器の IP アドレスを表示します。 

• [From Device] 

Alert Group 内で最後にアラートの設定を読み込んだアンプに「*」び表示されます。 
[Import from 円 le ...] ボタンでアラート情報を読み込んだ場合は「*」の表示び消えます。 


参 Alert 

Device List で選択されたアンプのアラート設定を表示/変更します。 


• [Alert] 

アラートごとに有効/無効を設定でさます。設定でさるアラートは 、 Alert Group によって異 
なります。 


♦ [Type] 

アラートの種類び表示されます。ク U ックすると U ストび表示され、種類を選択でさます。 
[ lnformation ]/[ Warning ]/[ Error ]/[ Fault ] から選択できます。 

[ Information ] を選択した場合、アラートメッセージのポップアップは表示されません。 


• [GPI Out] 

このアラートを受信したとさに、 GPI 日 UT 端テから信号び出力されます。ク U ックすると U 
ストび表示され、出力先の GPI 日 UT 端テのポートを選択でさます。 ACD ] に接続されたアン 
プの場合、接続されている ACD ] © GPI 日 UT 端テから信号び出力されます。 

/ note i | - GN OUT 端子から出力される信号の極性は、 「 GPI 」 ダイアログボックスの Terminal 欄で設 
をします (67 ぺージ)。 

• [Fault Out] 

このアラートを受信したときに、 FAULT 日 UTPUT 端テの N 日と C び Closed になります。 
ACD 1 に接続されたアンプの場合、接続されている ACD 1 の FAULT 日 UTPUT 端テから信号 
び出力されます。 


• [Import from File ...] ボタン 

アラートセットアップファイル（拡張テ. alO 、. all 、. al 2、. al 3) を、現在選択されているアン 
プのアラート設定に読み込みます。ファイルの拡張テは Alert Group で選択されたアンプの種 
類によって異なります。 

ク U ックすると、ファイルの読み込むためのダイア□グボックスび表示されます。 


• [Export to File ...] ボタン 

現在のアラート設定をアラートセットアップファイルに出力します。ファイルの拡張テは 
Alert Group で選択した種類によって異なります。 

ク U ックすると、ファイルの保存先を選択するためのダイア□グボックスび表示されます。 
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参 Data Transfer 

Device List で選択されているアンプとのアラート設定を送受信します。 


• [From Device ] ボタン 

Device List で選択されているアンプ本体から、アラート設定を取得します。 

• [To Device ] ボタン 

Alert で設定されているアラート設定をアンプに送信します。アンプは複数選択でさます。 

パスワードび設定されている場合、パスワード入力用のダイア□グボックスび表示されます。 


• [Change Alert Setup Password …]ボタン 

[To Device ] ボタンをク U ックしたときに要求されるパスワードを変更します。 

ク U ックすると従来のパスワードを入力するダイア□グボックスび表示され、正しいパスワード 
び入力されると、新しいパスワードを入力するダイア□グボックスび表示されます。 
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■ TAIertJ ダイア□グボックス 

「 Warning 」、 Error 」、 または 「 Fault 」 に設定したアラートび発生した場合、 「 Alert 」 ダイア□グ 
ボックスび開いて、アラートの内容を表示します。最新のアラートを]つ表示して、新しいアラート 
び発生するとちいアラートと入れ替わります。 

発生したアラートの詳細についてはに vent Log 」 ダイア□グボックス (41 ぺージ) を開いて確認し 
てください。 


^ Alert 

- Device : Tjc6n 

Message Slat In pilot tone lostfCh 习 
- Status : Occumed 


励 


山 cate This Device 


な 。 se 


J 


参ア斗コン 

発生したアラートのタイプをアイコンで表示します。 

/f\ : Wamin 旨 ( 警告） 

Q ; Error (エラー) 

网 : Fault ( 闇） 


• Device 

アラー トび発生した機器の名称(ラベル）を表示します。 

• Msssage 

アラートの内容を表示します。 

メッセージの詳細については資料の「アラートメッセージ U スト」 （199 ページ) をご参照ください。 

参 Status 

アラートの状態を表示します。 

アラートび発生すると日 ccurred と表示されます。継続するアラートび終了すると Resolved と表示 
されます。 


• [Locate This Device ] ボタン 

このボタンをク U ックすると 、 Tree View ウインドウで該当する機器び選択されます。 
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Word Clock(TXn のみ） 


■ワードク□ックとは 

複数の機器間でデジタルオーディオ信号を送受信するには、お互いの機器でオーディオ信号を処理す 
るタイミングを一致させなければなりません。たとえ両方の機器び同じヴンプ U ング周波数に設定さ 
れていても、オーディオ信号を処理するタイミングび同期していなければ、信号び正常に送られな 
かったり、耳障りなノイズび生じたりします。 

デジタルオーディオ信号の処理を同期させるための信号を「ワードク□ック」と呼びます。通常は] 
台の機器から基準となるワードク□ック信号を送信し、その他の機器は受信したワードク□ック信号 
に同期させます(送信側の機器を「ワードク□ックマスター」、受信側の機器を「ワードク□ックス 
レーブ」と呼びます)。 


■ [Word ClockJ ダイア□グボックス 

[ Devic 引メニューの [Word Clock ...] をク U ックすると 、 「Word ClockJ ダイア□グボックスび表示 
されます。デジタルオーディオ入出力用のス□ットに対応したアンプのワードク□ックを設定しま 
す。 

/ NOTE A -が応しているアンプは TXn のみです。が応していないアンプを選がしている場合、このダイアログ 
ボックスは開きません。 



マスターク□ック選択ボタン 
( Card / Internal ) 


ク□ックステータス 


ク□ック周波数 


ス□ット情報 ( Card ) 
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• Device 

ワードク□ックの設定対象となるアンプを選択します。 

•クロック周液数 

選択されているアンプのワードク□ック周波数び表示されます。 

オフライン時は、ちにある [▼] ボタンをク U ックしてワードク□ック周波数を変更できます。 


参クロックステータス 

ワード ク□ックの ステータスび 色分けして表示されます。 


ステータス 

意味 

• = Unlock 

有効なワードク□ックび入力されていません（マスターク□ックに選択でさま 
せん)。 

〇 .= Lock 

入力信号びあり、現在のワードク□ックと同期していることを示しています。 

0 = Lock , But Not Sync'ed 

入力信号びあるび、ワードク□ックと同期でさない（ク□ックび異なる）ことを 

TJX しています。 

O = Unknown 

ス□ットの無効なチヤンネルである、アナ□グ I / O カードび装着されている、 
またはカードび装着されていません。 


• スロット情報に ard) 

ス□ットに挿入されているカードの名前び表示されます。 


参マスタークロック選択ボタンに ard/lnternal) 

同期させるワードク□ックを]つ選択します。選択でさるク□ックは、アンプによって異なりま 
す。グレーで表示されているク□ックのボタンは選択でさません。 


ステータス 

意味 

Card 

ス□ットに装着されたデジタル I/O カードの入力信号に含まれるク□ック情報 
に同期します。 2 チャンネル単位またはカード単位で選択しますり/日カードの 
種類によって異なります)。 

Internal 

内蔵ワードク□ックびマスターク□ックになります。また、内蔵ワードク□ッ 
クの周波数を選択します。 


• Auto Scan Mods 

マスターク□ックに設定しているポートに有効なワードク□ックび入力されなくなったとさや、 
内蔵ワードク□ックを選択している場合にス□ットに有効なワードク□ックび入力されている 
ポートび見つかったとさに、マスターク□ックを自動的に切り替えるかどうかを設定します。 
この設定を日 N にすると、じ(下の優先順位でマスターク □ ックび自動的に切り替わります。 

1. ス□ットの選択しているポート 

2. 内蔵ワードク□ック 
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Speaker Processor Library Manager(TXn のみ） 

[ Device ] メニューの [Speaker Processor Library Mana 旨 er ] をク U ックすると 、 「Speaker 
Processor Library Manager ] ダイア□グボックスび表示されます。 

アンプ本体の Speaker Processor コンポーネントライブラ U - を編集したりアイテムを追加したり 
でさます。 

編集/追加/コピーの手順は(下となります。 

• ライブラリーを編集ずる場合 

1 . Device リストで編集するアンプをクリックずる。 

2 . [From Device] ボタンをクリックずる。 

LibraryU ストにアンプ内の Speaker Processor コンポーネントライブラ U —の内容び表示 
されます。 

3 . 編集作業をずる。 

LibraryU ストのアイテムを選択して 、 [Move Up]/[Move Down ] ボタンでアイテムの順番 
を移動し 、 [Delete Item ] ボタンでアイテムを削除することびできます 。 [Export Library ...] 
ボタンで U ストの内容をファイルとして保存し 、 [Import Library ...] ボタンでファイルの内容 
を反映させることびでさます。 

4 . 編集が終わった 5 [To Device] ボタンをクリックする。 

LibraryU ストの内容びアンプに反映されます。 

• ライブラリーにアイテム（ファイル）を追加ずる場合 

1 . Device リストでアイテムを追加するアンプをクリックする。 

2 . [From Device] ボタンをクリックする。 

LibraryU ストにアンプ内の Speaker Processor コンポーネントライブラ U —の内容び表示 
されます。 

3 . [Add Item...] ボタンをクリックする。 

追加でさるアイテムび表示されるので、アイテムを選択します。 

4 . [Add selected] ボタンをクリックする。 

LibraryU ストに選択したアイテムび表示されます。 

必要に応じて [Move Up]/[Move Down ] ボタンでアイテムの順番を変更してください。 

5 . [To Device] ボタンをクリックする。 

LibraryU ストの内容びアンプに反映されます。 
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• ライブラリーをアンプ間でコピーする場合 

1. Device リストでコピー元のアンプをクリックする。 

2. [Copy] ボタンをクリックずる。 

3. Device リストでコピー先のアンプをクリックずる。 

く Shift 〉 キーやく Ctrl > キーを押しなびらク U ックすると複数のアンプを選択できます。 

4. [Paste] ボタンをクリックする。 

Amp Editor 上で Library U ストの内容び貼り付けられます。 

5. [To Device] ボタンをクリックする。 

Library U ストの内容びコピー先のアンプに反映されます。 



• Device リスト 

Speaker Processor コンポーネントに対応したアンプを表示します。 

/ note i | -リストにはオンラインになっていないアンプも表示されますが、編集が象となるアンプはオン 
ラインにしておいてくださし、0 

• Device/I D/Model/IP Address 

アンプの名称 / Device ID / f デル名/ IP アドレスを表示します。 

• Edit 

Amp Editor で行なったライブラ U —の編集内容びアンプ本体に反映されていない場合、" E " 
と表示されます。 

• From Device 

アンプのライブラ U - び Amp Editor に正しく転送されている場合、"*"び表示されます。 
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参 l ； Copy] ボタン 

選択しているアンプのライブラ U —をコピーします。 

参 [Paste] ボタン 

に opy ] ボタンでコピーしたライブラ U —を選択しているアンプに上書きします。に tri ] キーまた 
はに hift ] キーを押しなびらアンプを選択して [Past 引ボタンをク U ックすると、複数のアンプに 
一括して上書さします。 

参 [From Device] ボタン 

DeviceU ストで選択されているアンプ本体から、ライブラ U —を取得します。ネットワークに接 
続されていないアンプを選択している場合は、グレー表示になります。 

参 [To Device] ボタン 

Amp Editor 上のライブラ U - をアンプ本体に送信します。 [Amp Editor 一 Devic 引ボタンをク 
U ックするとダイア□グボックスび表示され、[日 K ] ボタンをク U ックすると送信び開始されま 
す。ネットワークに接続されていないアンプを選択している場合は、グレー表示になります。 

I note i \ -ライブラリーを送信した場合、アンプ本体のライブラリーは上書きされます。 

参 Library リスト 

Device U ストで選択されているアンプのライブラ U —に登録されているアイテムの一覧を表示し 
ます 0 

LibraryU ストに表示されているアイテムをドラッグし、 Device U ストのアンプにド□ップする 
ことで、コピー先のアンプのライブラ U —の最後にアイテムび追加されます。 

I note i | -ドラッグ先のアンプに同じ名前のアイテムがある場合、上書きするかどうか確認するダイアロ 
グボックスが表示されます。 [ Yes ] ボタンをクリックすると上書きされます。 


• Name 

アイテム名を表示します。デフォルトでは、拡張テを除いたライブラ U —ファイル名び表示さ 
れます。アイテムを追加したり移動したりすると、アンプ本体から受信したライブラ U —アイ 
テム(外び赤字で表示されます。ダブルク U ックでアイテム名を編集でさます。複数選択され 
ている場合は編集でさません。 

/ NOTE il -アイテム名に使用できる文字は半角で、20文字までです。 
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参 [Add Item …]ボタン 

LibraryU ストにアイテムを追加します 。 [Add Item ...] ボタンをク U ックすると 、 「Add Item 」 
ダイア□グボックスび表示されます。 



• Library 追力日アイテムリスト 


LibraryU ストに追加したいアイテムを選択します。アイテムファイル名の左横にあるチエツ 
クボックスをチェックすると、選択されます。 


• [Brows 目…]ボタン 

Library 追加アイテム U ストにアイテムファイルけ広張テ 「. ce 2」 または 「. cep 」 （セキュ U 
ティあり）)を追加します。旧 rowse ...] ボタンをク U ックするとファイルを選択するダイア □ 
グボックスび表示されます。アイテムファイルを選択し、[開く]ボタンをク U ックすると 
Library 追加アイテム U ストにアイテムび追加されます。に tri ] キーまたは [ Shift ] キーを押し 
なびら選択することで、複数のファイルを選択でさます。 


• [Add selected ] ボタン 

選択されたアイテムを LibraryU ストに追加して 、 「Add Item 」 ダイア□グボックスを閉じま 
す。 


• に ancel ] ボタン 

操作をキャンセルして 、 「Add Item 」 ダイア□グボックスを閉じます。 
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参 [Delete Item ] ボタン 

選択されているアイテムをライブラ U —から削除します。 


参 [Move Up]/[Move Down ] ボタン 

LibraryU ストで選択されているアイテムを上下に移動します。 

/ note i | - に tri ] キーまたは [Shif リキーを押しながら複数を選がすることで、複数のアイテムを同時に移動 
できます。 


参 [Import Library ."] ボタン 

ライブラ U —アーカイブファイルけ広張テ. sla ) を、現在選択されているアンプの LibraryU ストに 
読み^みます。 


• [Export Library …]ボタン 

現在選択しているアンプのライブラ U —をライブラ U —アーカイブファイルけ広張テ. sla ) として 
保存します。 
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Clock 


[ Devic 引メニューのに lock ...] をク U ックすると 、 Klock Setup 」 ダイア□グボックスび表示され 
ます。 

接続されている機器の内蔵時計を設定します。サマータイム表示の設定わ可能です。[日。ボタンを 
ク U ックすると、設定を変更してダイア□グボックスを閉じます 。 Automatically Adjust Device 
Clocks の設定にかかわらず、 [ OK ] ボタンをク U ックしたときにコンピューターの日時を機器に送信 
して設定します。 


く 4 Clock Setup I か] 

-Automat に 。 Ily Adjust Device Clocks - 

Send Clock Data : 

厂 ! When Synchronized! 

厂 Daily ( works only while online ) at : 「日日。日 当 (hr.min) 

-Clock Data - 

System Clock in This Computer : 2010/07/02 1 日加:日日 Send I 


「厂 Enable Daylight Saving Time 


Offset j 00:00 

Start time | 日日:邮 
End time | 日日:邮 

^ (hr.min) 
^ (hr.min) 

司防 Same 

as Start time 


C Day of the week 

Start 1 First 

'*^1 1 Sunday 

1 January 

zi 

End 1 First 

'*^1 1 Sunday 

1 January 

zl 

(* Day 

Start 1 January 

ziV 

zi 


End 1 January 

zlV 

zl 



OK Cancel 


• Automatically Adjust Device Clocks 

機器の内蔵時計の時刻をコンピューターの時計の時刻に合わせます。設定方法は下の2種類び 
あ0ます。 


• [When Synchronized ] チェックボックス 

機器と同期するとさに、時刻を合わせます。 

• [Daily ( works only while online ) at :] 

Amp Editor び常時起動している場合、毎曰特定の時刻に時刻を合わせます。ち側のボックス 
で時刻を合わせる時刻を設定します。ボックスち端の上向さの [▲] ボタンと下向さの [▼] ボタ 
ンで数値を変更します。 
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参 Clock Data 

• System Clock in This Computer : 

コンピューターの時計の時刻を表示します。 

• に end ] ボタン 

接続されている機器にコンピューターの時計の時刻を送信して設定します。オフラインでも設 
定でさます。 

• [Enable Daylight Savin 呂 Time ] チェックボックス 

チェックすると、サマータイム表示び有効になります。また、機器本体ディスプレイの 
「Clock Setup 」 欄に 「 DST 」 と表示されます。 

- [Offset] 

サマータイム期間に早める時間を設定します。 

- [Start time] 

サマータイムの開始時間を設定します。 

• [End time] 

ヴマータイムの終了時間を設定します。開始時間と同じ場合は、に ame as Start time ] 
をチェックします。 

/ note ii - 日付および時刻の表示形式は、 Windows のコントロールパネルの「地域と言語のオプ 
シヨン」で変更することができます。 「 Utility」、「Event Log 」 などイ也のダイアログボッ 
クスでの表示形式も同様に変更されます。 

• [Day of the week] 

チェックすると、サマータイム期間を曜日で設定します。に tart ] で開始曰、 [ End ] で終了 

曰を何回めの何曜日かで設定します。たとえば、4月の第]日曜は 

[ First ] |； Sunclay][Ap 川]、]日月の最終日曜日は [ Last ]|； Sunclay ][ October ] と設定します。 

- [Day] 

サマータイム期間を曰で設定します。に tart ] で開始曰、 [ End ] で終了曰を月日で設定しま 
す。 

I NOTE A -サマータイム開始時刻の前後2時間に現を時刻または終了時刻を設定した場合、およ 
び終了時刻の前後2時間に現を時刻または開始時刻を設をした場合は、正しく設定さ 
れません。また、サマータイム開始時刻または終了時刻の前後2時間に設をされたイ 
ベントは、正しく実行されません。 

Language (TXn のみ） 


[ Device ] メニューの [ Lan 呂 ua 呂 e ...] をク U ックすると、 [ Language ] ダイア□グボックスび表示さ 
れます D TXn 本体のディスプレイに表示するシーン名の言語を選択します。表示でさる言語は、英 
語、ドイツ語、フランス語、スペイン語、日本語です。 

ののをク U ックすると、設定を変更してダイア□グボックスを閉じます。 
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GPKACDl のみ ) 


■ GPI とは 

GPI は 、 General Purpose Interface (ミ凡用インターフエース)の略で、 GPI 入出力を使うことによ 
り、カスタムメイドのコント□ーラーや外部機器から対応機器を U モートコント□ールでさます。た 
とえば 、 GPI IN からの入力信号で、シーンを切り替えたり、コンポーネントのパラメーターを変更 
したりでさます。 

GPI の接続方法などについては、それぞれの機器の取扱説明書をご覧ください。 

設定でさる項目は(下のとおりです。 


パラメーター 

Tn/PC-N 

XH 

XP/XM 

No Assign 

O 

o 

〇 

Scene Recall 

O 

o 

〇 

Mute 

o 

o 

〇 

Standby/On 

o 

o 

〇 

Parameter Value 

AttenuationLink 

Link 

o 

— 

— 

Edit / Direct 
Parameter Value 

ThermalMeter (*) 

AlertMaxTH 

o 

— 

— 

AnalogInputVoltage (*) 

AlertMaxTH 

o 

— 

— 


Enable 

o 

— 

— 



Mute 

o 

〇 

〇 


Output (*) 

Attenuation 

o 

— 

— 



Polarity 

o 

— 

— 


Power 

PowerSwitch 

o 

〇 

〇 



AlertMaxTH 

o 

— 

— 


SpeakerOutputlmp (*) 

AlertMinTH 

o 

— 

— 



Enable 

o 

— 

— 


SpeakerOutputPower (*) 

AlertMaxTH 

o 

— 

— 


Enable 

o 

— 

— 


SpeakerOutputV 日 Itage (*) 

AlertMaxTH 

o 

〇 

〇 


Enable 

o 

〇 

〇 


Mode ( 林） 

AmpMode 

o 

— 

〇 

Emergency Scene Recall (GPI IN のみ） 

o 

〇 

〇 

Alert (GPI OUT のみ） 

o 

〇 

〇 


* チャンネル数だけ項目があります。 

** GPI IN で設定してもアンプのモードは切り替わりません。 XM では 2 系統あります。 
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■ TGPIJ ダイア□グボックス 

[ Devic 引メニューの [ GPI ...] をク U ックすると、 「 G 円」ダイア□グボックスび表示されます。機器 
の GPI 入出力を設定します。[日 K ] ボタンをク U ックすると、設定を変更してダイア□グボックスを 
閉じます。 


進 |GPI 国 

Dev. 忙 e If "1 T I 


「 GPI IN 


Function 

Device 

Parameter 

Min 

Max 

Trigger Type 

1 

Scene Recall 

01 ： T4n 

00：]nitial Data 




2 

Mute 

の : XP2 日邮 





3 

Standby/On 

日 4:P の邮 IN 




t 

4 

Parameter Value Edit 

38 ： XH200 

AmpCntrl/Poiwer/PowerSwitch 

jstandby 

ON 

t 


r 日 PI OUT 


Function 

Device 

Parameter 

Threshold 

Polarity 

Output Type 

1 

Direct Parameter Value 

01 ： T4n 

AmpCtrICommon/Power/PowerSwitch 

Standby 



2 

Parameter Value Edit 

の : XP2 日邮 

A tnpCtr I/Speaker ■加 tput Vo ltage/0/Alert MaxTH 

-3 日加 Bu 



3 

Mute 

日 4:P の邮 IN 





4 

Scene Recall 

38 ： XH200 

00：]nitial Data 





OK j Cancel | 

J 


参 [Device] 

設定対象の機器を U ストから選択します。 

参 GPI IN 

ポートごとに 、 GPI IN からの入力信号により機器のどのパラメーターを変更するかを設定しま 
す。一番左の列にはポート番号び表示されます。 


• Function 

GPI IN で制御する機能を設定します。ク U ックすると U ストび表示され 、 GPI IN ポートに設 
定する機能を選択します。設定できる機能は、 [ NoAssi 呂 n ]、 に cene Recall ]、[ Mute ]. 
[ Standby / On]、[Parameter Value Edit]、[Direct Parameter Value ]、[ Emer 呂 ency 
Scene Recall ] の 7 種類です。選択する機能によって [ Device ]、[ Parameter ]、[ Min ]、 
[ Max]、[Trigger Type ] の設定内容び変わります。 


I ― G PI In^I 


1 

Function 

Device 

Scene Recall 

01 ： T4n 

2 

Mute T 

[P 巧日日 

3 

No Assign 

Scene Recall 

C2001 N 

4 

: H200 


Standby/On 

Parameter Value Edit 

Direct Parameter Value 


1 GP 


1 

'ice 

Emergency Scene Recall 


■4n 

2 

Parameter Value Edh 

|32 ： XP2500 
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[No Assign] 

どの機能も設定しません。デフォルト（初期値)です 。 GPI IN ポートにアサインした機能を 
ク U アするときに選択します D [ Device ]、[ Parameter ]、[ Min ]、[ Max]、[Trigger 
Type ] は無効です。 

[Scene Recall] 

指定のシーンを U コールします。 [ Device ] で変更するアンプを選択します。 「 ALL 」 を選 
択すると、その機器に接続されているすべてのアンプを選択します。 

[ Parameter ] で U コールしたいシーン番号を設定します。 [ Min ]、[ Max ] は無効です。 

[Tri 呂呂 erTyp 引では 、 GPI IN からの入力電圧をどのようにパラメーターに反映させるかを 
設定します。 

t の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも下から上に変化するときに、 [ Parameter ] で設定した 
シーンを U コールし ます。 



A の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも上から下に変化するときに、 [ Parameter ] で設定した 
シーンを U コールし ます。 


トリガー発生 



の場合 

t と同じです。 

の場合 

1と同じです。 
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[Mute] 

ミユートをオン/オフします。 [ Device ] で変更するアンプを選択します。 「 ALL 」 を選択す 
ると、その機器に接続されているすべてのアンプを選択します。 

[ Parameter ]、[ Min ]、[ Max ] は無効です。 [ Tri 呂呂 erType ] では 、 GPI IN からの入力電圧 
をどのよラにパラメーターに反映させるかを設定します。 


t の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも上のときにミュートをオンし、下のときにミュートを才 
フします。 


G 円 IN 


GPI IN 


入力電圧 
max 


入力電圧 
min 


Mute OFF 


Mute ON 

中央の電圧 


Mute OFF 



• h の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも上のときにミュートをオフし、下のときにミュートを才 
ンします。 


G 円 IN 


GPI IN 


入力電圧 
max 


入力電圧 
min 



Mute OFF 

中央の電圧 

Mute ON 


Mute ON 



户の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも下から上に変化するときに、ミュートのオン/オフを交 
互に切り替えます。 



の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも上から下に変化するときに、ミュートのオン/オフを交 
互に切り替えます。 


ON OFF ON 
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[Standby/On] 

電源の Standby / On を切り替えます。 [ Device ] で変更するアンプを選択します。 「 ALL 」 

を選択すると、その機器に接続されているすべてのアンプを選択します。 

[ Parameter ]、[ Min ]、[ Max ] は無効です。 [ Tri 呂呂 erType ] では 、 GPI IN からの入力電圧 
をどのよラにパラメーターに反映させるかを設定します。 

[Parameter Value Edit] 

コンポーネントのパラメーターを変更します。 [ Device ] で変更するアンプを選択します。 
[ Parameter ] で変更するパラメーター名を設定します。 [ Min ]、[ Max ] はパラメーターの 
制御範囲を設定します。 [ Tri 呂呂 er Type ] では 、 GPI IN からの入力電圧をどのようにパラ 
メーターに反映させるかを設定します。 

t A は、連続的な値を持つパラメーターを、外部のフエーダー/ノブなどのデバイスで制 
御する場合に使用します。 

户 "1^ は、オン/オフなどの2値のパラメーターを、外部のスイッチデバイスから制御す 
る場合に使用します。 

t の場合 

GPI IN への入力電圧に比例して、指定したパラメーターを変更します 。 GPI IN 入力電圧び最小値 
のときに [ Min ] の設定値 、 GPI IN 入力電圧び最大値のときに [ Max ] の設定値で、この間を連続し 
て変化します。 

例： Parameter に Attenuation を指定した場合の入力電圧と Attenuation の関係 



A の場合 

GPI IN への入力電圧に反比例して、指定したパラメーターを変更します 。 GPI IN 入力電圧び最小 
値のとさに [ Max ] の設定値 、 GPI IN 入力電圧び最大値のときに [ Min ] の設定値で、この間を連続 
して変化します。 

例： Parameter に Attenuation を指定した場台の入力電圧と Attenuation の関係 
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户の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも下から上に変化するときに、 [ Min ] の設定値と [ Max ] の 
設定値を交互に設定します。 

例： Parameter に Attenuation を指定した場合の入力電圧と Attenuation の関係 


GPI IN 入力電圧 
max 


GPI IN 入力電圧 
min 




[ Max ] の設定値 [ Min ] の設定値 



中央の電圧 


[ Max ] の設定値 


の場合 

GPI IN への入力電圧び中央の電圧よりも上から下に変化するときに、 [ Min ] の設定値と [ Max ] の 
設定値を交互に設定します。 

例： Parameter に Attenuation を指定した場合の入力電圧と Attenuation の関係 


[ Min ] の設定値 [ Max ] の設定値 [ Min ] の設定値 


GPI IN 入力電圧 
max 


GPI IN 入力電圧 
min 





中央の電圧 


[Direct Parameter Value] 

コンポーネントのパラメーターを特定の値に変更します。 [ Device ] で変更するアンプを選 
択します。 

[ Parameter ] で変更するパラメーター名を設定します。 [ Max ] は変更するパラメーター値 
を設定します。 [ Min ]、[ Tri 呂呂 er Type ] は無効です。 

GPI IN への 入力電圧び中央の電圧よりも下から上に変化するとさに、パラメーター値を 
[ Max ] の設定値に設定します D 

[Emergency Scene Recall] 

機器に接続されているアンプのうち、 Utility ダイア□グボックスの EMG Scene Setup で 
シーンナンパ' 一を設定しているアンプに対してシーン U コールをします 0 
[ Device ]、[ Parameter ]、[ Min ]、[ Max ] は無効です。 [ Trig 呂 er Type ] では 、 GPI IN から 
の入力電圧をどのよラにパラメーターに反映させるかを設定します。 
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• GPI OUT 

ポートごとに、機器のどのパラメーターの状態を GPI 日 UT から出力を行なうか設定します。一番 
左の列にはポート番号び表示されます。 


• Function 

どの機能の状態を GPI 日 UT から出力するかを設定します。設定できるタイプは 、 [No 
Assi 旨 n]、[Scene Recall ]、[ Mute ]、[ Standby / On]、[Parameter Value Edit]、[Direct 
Parameter Value ]. [ Alert ] の 7 種類です。選択する機能によって、 [ Device ]、 

[ Parameter ]、[ Threshold ]、[ Polarity]、[Output Type ] の設定内容び変わります。 


I GPI OUT I 


Device 


Direct Parameter Value 01 : T4n 

Parameter Value Edit t | ： XP2500 


No Assign 
Scene Recall 
Mute 

Standby/On 


PC2001 N 


XH200 


ド 干 1 の问 

Direct Parameter Value 
Alert 


[No Assign] 

どの機能わ設定せず、 GPI 日 UT からは何も出力しません。デフオルト(初期値）です。 
[Output Type ] でアラート発生時の出力信号の極性のみ設定できます。 [ Devic 引、 
[ Parameter ]、[ Threshold ]、[ Polarity ] は無効です。 


[Scene Recall] 

指定のシーンの U コール状態を GPI 日 UT から出力します。 [ Device ] で対象となるアンプ 
を選択します。 「 ALU を選択すると、その機器に接続されているすべてのアンプを選択し 
ます 0 

[ Parameter ] で、 U コール状態を GPI 日 UT 出力するシーン番号を設定します。 
[ Threshold ]、[ P 日 larity ] は無効です 。 [Output type ] で 、 GPI OUT への電圧をどのよう 
に出力するかを設定します。 


Output 

Type 

GPI OUT の出力 


カレントシーンび [ Parameter ] で設定したシーンと同じときは Closed 、 違うとき 
は Open を出力します。 


カレントシーンび [ Parameter ] で設定したシーンと同じときは日 pen 、 違うときは 
Closed を出力します。 

ル 

カレントシーンび [ Parameter ] で設定したシーンと同じときに、日 pen から一瞬 
(25 日 msec ) だけ Closed になります。 

ザ 

カレントシーンび [ Parameter ] で設定したシーンと同じときに、 Closed から一瞬 
(25 日 msec ) だけ日 pen になります。 
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[Mute] 

指定したアンプのミユート状態を GPI 日 UT から出力します。 [ Devic 引で変更するアンプ 
を選択します。 「 ALU を選択すると、その機器に接続されているすべてのアンプを選択し 

よ 9 〇 

[ Parameter ]、[ Threshold ]、[ Polarity ] は無効です 。 [Output Type ] では 、 GPI OUT か 
らどのように出力するかを設定します。 

[Standby/On] 

指定したアンプの電源 Standby / On 状態を GPI 日 UT から出力します。 [ Device ] で変更す 
るアンプを選択します。 「 ALU を選択すると、その機器に接続されているすべてのアンプ 
を選択します。 

[ Parameter ]、[ Threshold ]、[ Polarity ] は無効です。 [ Type ] では 、 GPI OUT からどのよ 
うに出力するかを設定します。 

[Parameter Value Edit] 

コンポーネントのパラメーターの状態を GPI 日 UT から出力します。 [ Devic 引で対象とな 
るアンプを選択します。 

[ Parameter ] で、変更されたときに GPI 日 UT 出力するパラメーター名を設定します。 
[ Threshold ] はノ（ラメーターのしきい値を設定します 。 [Output Type ] と [ Polarity ] で、 
GPI 日 UT からどのように出力するかを設定します。 


Output 

Type 

Polarity 

GPI OUT の出力 


設定不可 

[ Parameter ] で指定した値び [ Threshold ] よりも上の場合は 

Closed 、 下の場合は日 pen となります。 


設定不可 

[ Parameter ] で指定した値び [ Threshold ] よりも下の場合は 

Closed 、 上の場合は日 pen となります。 

ル 

t 

[ Parameter ] で指定した値び [ Threshold ] よりも下から上に変化し 
たときに、日 pen から一瞬 (2 己日 msec ) だけ Closed になります。 

ん 

[ Parameter ] で指定した値び [ Threshold ] よりも上から下に変化し 
たときに、日 pen から一瞬 (2 己日 msec ) だけ Closed になります。 

ザ 

t 

[ Parameter ] で指定した値び [ Threshold ] よりも下から上に変化し 
たときに、 Closed から一瞬 (2 己日 msec ) だけ日 pen になります。 

1 

[ Parameter ] で指定した値び [ Threshold ] よりも上から下に変化し 
たときに、 Closed から一瞬 (2 己日 msec ) だけ日 pen になります。 


[Direct Parameter Value] 

コンポーネントのパラメーターび特定の値になったとさに GPI 日 UT から信号を出力しま 
す。 [ Device ] で対象となるアンプを選択します。 

[ Parameter ] はパラメーター名を設定します。 [ Threshold ] はパラメーター値を設定しま 
す。 [ Polarity ] は無効です 。 [Output Type ] で、 GPI 日 UT からどのように出力するかを設 
定します。 

[Alert] 

Alert Setup で設定したアラートび発生したことを GPI 日 UT から出力します 。 [Output 
Type ] は户固定です D 
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utility 


[ Devic 引メニューの [ utility ...] をク U ック、または Tree View ウインドウのワークスぺースにある 
機器のアイコンをちク U ックして表示されるコンテキストメニューの [ Utility ...] を選択すると、 
「 Utility 」 ダイア□グボックスび表示されます。機器の各種設定を行ないます。このダイア□グボッ 
クスはオンライン時のみ有効です。 


■各タブ共通 


当 utility 


Dsv に e 



ACDl 
|l ： T3n 
j2 ： T4n 
|3:T4 。 

|4 ： T4n 
i 日 :15 n 
j6 ： T5n 
i の: XH の日 
j33 ： XM4O0O 
|34 ： XM4180 
|36 ： XP2500 
|39:XP3 扣日 
in 

ACDl #1 
|7 ： PC3301N 

i 日: PG 4 日邮 N 

|9 ： PC4801N 
|31 ： PC6501 N 


3 

10 


\ Model レ 


TKn 

奇 

|TX4n 1 ran 

TKn 

奇 

TX5n 2 "ran 


13 


ACDl 

T3n 

T4n 

T4n 

T4n 

T5n 

T5n 

XH200 

XM40... 

XM41... 

XP2500 

XP3500 

™n 

ACDl 

PC の ... 

PC4 日 … 

PC4 日 ... 

PC65. 

ACm 


ll^Sil 




Information 

-Information - 
Battery 


I Setup I Date/Time | GPI 


\or 


Firmware Version [VT.11 
Serial No. K 想 ~~ 

Slot AES-IO 


-Network - 


IP Address Mode 
IP Address 
MAC Address 


DHCP 

1 の . 16 日日 0 日日 14 


[MX 


IP Control Port No. 49152 


Close 


• Device/ID/Model 

表示/設定対象の機器を U ストから選択します。 

■ [ Information ] タブ 

参 Information 

• Battery 

内蔵バックアップバッテ U — の状態を表示します。 「 OK」[Low BatteryJ 「 No 巳 attery 」 の 
3段階で表示します。 

• Firmware Version 

ファームウェアのノ くージョンを表示します。 

• Serial No.(TXn のみ） 

機器のシ U アル番号を表示します。 

• Slot (TXn のみ） 

機器のス□ットに1/日カードび装着されている場合、カード名を表示します。 


Amp Editor ■ /4 ■ 取扱説明書 
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参 Network 

• IP Address Mode 

IP アドレスを Amp Editor や DHCP ヴーパ'-から自動設定するのを許可するか ( DHCP )、 手動 
設定するか ( Manual ) を表示します。設定の変更は 、 「Network Setup 」 ダイア□グボックス 
(88 ページ) で行ないます。 

• IP Address 

IP アドレスを表示します。 IP アドレスの変更は、 「 Netw 日 rkSetup 」 ダイア□グボックス 
(88 ページ) または 「IP Ad か ess 」 ダイア□グボックス (81 ページ) で行ないます。 

• MAC Address 

MAC アドレスを表示します。 

• IP Control Port No. 

Uf - トコント□-ルプ〇トコルによる外部 Uf - トコント□-ラーからの Uf - トコント 
□ールに使用する Ethernet のポート番号を表示します。ネットワーク内に同じポート番号を 
使用する機器びある場合は 、 「IP Control Port N0 」ダイア□グボックス (82 ぺージ) でポー 
卜番号を変更します。 


■ [ Setup ] タブ 


を ! utility 


國 



ACD1 

T3n 

T4n 

T4n 

T4n 

T5n 

T5n 

XH200 

XM40... 

XM41... 

XP2500 

XP3500 

TX&n 

ACDl 

PC の ... 

PC48... 

PC4 日 ... 

PC65... 

ACm 


Information Setup | Date/Time | GPI | 

© Misc 

Home Screen Mode (* Scene Name C Sp. Lib. Name 


© Scene 


@ Front Panel Operation 


© に D 




Close 


参 [Misc] 

• Home Screen Mode 

TXn 本体の H 日 ME 画面に表示する名称を設定します。 

- Scene Name 

シーン名称を表示します。 

• Sp. Lib. Name 

Speaker Processor ライフづ U —の名称を表示します。 
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参 [Scene] 



• Scene Recall 

TXn および ACD 1本体パネル操作によるシーン U ]- ルを許可 ( Enable ) するかどうかを設定 
します 。 Amp Editor や GPI 機器、 Uf —トコント□ーラーなどの外部機器からのコント□一 
ルには影響しません。 


• EMG Scene Setup 

TXn および ACD 1び EMG ( Emer 呂 ency ) 信号を外部機器から受信したときに U コールされる 
シーンのシーンナンバーを設定します。 U コールされるシーンを設定しない場合は、 OFF を選 
択してください。 


• Last Memory Resume 

アンプの電源を入れたとさに、前回電源を切ったとさの状態で起動するか(日 N )、 電源を切つ 
たとさのシーン番号のシーンを U コールして起動するかの FF ) を選択します。 
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• [Front Panel Operation] 


割 utility 


國 


Device 


I Model レ 


: D1 #1 10 

|7 ： PC3301N 
|8 ： PC4800N 
が : PC4 日日 IN 
|31 ： PC6501 N 
lAf^ni 13 


ran 

ran 



XH200 
XM40... 
XM41... 
XP2500 
XP3 扣日 
™n 
ACDl 
PC の ... 
PC4 日 … 
PC4 日 ... 
PC65. 
ACm 


d 


Information Setup | DateAime | GPI | 

^ Misc 
© Scene 

© Front Panel Operation 
Panel 

MUTE Key 

Att. Dial 


© LCD 

Close 



• Panel 

機器本体のノ（ネル操作を制限します。 


• Normal 

操作制限はありません。 

• View Only 

画面の切り替えはでさますび、パラメーターの変更操作はでさなくなります。 


• Full Lock 

□ック解除 I 义 H の操作びでさなくなります。 

• MUTE Key(TXn のみ） 

アンプ本体でのミュート操作を制限します。 


• Att. Dialy(TXn のみ） 

アンプ本体でのアツテネーシヨン操作を制限します。 
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• [LCD] 


裂 utility 


Device 


: D1 #1 10 

|7 ： PC3301N 
|8 ： PC4800N 
が : PC4 日日 IN 
|31 ： PC6501 N 
lAf^ni 13 


了 Model レ 


ran 

ran 



XH200 
XM40... 
XM41... 
XP2500 
XP3 扣日 
™n 
ACDl 
PC の ... 
PC4 日 … 
PC4 日 ... 
PC65. 
ACm 


國 


Information Set 叩 | Date/Time | 日 PI 

© Misc 


感 Scene 


© Front Panel Operation 


® LCD 


Contrast 


Backlight 


\ 5 m 当 


-h 


fi- ON 


广 AutG OFF 


d 


Close 


• Contrast(TXn のみ） 

ディスプレイのコントラストを 表示/設定 します。 設定は 日〜]日日％です。 

• Backlight 

ディスプレイのバックライトの点灯状態を表示/設定します。 

• ON 

常に点灯します。 

/ note i\ -電源の状態が S ね ndby のときは、 AutoOFF と同じ動作となります。 


- Auto OFF 

パネル操作すると点灯し、パネル操作び終わってから]日秒後に消灯します。 
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■ [Date/Time ] タブ 


d utility 


励 


Device 


llD [Model I* 


■ran 


ran 


_ |TX4n 1 ran 



ACDl 3 

|l ： T3n 
|2 ： T4n 
|3 ： T4n 
卜 : T4n 
j 日 : T5 。 
j6:T5 。 

I の : XH の日 
|33 ： XM4O0O 
|34 ： XM4180 
|36 ： XP2500 
|39:XP3 扣日 

ACDl #1 10 

|7 ： PC3301N 
|8 ： PC4800N 
|9 ： PC4801N 
|31 ： PC6501 N 


ACDl 
T3n 
T4n 
T4n 
T4n 
T5n 
T5n 
XH200 
XM40... 
XM41... 
XP2500 
XP3500 
TX&n 
ACDl 
PC の ... 
PC48... 

PC4 日 ... 
PC65... 
ACni Zj 


Information | Setup Da わ / Time j 日 PI | 


Date/Time 12 日 1 日 / の/の |l8 ： 10：19 

-厂 Enable Daylight Saving Time - 

Offset I (hr.min) 

Start I ■ I 

End 「 「 (hr .min) 


Close 


参 Date/Time 

機器の内蔵時計の時間を表示します。設定は 、 「Clock Setup 」 ダイア□グ (64 ぺージ) で行ない 
ます 0 

参 [Enable Daylight Saving Time ] チェックボックス 

機器のサマータイムの設定を表示します。サマータイムの設定は 、 「Clock Setup 」 ダイア□グ 
(64 ページ) で行ないます。 
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■ [GPI] タブ （ ACD1 のみ） 

機器のに PI ] 端テの入力電圧検出範囲のキヤ U ブレーシヨンを行ないます。 



ポートチェックボックス 


最大入力電圧の設定 


最小入力電圧の設定 


キャリブレーション情報 


参 [All Ports ] チェックボックス 

すべてのポートのチェックボックスをチェックします。 

参ポートチェックボックス 

チェックしたポートをキャ U ブレーションの対象に設定します。 

•キャリブレーション情報 

U アルタイムで入力電圧を表示します。 

参 [Reset ] ボタン 

チェックしたポートのキャ U ブレーションを U セットします。 

参 [Max ] ボタン 

チェックしたポートの現在の入力電圧を最大値にセットします。セットした最大値はホいマー 
力一で表 7 J \ します。 

参 [Min ] ボタン 

チェックしたポートの現在の入力電圧を最ル値にセットします。セットした最ル値は青いマー 
力一で表 7 J \ します。 
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IP Address 


[ Devic 引メニューの [IP Ad か ess ...] をク U ックすると 、 「IP Address 」 ダイア□グボックスび表示 
されます。オフライン接続されている機器の IP アドレスを]台ずつ設定します。[日 K ] をク U ックす 
ると、設定を変更してダイア□グボックスを閉じます。 

/ note i | - オフライン時のみ設定できます。 

- [0 K ] ボタンをクリックすると、設定した機器との通信が切れて Tree View ウィンドウの機器アイコ 
ンが一時的にグレーに変わります。 

- [0 K ] ボタンをクリックすると 、 IP Address Mode が Manual に変更されます。 

-特に必要がない限り、 IP アドレスはプライべートアドレスに設定してください (192.168.0.2 〜 
192.168.255.253)。グローバルアドレスに設定する必要がある場合は、ネットワーク管理者に相談 
した上で設をしてください。 



• Device 

IP アドレスを変更する機器を選択します。選択した機器の現在の IP アドレスび表示されます。 

参 IP Address 

選択している機器の IP アドレスを変更します。 
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IP Control Port No. 


[ Device ] メニューの [IP Control P 日 rt No ....] をク U ックすると 、 [IP Control Port No 」 ダイア □ 
グボックスび表示されます。 U モート コン ト□ールプ〇トコルによる外部 Uf — ト コン ト□ーラーか 
らの U モート コン ト□-ルに使用する Ethernet のポート番号を機器ごとに設定します。 [ OK ] をク 
U ックすると、設定を変更してダイア□グボックスを閉じます。 

I note i\ -オフライン時のみ設定できます。 

- [0 K ] ボタンをクリックすると、設定した機器との通信が切れて Tree View ウィンドウの機器アイコ 
ンが一時的にグレーに変わります。 



• Device 

ポートを変更する機器を選択します。選択した機器の現在のポート設定び下に表示されます。 

参 IP Control Port No. 

U モー ト コン ト □ー ルプ〇トコルによる外部 U モー ト コン ト □ー ラーからの U モー ト コン ト □一 
ルに使用する Ethernet のポート番号 (491 己2〜494日 7) を設定します。ネットワーク内の機器 
はすべて同じポート番号で通信でさます。同じポート番号を使用する他の機器 ( TXn / ACDl 外) 
びある場合は、ポート番号を変更してください。 
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Firmware Update ( 本化ファームウエアのアップデート ) 


[ Device ] メニューの [Firmware Update]-*^[Firmware Update ...] をク U ック、または 「Device 
Information 」 ダイア□グボックスの [Firmware Update ...] ボタンをク U ックすると、フォルダー 
選択ダイア□グボックスび開さます。アップデートファイルび入っているフォルダーを選択すると、 
「円 rmware Update 」 ダイア□グボックスび表示されます。機器本体のファームウェアをアップ 
デートします。 

[ Device ] メニューの [Firmware Update]-►[Recovery Update ...] をク U ックした場合は、ファー 
ムウェアの復元 (8日ページ） を行ないます。 

/ note i| -最新のファームウェァは、ヤマハプロオーディオサイトからダウンロードできます。 
http://proaudio.yamaha.co.jp/ 

-オフラインで接続してぃる機器のみ、ァップデートのが象になります。また、 ACD1 に接続されて 
ぃるァンプは、ァップデートのが象になりません。 

■ Firmware Update ( ファームウエアアップデート） 

機器本体のファームウェアをアップデートするとさに使います。この操作は機器とオフラインで接続 
している状態で行なってください。 

ファームウェアをアップデートするとさは、念のため、機器の情報を Amp Editor に読み込んで保存 
しておいて < ださい。 

/ NOTE il -ァップデートに使うファームウェァをあらかじめダウンロードして、圧縮ファイルを解凍しておぃ 
てくださし、。 

1 . [Device] メニューの [Firmware Update] 一 [Firmware Updat 目 …] をクリックしまず。 

フオ j レダー選択ダイア □ グボックスび開さます。 


フォの章頃 脚 

Please select the folder containing the Firmware Update Tile. 


m デスクトップ 
j 回 User 

^ 户ドレス柜 
お m に入り 
■ ダウン□ード 
J B デスクトップ 
J A YAMAHA 
j A Firmware 

> TXn ACDl Firmware VI .10 

B ドキユント 





[ 巧しいつォルタの巧麻邮 1 [ 

0 K 

— ~ ] [ キが片 Z ル1 
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2 . アップデートフアイルを含むフォルダーを選択し、 [0K] ボタンをクリックします。 

「円 rmware Update 」 ダイア□グボックスび表示されます。オフラインで接続されている機 
器の名前、現在のファームウェアバージョン、 IP アドレスび表示されます。 


ゴ J Firmware Update 


国 


Firmware Data Location |Txn ACD1 Firmware VI.10 


Dev に e 

\/ersion 

1 IP Address | Status | 


…囚 ACD1 

VI. 10 

1 の. 16 日日邮日日 4 


…囚 下乂 斗 n 孤 

VI. 00 

1の.16日日邮日日日 


…囚 ran #1 

VI. 00 

1の.16日日邮日日7 


…囚 ran #2 

VI. 00 

1の.16日日邮日日日 


…囚 ran 

VI. 00 

1の.16日日邮日日6 


…囚 ran #1 

VI. 00 

1の.16日日邮日1日 


…囚 ran の 

VI. 00 

1の.16日日邮日日3 


…囚 謂 n お 

VI. 00 

1の.16日日邮日の 


Select All I Clear All I 址 date 


Close I 

_ A 


3 . アップデートずる機器のチェックボックスをチェックしまず。 

[Select All ] ボタンをク U ックすると、すべての機器をチェックします。に lear All ] ボタンを 
ク U ックすると、すべての機器のチェックを外します。 

ん [Update] ボタンをクリックします。 

ファームウェアのアップデートび開始されます。 

アップデートび完了すると、自動的に機器び再起動します。 

A ま意*アップデート中は、 Ethernet ケーブルを巧いたり、機器の電源を切ったりしないでください。 
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■ Recovery Update ( 復元アップデート） 

必要に応じて、機器のファームウェアの復元を行ないます。万がーファームウェアのアップデート中 
に電源び切れた場合、そのままではファームウェアび起動しなくなりますので 、 Recovery Update 
で復元してください。 

I note i | - 復元アップデートに使うファームウェアとファームウェアアップデートに使うファームウェアをあ 
らかじめダウンロードして、圧縮ファイルを解凍しておいてください。 

1 . 機器の電源を入れます。 

2 . 「Network Setup 」 ダイア□グボックス （88 ぺージ） または DHCP ヴーパ'—で、機器に IP ア 
ドレスを割り当てます。 

3 . [ Device ] メニューの [Firmware Update ]-*^[ RecoveryUpdat 目…]をクリックします。 

フォ j レダー選択ダイア □ グボックスび開さます。 

4 . アップデートファイルを含むフォルダーを選択し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

「Recovery Update 」 ダイア□グボックスび表示されます。オフラインで接続されている機 
器の名前、現在のファームウェアバージョン、 IP アドレスび表示されます。 



5 . 復元する機器のチェックボックスをチェックしまず。 

[Select All ] ボタンをク U ックすると、すべての機器をチェックします。に lear All ] ボタンを 
ク U ックすると、すべての機器のチェックを外します。 

6 . [ Update ] ボタンをクリックしまず。 

ファームウェアの復元び開始されます。 

A 注意*復元中は、 Ethernet ケーブルを巧いたり、機器の電源を切ったりしないでください。 

7 . 復元が完了した!5、ファームウエア外のデータを復元ずるために 、 Firmware Update (83 
ページ） を実行します。 
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Scene Link Manager 


System ] メニューの！; Scene Link Mana 呂 er ] をク U ックするか、 |~Scene Manager ] ダイア□グ 
ボックスのに cene Link Mana 呂 er ] ボタンをク U ックするか、メインパネルウィンドウのに how / 
Hide Scene Link Mana 呂 er ] ボタンをク U ックすると、 |~Scene Link Manager ] ダイア□グボッ 
クスび表示されます。 

ワークスペース内の複数のアンプで、シーン U ンクの設定や U コールを行ないます。シーン U ンク設 
定を行なラことで、複数のアンプで同時にシーン U コールびでさます。シーン U ンクは]日日個まで 
設定でさます。 

/ note ii -この機能は Amp Editor 上の機能であり、本体パネルや外部機器などからのシーンリコールには 影響 
しません。 

-シーンをストア/リコール時に表示されるダイアログボックスは 「 Preferences 」 ダイアログボック 
スで自動的に閉じるように設をできます。 （37 ぺージ） 

Scene Link リスト シーンリスト 



参 [Delete ] ボタン 

選択されているシーン U ンクを削除します。ク U ックすると確認のダイア□グボックスび表示さ 
れます。 


参 l ； Copy ] ボタン 

選択されているシーン U ンクをコピーします。 

参 [Paste ] ボタン 

コピーしたシーン U ンクの内容を、選択されているシーン U ンクにペーストします。選択されて 
いるシーン U ンクは上書さされます。 
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参 [Link Setup ] ボタン 

シーン U ンクの詳細を表示/編集する Link Setup 部の表示/非表示を切り換えます。 


• Scene Link 11 スト 

シーン U ンクの一覧び表示されます。 

参 [Store ] ボタン 

選択されているシーン U ンクを保存します。 

[No Data ] となっているシーン U ンクでに tor 引ボタンをク U ックすると、シーン U ンクの名前 
を入力するダイア□グボックスび表示されます。 

/ note i | -シーンリンクはアンプ本体にはストアされません。 

- Labe 悟 B で [No Data ] となってぃるシーンリンクを選がしてぃる状態で 、 Scene Select 音 B で編集 
をせずに [ Store ] ボタンをクリックすると、ワークスぺース内の全アンプでシーンリンク No . と 
同じ番号のシーンをシーンリンクにして保存します。 

参 [Recall ] ボタン 

選択されているシーン U ンクで設定されているシーンを、それぞれのアンプで一括して U コール 
し 9 〇 


• [Store Amp Scenes When Storing a Scene Link ] チェックボックス 

チェックを入れると、シーン U ンクの保存と同時にアンプ本体にも対象となるシーンを保存しま 
す。チェックび入っていない場合、シーン U ストに表示されたシーンの U ンク情報のみび保存さ 
れます。 


• Link Setup 

シーン U ンクの対象となるアンプとシーンを選択します。 

• シーンリスト 

ワークスペース内にあるアンプの名称（ラベル)、アンプ ID 、 U ンクしているシーン番号（と名 
称)、シーンのプ□テクト情報を表示します。 

アンプアイコンの左側にあるチェックボックスにチェックを入れると、シーン U ンクの対象と 
なります。 

シーン番号をク U ックすると、アンプごとにシーン番号を設定でさます。 

• [Select All ] チェックボックス 

全アンプのチェックボックスにチェックを入れます。 

• Scene Assign 

チェックボックスにチェックび入っているアンプの U ンクするシーンを、じ(下の方法で一括し 
て設定します。 


• Current Scene 

選択しているアンプのカレントシーンを U ンク対象とします。 


• Scene No . 

U ンク対象となるシーンの番号で選択します。 
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Network Setup 


System ] メニユーの [Network Setup ...] をク U ックすると 、 「Network Setup 」 ダイア□グボッ 
クスび表示されます。このダイア□グボックスには、じ(下の3つの機能びあります。 


• Network Interrace 

使用するネットワークインターフェースカードを選択します。 

オフライン時のみ選択でさます。 

• Auto IP Address Assign Range 

Amp Editor び起動している間、 DHCP ヴーバーのように動作して 、 「IP Ad か ess Mode 」 び 
DHCP の機器に IP アドレスの範囲を割り当てます。ネットワーク内に DHCP サーバーびを在 
するとさには動作しません。 

• 機器の IP Address Mode の切り替え 

指定したネットワークに接続されているすべての機器の 「IP Ad か ess Mode 」 を DHCP また 
は Manual に切り替えます。 

/ note ii - IP アドレスを1台ずつ設をしたい場合は 、 「IP Address 」 ダイアログボックスで設定します (81 ぺ一 
ジ)。 


每 Network Setup 


國 








i'lm _ 

aiffllMIiE 





IP Address ： 

1 の . 

168 . 

日. 253 



Subnet Mask ： 

2 日日. 

2 日日 . 2 日日. 0 


. TD A A n 









From ： 

1 の . 

16 日. 

日 ■卜 



To ： 

1 の . 

16 日. 

日. I 側 


DHCP 

MANUAL 


0K I Cancel 







■ Network Interface 

参 [Network Interface ] ボックス 

接続したい機器と接続しているネットワークインターフェースカードを選択します。 

[0 K ] ボタンをク U ックすると反映されます。 

• IP Address/Subnet Mask 

選択したネットワークインターフェースカードに設定されている IP アドレスとヴブネットマスク 
を表术します。 
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■ Auto IP Address Assign Range 

割り当てる IP アドレスの範囲を指定します。 

-度設定すれば、降もシステム起動時に Auto IP Ad か ess Assi 呂 n 機能び動作して、機器の IP ア 
ドレスを自動的に割り当てます。 [ From ] ボックスと [ To ] ボックスにはオフライン時のみ設定でさま 
す。 


参 [From ] ボックス 

割り当てる IP アドレスの開始アドレスを入力します。 

参 [To ] ボックス 

割り当てる IP アドレスの終了アドレスを入力します。 


■ [DHCP ] ボタン 

ク U ックすると、指定したネットワークに接続されているすべての機器の riP Address Mode 」 を 
DHCP に設定します。 DHCP に設定すると、 Aut 日 IP Ad か ess Assi 呂 n 機能や DHCP ヴーパーで 
機器に IP アドレスを割り当てることびできます。 

I note ii - オフライン時のみ変更できます。 

- [ DHCP ] ボタンをクリックすると、機器の IP アドレスを再設をするため 、 Amp Editor との通信が 
いったん途切れます。 IP アドレスが再設をされると通信が再開します。 


■ [MANUAL ] ボタン 

ク U ックすると、指定したネットワークに接続されているすべての機器の riP Address Mode 」 を 
Manual に設定します。 Manual に設定すると、機器の電源を切っても IP アドレスび保持されます。 
システム起動時に IP アドレスを割り振る時間を短縮したい場合や、 AMX / Crestron などの U モート 
コント□ーラーを使用する場合は、こちらを選択してください。 

/ NOTE il -オフライン時のみ変更できます。 

- [ MANUAL ] ボタンをクリックすると、機器の IP アドレスを再設をするため 、 Amp Editor との通信が 
いったん途切れます。 IP アドレスを再設をされると通信が再開します。 


■ [OK ] ボタン 

ク U ックすると 、 Auto IP Ad か ess Assi 呂 n 機能び動作し、設定した IP アドレスの範囲にしたびっ 
て 、 riPAddress Mode 」 び DHCP の機器に IP アドレスび自動的に割り当てられます。 

I NOTE il - [ OK ] ボタンをクリックすると、機器の IP アドレスを再設定するため 、 Amp Editor との通信がいった 
ん途切れます IP アドレスが再設をされると通信が再開します。 
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Synchronization ( 機器との同 W) 

Amp Editor と機器を同期させることにより、 U アルタイムにアンプをモニター/コント□ールでき 
るよラになります。 

■ オンライン/オフライン 

機器びコンピューターとネットワーク接続されて Amp Editor と同期していて、モニター/コント 
□ールでさる状態を「オンライン」と呼びます。機器とコンピューターび物理的に接続されていない 
状態や、接続されていても同期していない状態を「オフライン」と呼びます。 

これらの同期状態は、メインパネルウィンドウのインジケーターでも確認でさます。 

■ rSynchronizationJ ダイア□グボックス 

[ Tools ] メニューの！; Synchronization ] をク U ックすると、 「 Synchronization 」 ダイア□グボック 
スび表示されます 。 Amp Editor の設定と機器の設定を同期させます。 



DeviceU スト 
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参 [Go Online ] ボタン 

オフラインのとさにク U ックすると 、 Amp Editor の設定と機器の設定を比較して、オンライン 
に移行します。接続されている全機器びオンラインのとさは、ボタンびグレー表示になります。 

/ note i | -同期に失敗してオンラインに移行できない機器がある場合は、メッセージが表示されます。そ 
の場合は、ネットワーク接続を確認して、もう一度同期操作を行なってください。 


参 [Go Offline ] ボタン 

ク U ックすると、オンラインからオフラインに移行します。オンラインの機器びない場合は、ボ 
タンびグレー表示になります。 

• Device リスト 

同期操作の対象となる機器の情報を U スト表示します。 


- Device 
- Device ID 
•IP Address 
- Status 


機器の名称（ラベル)を表示します。 

機器の Device ID を表示します。 

機器の IP アドレスを表示します。 

(下のいずれかの同期状態を表示します。 
Offline :オフライン状態 

Synchronizing(xx%) :同期処理中 
Completed :同期処理が完了 

Online :オンラインが態 

Synchronization Error :同期失敗 


• [Close this window after synchronization ] チェックボックス 

チェックすると、同期び終了したとさに自動的にこのダイア□グボックスを閉じます。 

参 Direction 

同期の方向を設定します。 


• [Device -> Amp Editor] 

機器のデータを Amp Editor に取り込んで、同期します。 


• [Amp Editor -> Device] 

Amp Editor から機器にデータを送り、同期します。 
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Custom Control Panel Manager 

[T 日 ols ] メ ニュー のに ust 日 m Control Panel Mana 呂 er ...] をク U ックすると 、 「Custom Control 
Panel Manager ] ダイア□グボックスび表示されます。カスタムコント□-ルパネルの追加や削 
除、名前の変更びでさます。[日 K ] ボタンをク U ックすると、設定を変更してダイア□グボックスを 
閉じます。 

/ NOTE il ■ カスタムコントロールパネルの 詳細に ついては、「カスタムコントロールパネル」 （171 ぺ ージ） をご 
参照ください。 


■ [Custom Control Panel ] タブ 


y Custom Control Panel Manaaer 店苗 



New... I 

Delete I 

I 郎 I 

I Cancel I 


/a 


参 [Open on Startup ] チェックボックス 

チェックすると、プ□ジェクトを開いたとさに自動的にカスタムコント□ールパネルび開さます。 

参 Name 

カスタムコント□ールパネルの名前び表示されます。ク U ックすると文字び選択され、名前を変 
要でさます。ダブルク U ックすると、カスタムコント□ールパネルび表示/非表示します。 

参 [New …]ボタン 

新規カスタムコント□ールパネルを作成します。ク U ックすると、新しい名前を付けるダイア □ 
グボックスび表示されます。カスタムコント□ールパネルの名前を入力し、[日 K ] ボタンをク U ッ 
クすると、カスタムコント□ールパネルび追加されます。 

参 [Delete ] ボタン 

U ストで選択されているカスタムコント□ールパネルを削除します。ク U ックすると確認ダイア 
□グボックスび表示されます。 
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■ [Panels for Full Screen Mode ] タブ 

プ□ジェクトを開いたとさに自動的に全画面表示されるカスタムコント□ールパネルを設定します。 
全画面表示したいカスタムコント□—ルパネルは、に ustom Control Panel ] タブで [Open on 
Startup ] にチェックび付けてある必要びあります。 


Custom Control Panel Manager 曲 hi 

Custom Control Panel Panels for Full Screen Mode 


Panels for Full Screen Mode 
System View 1 






New... 

Delete | 

OK 

1 Cancel I 




A 


• Panels for Full Screen Mode 

プ□ジェクトを開いたとさに全画面表示するカスタムコント□ールパネルを表示します。ク U ッ 
クすると U ストび表示され、全画面表示するカスタムコント□ールパネルを設定でさます。 
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System View Creator 

[ Tools ] メニューの ！; System View Creator ...] をク U ックすると、に ystem View Creator 」 ダイ 
ア□グボックスび表示されます 。 Amp Editor でよく使う機能をテンプレート化してあります。複数 
のアンプをセルに配置することによって、]つのカスタムコント□ールパネルで複数のアンプをモニ 
ター/コント□ールでさます。テンプレートを配置したカスタムコント□ールパネルのことを 
|~System View 」 と呼びます。 

/ NOTE ii ■「System View Creator 」 ダイアログボックスで作成されたカスタムコントロールパネルは、デザイ 
ンモードにすることで機能の追加と削除ができます。 

Device リスト レイアウトビュー 



参 [Name] 

配置中の System View の名前を入力します。 


• Device リスト 

ワークスペースに登録されているアンプを表示します。 

Device UX トビューからアンプをセルにドラッグアンドド□ップすることで System View にア 
ンプを配置でさます。 

/ NOTE ii ■ -つの System View に同じアンプを複数配置することはできません。 
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参 [View Type] 

System View に配置するテンプレートのタイプを選択します。それぞれのタイプはじ(下のよう 
になります。 

一つの System View の中でタイプを混在させることはできません。 


Type A(TXn の場合) 



Type B(TXn の場合) 



参 [Rows] 

セルの列の数を設定します。設定範囲は]から8です。 

/ note i | -歹りの数を減らした結果、削除されたセルに設定されていたアンプの情報は削除されます。'必要 
に応じて再度配置してください。 


参 | ； Colums] 

セルの行の数を設定します。設定範囲は]から8です。 

/ note i | -行の数を減らした結果、削除されたセルに設をされていたアンプの情報は削除されます。必、要 
に応じて再度配置してくださし、。 

• [Standby/On] 

チェックを入れると、カスタムコント□ールパネルの上部に、登録されている全アンプの電源の 
状態を変更するボタンび追加されます。 
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参 [Mute] 

チェックを入れると、カスタムコント□ールパネルの上部に、登録されている全アンプのミュー 
卜をオン/オフするボタンび追加されます。 



参レイアウトビュー 

System View のレイアウトをセルの組み合わせで表示します 。 Device U ストからアンプをセル 
にドラッグアンドド□ップすることで、該当するセルにアンプを配置します。 

/ NOTE il ■ イ也のセルにアンプを移動する場合は、移動するセル内のアンプをドラッグして、任意のセルに 
ドロップしてください。 

-セルに配置したアンプを削除する場合は、アンプを右クリックして、コンテキストメニューの 
[ Delete ] を選がしてください。 


参に reate ] ボタン 

作成した System View をカスタムコント□-ルパネルに登録します。登録び完了すると作成し 
た System View び表示されます。 

参に ancel ] ボタン 


System View の作成を終了します。 
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Speaker Processor Library Converter 

アプ U ケーシヨンソフ SOME Desi 呂 ner で作成した Speaker Processor コンポーネントのライブ 
ラ U —アイテム (2 Way 〜6 Way ) を TXn 用 （ 1 Way ) に変換します。 

変換は下の手順で行ないます。 

1 - [Tools] メニューの ！; Speaker Processor Library Converter...] をクリックします。 

変換元のライブラ U —ファイル(拡張テは 「. cel 」） を選択するダイア□グボックスび表示され 
ます 0 

2 . ライブラリーファイルを選択して [Open] ボタンをクリックします。 

保存先を選択するダイア□グボックスび表示されます。 

/ note i | - ライブラリーファイルは複数選ができます。 

3 . 保存先を選択して [Save] ボタンをクリックしまず。 

ライブラ U —ファイルを周波数チャンネルごとに変換して、チャンネルごとのライブラ U — 
ファイルに保存します。保存されるファイル名は、「元のファイル名_周波数チャンネル名 
. ce 2 J となります。 

/ note i | -周波数チャンネル名は、周波数が高い順に々のような短縮名がつきます： 

High = Hs Mid - High = M - H、Mid = M 、 Mid 丄 ow = M 丄、 Low = し Sub Low = S-L 


■ 変換をのスレツシヨルドについて 

DME ライブラ U - ファイル （ r.celj ) を TXn 用のライブラ U - ファイル （「. ce 2」） に変換する際、 
TXn に最適化するために U ミッターのスレッショルドを一律 6 dB 上げています。 

ヤマ八び提供している DME ライブラ U - は、最大出カレベルび+24服 U である DME 24 N や 
SP 2 日6日などのプ□セッヴーと26服ゲインのパワーアンプの組み合わせを想定しています。変換 
前のライブラ U -つ ァイルの環境設定び上記組み合わせ外の場合は、変換後に Speaker 
Processor の Limiterd 67 ぺージ) でスレツショルドをさらに(下のように変更してください。 

-ゲインび6服低い設定撮大出力び+18服 U の M 丫 8- DA 96 に26服ゲインのアンプを組み合わ 
せていた場合など） 

ースレツショルドを6服下げてください。 

-ゲインび6服高い設定撮大出力び+24服 U の SP 2 日6日と32服ゲインのアンプを組み合わせ 
ていた場合など） 

ースレツショルドを6服上げてください。 

/ note ii - Speaker Processor 内のリミッターは、アッテネーターより前段でかかります。そのためアッテ 
ネーターを下げると、より低ぃ出カレベルでリミッターがかかります。 

アッテネーターに影響されないリミッターとしては 、 Device Properties ウィンドウの 「 Limiter 」 夕 
ブ (125 ぺージ） の Voltage Limiter や Power Limiter があります（これらのリミッターはアッテネーター 
より 後段のアンプ最終段でかかります)。 
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第 6 章 




ree View ウインドウ 


Tree View ウインドウでは Amp Editor がモニター/コント□-ルできる機器の表示/追加/削除が 
でさます。 

ワークスペース、機器などが P 皆層表示され、システム全体の構成を視覚的に確認ずることができま 
す。また、アイコンをダブルクリックすると、巧応する Detail View ウインドウが表示されます。 

Tree View ウインドウはメインパネルウインドウの [ Show/Hide Tree ] ボタン（固）をクリック 
するか、メニューの [ View ] 一 [ Tree ] を選択することで表示/非表示を切り替えます。 


ワークスペース 


[+]/[-] ボタン 


ツ IJ- 


ゴ ^ て 「eeView 


r 口 I f 回 齒 


面 S [^1 |E3f EBlh 过 I 



•すべて展開 （©) 

ボタンをク U ックするとツ U —内の全階層を表示します。 

•すべて省略 （ Ig ) 

ボタンをク U ックするとツ U —内の全階層を非表示にします。 
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参 [New Device] ボタン （) 


ボタンをク U ックすると、に elect New Device 」 ダイア□グボックス （1 01ぺージ) び開きま 


す。 


参 [Device Detail View ] ボタン 

ボタンをク U ックすると、選択されているアンプの Device Detail View ( l 11ぺージ) び開きま 
す。 


参 [Signal Path View] ボタン （ Eid ) 

ボタンをク U ックすると、選択されている TXn の Signal Path View ウインドウ （1 36ぺージ) び 
開さます。 


参 [Device Properties] ボタン （ Hlfl ) 

ボタンをクリックすると、選択されているアンプの Device Properties ウインドウ （1 23ぺージ) 
び開さます。 

参ワークスぺース 

Amp Editor でモニター/コント□-ルする機器の集合です。 

参 [ + ]/[ —] 

ワークスペース、機器アイコンの左にある [+ V [-] ボタンで下の階層を表示/非表示します。下 
の階層び表示されているとさはボタンび[一]になり、ク U ックすると下の階層び表示されなくな 
ります。下の階層び表示されていないとさはボタンび [+] になり、ク U ックすると下の階層び表 
示されます。 

ワークスペース、機器アイコンをク U ックしたときにも、下の階層び表示され、ボタンは [-] に 
なります。 


参ツ IJ- 


コント□ール可能な機器を階層表示します。 

アイテムのアイコンをダブルク U ックするか 、 [Device Detail View ] ボタンをク U ックするか、 
ちク U ックしてコンテキストメニューからに how ] を選択すると、そのアイテムに対応した 
Detail View ウインドウび表示されます。詳細は、 10己 ページを ご参照ください。 
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ツ U - 構成 


I / O 力ード 
機器 


Unmatched Device 



•機器 

Amp Editor に登録されている機器をアイコンと名称で表示します。 

参の 

機器の Device ID を表示します。 

参 Model 

機器の機種名を表示します。 

参 Identify 

[ Identify ] ボタンをク U ックすると、ボタンび点灯し、該当する機器本体でインジケーターやディ 
スプレイび点滅します。機器本体で Identify 操作をすると、設当する機器に対応した [ Identify ] ボ 
タンび点灯します。表示/操作方法は機器によって異なりますので、各取扱説明書をご参照くだ 
さい。 

I NOTE ii - ACD 1 に接続されているアンプは、 [ Identify ] ボタンがありません。 

参 Alert 

アンプでアラートイベントび発生すると Alert マークび表示されます。アラートの原因び解決して 
も、 Alert マークをク U ックするまで表示は消えません。 

参 AMP ID 

ACDl に接続されているアンプの ID を表示します。 

参 I/O カード 

機器に接続されている I /日カードを表示します。 

• Unmatched Device 

Device ID び重複している機器や Amp Editor に登録されている MAC アドレスと異なる機器など 
化表汀^します D 
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Tree View ウインドウでの操作 ^ 

Tree View ウインドウではアイコンをダブルク U ックしたり、ちク U ックしたり、ドラッグアンド 
ド□ップすることで様々な操作びでさます。 


■ 追加 (New Device) 

ツ U —に機器を追加することびでさます。 

/ note ii -追加できる ACD 1 は32台までです。 


ゴ d 一 「巨 呂 View 


[New Device ] ボタン 



Tree 

白.. を workspace 
ミ … AES-D 
ミ … AES-D 




匹 

0 

1 

1。 

.3 

3 


I ■=■ I ，回 脚 

J Model [ Identify i'Alert i— 

ran 

ran 

IT/Bn 
™n 

ACDl 
T3n 



1 . TXn や ACDl を追加する場合はワークスぺースのアイコンを、 ACD 1 につなばるアンプを追 
加する場合はつなげる ACD 1 のアイコンを選択したあと [New Device ] ボタンをクリックず 
るか、アイコンをちクリックして [New Device ...] を選択します。 

「Select New Device 」 ダイア□グボックスび表示されます。 
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2 . [Device List ] か5追加する機器を選択して [ Add ] ボタンをクリックします。 

ち側の [ Device ] に選択した機器び追加されます。 

I note ii - [ DeviceList ] に表示されている機器をダブルクリックすることでも機器が追加されます。 

- [Add Range ...] ボタンをクリックすると、同じ機種の機器を複数追加できます。 

-追加した機器の ID を変更する場合は、 ID 欄をクリックして変更する ID を選がしてくださ 

い。 

3 . [0 K ] ボタンをクリックします。 

ワークスペースの下に新規機器び追加されます。 


ゴ y TreeView r 口い 回 幽 

I 四叫 [gumjpKS, 



■ 設定のコピー a ： opy) 

ツ U —内のアンプの設定をコピーします。コピーには Device ID などの機器固有の設定外をコピー 
する [All current parameters ] と、選択した設定をコピーするに elected parameters ] の2種類び 
あ0ます。 


参 All current parameters の場含 

1 . 設定をコピーしたいアンプのアイコンをちクリックしまず。 

Z. コンテキストメニューでに opy]-►[All current parameters ] を選択します。 

(下の項目(外びコピーされます。 

シーン 、 Device ID 、 機器の名称、 Utility 設定 、 Log Setup、Global Link 、 Solo 、 
M 丫 - Ca 「 d(TXn のみ） 
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• Selected parameters の場合 

1 . 設定をコピーしたいアンプのアイコンをちクリックします。 

2 . コンテキストメニューでに〇口乂]一 [Selected parameters ...] を選択しまず。 

「Select Copy Item 」 ダイア□グボックスび開きます。 


Select Copy Item 
-Copy Item - 


励 


0 


囚 Main parameters 
囚 4x4 Matrix Mixer 
囚 Oscillator Mix 
囚 Speaker Processor 
囚 Ach 
囚 Bch 

か囚日 Band EQ 
囚 Ach 
囚 Bch 
白..囚 Input Delay 
囚 Ach 
囚 Bch 

-厂 Scene ( Offline Only ) 
(* All scenes 
广 Selected scenes 


From Scene No. | 日 
To Scene No. |49 


3 




OK 


Cancel 


3 . コピーずる設定を選択しまず。 

オフライン時、に cene ] チェックボックスにチェックを入れることで、シーンをコピー対象 
にでさます。 

4 . [0 K ] ボタンをクリックします。 

選択した設定びコピーされます。 

■ 設定の化り付け (Paste) 

コピーしたアンプの設定を同ーシ U —ズのアンプにペーストします。 

1 - 設定を貼り付けたいアンプのアイコンをちクリックします。 

2 . コンテキストメニューで [ Paste ] を選択しまず。 

3 . 確認画面で [0 K ] ボタンをクリックします。 

設定び指定されたアンプに貼り付けられます。 

/ NOTE i\ - 指定されたアンプがオンラインのとき、シーンは貼り付けられません。 
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■ち撕のをち (Rename Label) 

機器やワークスペースの名称(ラベル）を変更することびできます (1/ 日カードを除く）。 

1 . 名称を変更したいアイテムのアイコンをちクリックしまず。 

2 . コンテキストメニューで [Rename Label ] を選択しまず. 

[Rename Label 」 ダイア□グボックスび開きます。 



I note ii - アンプ!^ソ外のアイテムでは Name のみ変更できます。 

3 . [ Device ] や [Ch A ] などの横のボックスに変更する名称を入力します。 

4 . [0 K ] ボタンをクリックします。 

名称び変更され、ダイア□グボックスび閉じます。に ancel ] ボタンをク U ックした場合、名 
称は変更されずにダイア□グボックスび閉じます。 

■ Device ID のをち (Change Device ID) 

機器の Device ID を変更することびできます。 

1 . ID を変更したいアイテムのアイコンをちクリックします。 

2 . コンテキストメニューでに han 呂 e Device ID ] を選択します。 

[Change Device ID 」 ダイア□グボックスび表示されます。 



現在のの 
新しい ID 


3 . [New ID ] で変更したい値を設定して、 [0 K ] ボタンをクリックしまず。 

ID び変更されます 。 [New ID ] で指定した値の機器び既にを在する場合は、メッセージび表示 
され、に urrent ID ] の値のまま変更されません。 

rNOTE 飞 - AMP ID は Amp Editor 上の設定を変更するのみです。アンプ本体の AMP ID の変更はアンプ 
背面にある AMP ID スイッチで行なってくださし 、。 AMP ID スイッチについては ACD 1 取扱 
説明書の 「 PC - N 、 Tn シリーズとの接続について」をご参照ください。 
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■ お除 (Disengage Device Matching) 

オフラインの機器をワークスぺースから解除して、 Unmatched Device に移動します。 

I note ii - Unmatched Device に移動した機器は、ドラッグアンドドロップすることでワークスぺースに移動 
できます。 

1 . 解除したいアイテムのアイコンをちクリックします。 

2 . コンテキストメニューで [Dis 飢 gage Device Matchin 封を選択します。 

3 . 確認ダイア □ グボックスの [0 K ] ボタンをクリックします。 

アイテムび解除されて、 Unmatched Device に移動します。 

■ 削除 (Dele ぉ） 

オフラインの機器を削除することびでさます。 

1 . 削除したいアイテムのアイコンをちクリックします。 

2 . コンテキストメニューで [ Delete ] を選択します。 

確認ダイア □ グボックスび開さます。 

3 . 確認ダイア □ グボックスの [0 K ] ボタンをクリックします。 

選択していたアイテムび削除されます。 


■ シーンの編集 (Scene Manager) 

アンプのアイコンをちク U ックすると表示されるコンテキストメニューからに cene Mana 呂 er ] を選 
択すると、に cene Manager 」 ダイア□グボックスび開きます (49 ぺー ジ)。 アンプのシーンをス 
トア / U コールや編集をします。シーン名やプ□テクトの変更、コピーやペーストによる編集びでさ 
ます 0 

/ NOTE A -オンライン時はストア/リコール外の操作はできません 

- 「Scene Manager 」 ダイアログボックスには、 [0 K ] ボタンとに ancel ] ボタンがありません。ダイア 
ログボックスを閉じるには、ダイアログボックス右上の[閉じる]ボタンをクリックします。 

■ ウインドウの表示 (Show) 

ツ IJ 一 内のアイコンをダブルク IJ ックするか、じ(下の手順で対応するウインドウを開くことびでさま 
す。 

1 . 詳細を表示させたいアイテムのアイコンをちクリックします。 

2 . コンテキストメニューで [ Show ] を選択します。 

3 . 表示ずるビューを選択します。 

「Device Detail View 」 と 「 Si 呂 nal Path View 」 と 「Device Properties 」 と「1/日 Card 
Editor 」 び選択できます。 1/ 日力ードのアイコンからは n/O Card Editor ] のみ選択できま 
す。 
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■ I/O 力ード設定 (MY Card Type) 

TXn に挿入されている1/日カードをオフライン時に変更できます。 TXn には標準で AES - I □カードび 
挿入されています。 

1 . TXn のアイコンをちクリックします。 

2 . コンテキストメニューで [MY Card Type ] を選択します。 

「Select M 丫 Card 」 ダイア□グボックスび表示されます。 



3 . に ard ] 横のド□ップダウンメニューか5、該当する力ードを選択します。力ードを挿入しな 
い場合は 「 none 」 を選択します。 

4 . [0 K ] ボタンをクリックします。 

設定び反映されてダイア□グボックスび閉じます。に ancel ] ボタンをク U ックした場合は、 
設定を反映させずにダイア□グボックスび閉じます。 

I note i | - I / O 力ードが挿入されている TXn がネットワークに接続されている場合、該当する力ードが 
選がされている状態で Amp Editor 上に表示されます。 


■ イベント □ グの表巧 (In 址 vidual Event Log) 

機器のアイコンをちク U ックすると表示されるコンテキストメニューから [Individual Event Log ] 
を選択すると 、 [Individual Event LogJ ダイア□グボックスび開きます (43 ぺージ)。 もク U ック 
した機器で発生したイベント□グを表示します。 

I NOTE i \ - Tree View ウィンドウから 「Individual Event Log 」 ダイアログボックスを開いたときは 、 [All Logs ] 
ボタンがオンの状態で表示されます。 


■ FAULT OUTPUT 端子のリ七ツト （Reset Fault Output) 

機器のアイコンをもク U ツクすると表示されるコンテキストメニユーから [Reset Fault 日 utput ] を 
選択すると、機器の FAULT 日 UTPUT 端テの出力を U セツトします。 

機器の FAULT 日 UTPUT 端テは一度 C と NC び短絡すると、機器の電源を切るかこの操作で U セツ 
卜をしないと C と NC び短絡したままとなります。機器び通常動作をしていることを確認したあと、 
この操作で U セツトしてください。 
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■ 機器の特定り dentify) 

[ Identify ] ボタンをク U ックするか、機器のアイコンをもク U ックして [ Identify ] を選択すると、該 
当する機器本体でインジケーターやディスプレイび点滅します。 


■ 機器情浦の表お (Device Information) 

ちク ij ック して コンテキストメ ニュー から [Device Information ] を選択すると 、 「Device 
Information ] ダイア□グボックスび開き、ワークスペース内の接続されている機器の情報を一覧表 
示します。詳しくはメインパネルウインドウの 「Device Information 」（47 ぺージ) をご参照くだ 
さい。 


■ 機器のき種設定 (Utility) 

機器のアイコンをちク U ックすると表示されるコンテキストメニューから [ utility ...] を選択すると、 
「 Utility 」 ダイア□グボックスび開さます (74 ページ)。 機器の各種設定を行ないます。 

/ note i | - オフライン時は表示のみです。 


■ アラー トゾツセージの設定 (Alert Setup) 

機器のアイコンをちク U ックすると表示されるコンテキストメニューから [Alert Setup ] を選択する 
と 、 「Alert Setup 」 ダイア□グボックスび開きます (己3ページ)。 アラートメッセージの有効/無効 
や種類を機器ごとに設定します。アラートメッセージは、イベント□グとして表示/保存されたり、 
障害発生時の卜 U ガー信号として使われます。 


■ 機器の巧出 (Update) 

ちク U ックすると表示されるコンテキストメニューから [ Updat 引を選択すると、ネットワーク上に 
接続されている機器を検出して 、 Tree View ウインドウに表示します。 


Amp Editor ■ 107 ■ 職説明書 









第目章 Tree View ウインドウ 


■ マッチング (Device Matching) 

機器をネットワークに接続したとさ、通常は Amp Editor 上の機器と実際の機器び自動的に関連付け 
されます 。 Amp Editor 上の機器と実際の機器で Device ID や MAC アドレスび異なる場合は 、 Amp 
Editor 上の機器と実際の機器を手動で関連付け(マッチング)させる必要びあります。故障などで機 
器を入れ替えた場合にマッチングさせる必要びあります。 

1. Unmatched Device にある機器のアイコンをちクリックします。 

2. コンテキストメニユーで [Device Matchin 呂…] を選択します。 

「Device Matching ] ダイア□グボックスび表示されます。 



3. 「 Device 」 に表示されている機器か!5マッチングさせたい Amp Editor 上の機器を選択しま 
す。 

4. [0 K ] ボタンをクリックします。 

設定び反映されてダイア□グボックスび閉じます。に ancel ] ボタンをク U ックした場合は、 
設定を反映させずにダイア□グボックスび閉じます。 
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■ Unmatched Device か 6 ワークスぺースへの巧動 (Move) 

機器をはじめて Amp Editor と接続すると、機器は Unmatched Device に表示されます。 
モニター/コント□ールするためにはワークスペースに移動する必要びあります。 

/ NOTE i | -ドラッグアンドドロップでも移動できます。 

1. Unmatched Device にある機器のアイコンをちクリックしまず。 

2. コンテキストメニューで [ Move ] を選択します。 

ワークスペースにアイテムび移動します。 


■巧動 

アイテムはアイコンをドラッグアンドド□ップすることで Unmatched Device とワークスぺース間 
を移動させることびでさます。 

I note i | ■ I/O 力ード単体を移動することはできません。 
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巨 Detail View ウインドウ 


Detail View ウインドウでは 、 Tree View ウインドウで選択されたアイテムのモニター/コント 
□ールをしまず。 

このウインドウを階び出ずためには下の方法がありまず。 


参 Tree View ウィンドウ内のアイコンを夕'ブルクリックする。 

アンプの場合は Device Detail View 、 デジタル1/日力ードの場合は1/日 Card Editor び表示されます。 

参 Tree View ウィンドウ内の機器を選択したあと、 [Device Detail View ] ボタン、 [Signal Path 
View ] ボタン、 [Device Properties ] ボタンをクリックする。 

該当するウィンドウび表示されます。 

• Tree View ウィンドウのアイコンをちクリックして、 [ Show ] か5表示するウィンドウを選択する。 

該当するウィンドウび表示されます。 

/ note i | - Signal Path View は 「Signal Path View ウィンドウ」 （136 ぺージ） をご参照ください。 

- Device Properties は 「Device Properties ウインドウ」 （123 ぺージ） をご参照ください。 

- I/O Card Editor は「1/0力ード」 （168 ぺージ） をご参照ください。 

-複数のアンプをモニター/コントロールする場合は 、 「System View Creator 」 ダイアログボックス 
(94 ぺージ） で作成したカスタムコントロールパネルを使うと便利です。 
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Device Detail View 


Device Detail View は選択されたアンプをモニター/コント□-ルします。 
画面構成はアンプにより異なります。 


TXn の場合 



Tn/PC-N の場合 
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XM の場合 



XP/XH の場を 



降この章では、 TXn の画面イラストを使って説明します。 


Amp Editor ■ 112 ■ 取扱説明書 


















第 7 章 Detail View ウインドウ 


■ Input 部 (TXn/Tn/PC-N のみ） 

アンプへの入力をモニター/コント□—ルすることびできます 。 Slot Input、Matrix Mixer Input 、 
Signal Chain Check は、 TXn のみです。 



①入カレベル 警告 表示 

各チャンネルの入カレベルびしきい値を超えている （ H に H ) かどうかを表示します。 

Device Properties ウインドウの [Input Alert ] タブ （1 27ぺージ) で設定した入カレベルのしき 
い値を超えると、入カレベル 警告 インジケーターの色びホに変化します。 

「Alert Setup 」 ダイア□グボックス (己3ぺージ） でアラートに設定してある場合、アラートイン 
ジケーターわ点灯して□グび記録されます。 


入カレベル警告ィンジケーター 

アラートインジケーター 

しきい値 iu 下： I 

HIGH 

I 緑 

しきい値 iU 下：□消灯 

しさい値超過： I 

HIGH 

I ホ 

しさい値超過： D 点な 

設定び無効： I 

[HIGH] 灰 


③入カレベル メーター 

各チャンネ J レの入カレべ J レを表示します。 

Analog Input メーターの表示単位は、 「 Preferences 」 ダイア□グボックスの [Meter Un け]夕 
ブで dBu / V / 服 FS の3つから選択できます (40 ぺージ)。 

/ note ii ■ ACD 1 に接続されてぃるアンプの場合、入カレベルがじ(下条件のときはメーターが振れません。 
Tn の場合： -15.3 dBuiy 下、 PC-N の場合： -17.4 dBuiy 下 

③ Signal Chain Check 警告 表示 ( TXn のみ） 

各チャンネルの入力び切れた ( LOW ) かどうかを表示します。 

Device Properties ウィンドウの [Input Signal Chain Check ] タブ (1 31ぺージ） で設定した入 
カレべルのしきい値を下回ると Input Si 呂 nal インジケーターの色び赤に変化します。 

「Alert Setup 」 ダイア□グボックスでアラートに設定してある場合、アラートインジケーターも 
点灯して□グび記録されます。 


Input Si 呂 nal インジケーター 

アラートインジケーター 

しきい値 LiLb : I 

LOW 

I 緑 

しきい値 iU 上：□消灯 

しきい値未満：I 

LOW 

ホ 

しきい値未満： D 点な 

設定び無効：I 

[LM J の 
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④ [ ON ] ボタン ( TXn のみ） 

各チヤンネルの入力信号をオン/オフ（ミュート）します。このボタンは Matrix Mixer のインプッ 
トチヤンネルの N ]/ の FF ] ボタンと同じです。 


■ Speaker Output 部 

アンプからの出力をモニター/コント□ールすることびでさます。 

/ note i | - XH 200 の電源 S ね ndby / On を切り替えた場合、内部のリレー回路を切り替える影響で 、 Speaker 
Output のをメ ーターが意図しない値を表示することがあります。 



①出力警告表示 

Device Properties ウインドウの [Output Alert ] タブ （1 29ぺージ) で設定した出力値のしきい 
値を上回る （ HIGH ) か下回る ( LOW ) と出力警告インジケーターの色び赤に変化します。 

「Alert Setup 」 ダイア□グボックスでアラートに設定してある場合、アラートインジケーターも 
点灯して□グび記録されます。 


出力警告インジケーター 


上限しさい値超過 
上限しきい値じ(内 
下限しさい値 iU 上 
下限しさい値未満 
設定び無効 



[HIGH TlOW 灰 


アラートインジケーター 

設定値 iU 内：日消灯 
設定値超過： E 3 点灯 


③出カレベル メーター 

各チャンネルの出カレベルを表示します。メーターの表示単位は、 「 Preferences 」 ダイア□グ 
ボックスの [Meter Unit ] タブで dBu / V の2つから選択できます。出カレベルびアンプび持って 
いるク U ップレベルを超えるとに UP ] インジケーターび点灯します。 

/ NOTE il ■ ACD 1 に接続されているアンプの場合、出カレベルがじ(下条件のときはメーターが振れません。 

PC 9500 N / PC 9501 N : 5.74 dBu (1.50 V ) 必下、 PC 4800 N / PC 4801 N : 2.64 dBu (1.05 V ) i ^ ソ下、 
PC 3300 N / PC 3301 N : 1.10 dBu (0.88 V ) 必下、 PC 6501 N : 4.29 dBu (1.27 V ) i ^： (下、 

PC 2001 N : -0.52 dBu (0.73 V ) i ^ ソ下 

T 5 n / T 4 n : 5.91 dBu (1.53 V ) i ^ ソ下、 T 3 n : 4.49 dBu (1.30 V ) iy 下 
XP / XH/XM : 0.00 dBu (0.77 V ) iy 下 
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第 7 章 Detail View ウインドウ 


③イン ピー ダン スメーター （ TXn / Tn / PC - N のみ） 

各チヤンネルのスピーカー出力端子のインピーダンスを表示します 。 Device Properties ウィン 
ドウの [Output Alert ] タブインピーダンスの上限と下限のしきい値の設定を変更することびでき 
ふ^ 〇 

/ note i | - インピーダンスはアンプがスピーカーに流す電流から算出しています。スピーカーからある程 
度の音量が出力されるまではメーターが振れません。 


④パワ ーメーター （ TXn / Tn / PC - N のみ） 

各チヤンネルの出力電力を表示します 。 Device Properties ウインドウの [Output Alert ] タブの 
出力電力の上限しさい値の設定で、アラートを表示させる出力電力の値を変更することびでさま 
す。 

I note i | - ACD 1 に接続されているアンプの場合、消費電力が下条件のときはメーターが振れません。 

PC 9500 N / PC 9501 N : 0.50 W 必下、 PC 4800 N / PC 4801 N : 0.24 ソ下、 

PC 3300 N / PC 3301 N : 0.17 W 必下、 PC 6501 N : 0.35 Wi ^ ソ下、 PC 2001 N : 0.12 (下 

T 5 n / T 4 n : 0.99 W 必下、 T 3 n : 0.70 Wi ^ ソ下 


⑥ Signal Chain Check ( TXn のみ） 

各チャンネルの出力び切れたかどラかを表示します。 

Device Properties ウインドウの [Output Signal Chain Check ] タブで設定した出カレベルの 
しきい値を上回る （ HIGH ) か下回る （ L 日 W ) と日 utput Si 呂 nal インジケーターの色び赤に変化しま 
す。 

「Detected Level 」 では指定した周波数のパイ□ット I -- ンでスピーカー出力端テのインピーダ 
ンスを検出して、出カレベルび下限しさい値を下回っているかどうかを判断します。 
「 Impedance 」 では指定した周波数のパイ□ット I -- ンでスピーカー出力端テのインピーダンス 
を検出して、インピーダンス値び上限しさい値を上回っているか下限しさい値を下回っているか 
ど5かを判断します。 

「Alert Setup 」 ダイア□グボックスでアラートに設定してある場合、アラートインジケーターも 
点灯して□グび記録されます。 


Output Si 呂 nal インジケーター 


上限しさい値超過 
上限しきい値 iU 内 
下限しさい値 iU 上 
下限しさい値未満 
設定び無効 


HIGH 

HIGH 

LOW 

LOW 


ホ 

緑 

緑 

ホ 


[high \ [LOW j 灰 


アラートインジケーター 

設定値 iU 内：日消灯 
設定値超過： E 3 点灯 


/ NOTE A - 「 Impedance 」 の上限しきい値を上回っている場合、断線などで線が開放状態になっているこ 
とを意味します。 

- 「 Impedance 」 の下限しきい値を下回っている場合、コイルの短絡などであ抗が小さくなって 
いることを意味します。 
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第 7 章 Detail View ウインドウ 


■ Attenuation 部 

各チヤンネルの減衰量をモニター/コント□ールでさます。 



①アッ テネーター （ TXn / Tn / PC - N のみ） 

各チヤンネルの減衰量をスライダーまたは数値入力でコント□ールします 。 GR メーター （ TXn の 
み)では、アンプ保護回路の U ミッターによるゲイン U ダクシヨン量を表示します。 

③ [ LINK ] ボタン ( TXn / Tn / PC - N のみ） 

アッテネーターの値をチヤンネル同±で連動 （ U ンク）させます。巳 rid 呂目モードのとさはボタンび 
無効です。 


LINK オン： 
LINK オフ： 


linkJ 


LINK 


[ LINK ] ボタンをク U ックしてオンにするとさは、プルダウンメニューからチヤンネル間のオフ 
セツト動作を選択します。 



Absolute Link (Align to A) :チヤンネル A の値をチヤンネル B に〕ピーして、 U ンク動作します。 
Absolute Link (Align to B) :チヤンネル B の値をチヤンネル A に〕ピーして、リンク動作します。 
Relative Link :チヤンネル間のオフセツトを維持したまま、 U ンク動作します。 
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第 7 章 Detail View ウインドウ 


③ [ SOLO ] ボタン 

各チヤンネルのソ□をオン/オフにします。 

メインパネルウィンドウのソ□機能に010 Master ) びオンのときのみ、有効です。 

ソ□のモードび 「 Last 」 のとさにオンにすると、ワークスペース内で最後に指定したチヤンネル 
の信号だけびソ□出力されます。ソ□の f ー ドび 「 Mix 」 のとさにオンにすると、ワークスペー 
ス内で指定した複数のチヤンネルの信号びソ□出力されます。 


④ [ MUTE ] ボタン 

各チャンネルの出力信号をミュートします。 


ミュートオン： 


ミュートオフ： 


两 te|| 


⑥ [ Polarity ] ボタン ( Tn / PC - N のみ） 

各チヤンネ j レの出力信号の位相反転を設定します。 


反転オン： ^ IHV j 


反斬オフ 


NORM 


このボタンは Tn / PC - N の場合のみです。 TXn の場合は Signal Path View ウインドウで設定し 
よ9 〇 
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第 7 章 Detail View ウインドウ 


■ Genera ■部 

アンプ全体に関わる設定をモニター/コント□ールします。 



①溫度モニター （ TXn / Tn / PC - N のみ） 

アンプ部のヒートシンク温度を日％〜]日日％でメーター表示します。9日％を超えると保護回路 
び動作してスピーカー出力びミュートされるので、十分な余裕を持って運用してください。 

/ note ii - メ ーターにはアンプ部のヒートシンク温度のみ表示されます。電源部の温度は表示されませ 
ん〇 

- 90% の温度はアンプによって異なります。詳しくは各アンプの取扱説明書またはリファレンス 
マニュアルをご参照ください。 

電源保護インジケーターは、電源部の状態を示し、アンプび持っている電源保護温度を超えると 
赤色に変化します 。 「Alert Setup 」 ダイア□グボックスでアラートに設定してある場合 、アラー 
トインジケーターわ点灯して□グび記録されます。 


電源保護インジケーター 

アラートインジケーター 

正常時 ： 

電源保護時： 

岂 

緑 

赤 

正常時：口消巧 
電源髓時：日点灯 


アンプ保護インジケーターは、アンプの各チヤンネルのヒートシンク温度び Device Properties 
ウィンドウのの utput Alert ] タブ （129 ページ) で設定した温度設定のしきい値を上回ると赤色に 
変化します 。 「Alert Setup 」 ダイア□グボックスでアラートに設定してある場合、アラートイン 
ジケーターわ点灯して□グび記録されます。 


アンプ保護イン ジケーター アラート イン ジケーター 


しさい値じ(内： 
しさい値超過： 


HIGH 

HIGH 


緑 しきい値じ(内： 

ホ しさい値超過： 


□消巧 

□点灯 


Amp Editor ■118 - 職説明書 















































第 7 章 Detail View ウインドウ 


③フアンモニター （ TXn のみ） 

冷却用ファンの回転状態とファンスピードを表示します。 

ファンスピードはファンの回転数を％単位で表示します。]日日％時のファンの回転数はアンプに 
よって異なります。 

ファンび停止しているとファン回転インジケーターの色びホに変化します 。 「Alert Setup 」 ダイ 
ア□グボックスでアラートに設定してある場合、アラートインジケーターも点灯して□グび記録 
されます。 


フアン回おインジケーター 

アラートインジケーター 

回転時： I 

FAN A 

I 緑 

回転時：口消灯 

停止時： I 

FAN A 

ホ 

停止時：□点灯 


TXn のフ□ントパネルから見て左側のフアンび FAN A 、 ち側のフアンび FAN 巳です。 

③アンププ□テクト 

アンプの保護機能び動作したことを通知します。 

参 Protection 

(下の Limiter 、 Mute 、 Shutdown のいずれかの保護機能び動作したときにプ□テクトイン 
ジケーターび赤色に変化します。このとさ、 TXn 本体パネルの PR 日 TECTI 日 N インジケー 
ターわ点灯します。 


プ□テクトインジケーター 

アラートインジケーター 

正常時 ：I 

プ□テクト時 ：I 

OK 

1 

1緑 
ホ 

正常時 ：□消灯 

兀テクト時：□点な 


• LimiterfTXn のみ） 

アンプ部のヒートシンクの温度指標び8日％1^(上になったり、過電流び発生したりすると 、 U 
ミッターび動作してスピーカー出力び減衰され、 Limiter インジケーターび赤色に点灯します。 
「Alert Setup 」 ダイア□グボックスでアラートに設定してある場合、アラートインジケー 
夕一わ点灯して □グび記録されます。 

I NOTE il - 80%の温度はアンプによって異なります。詳しくは各アンプの取扱説明書またはリファレ 
ンスマニュアルをご参照ください。 


Limiter インジケーター 

アラートインジケーター 

正常時 ： 

U ミット時： 

□K 

Limit 

1緑 
ホ 

正常時：□消な 

IJ ミット時：□点巧 
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第 7 章 Detail View ウインドウ 


• Mute(TXn のみ） 

アンプ部のヒートシンクの温度指標び9日％(上になったり、ショートして負荷び□.日 nii (下 
になったり、電源び故障したり、超高周波を検出したりすると、スピーカー出力びミュートさ 
れ、 Mute インジケーターびホ色に点灯します。 「 AlertSetup 」 ダイア□グボックスでアラー 
卜に設定してある場合、 アラートインジケーターわ点灯して□グび記録されます。 

I note i | - 90%の温度はアンプによって異なります。詳しくはをアンプの取扱説明書またはリファレ 
ンスマニュアルをご参照ください。 


Mute インジケーター 

アラートインジケーター 

正常時： I 

□K 

I 緑 

正常時：□消灯 

Mut 目時： I 

MUTE 

赤 

Mute 時： n 点巧 


• Shutdown (TXn のみ） 

電源部の温度びアンプの電源保護温度を超えたり、異常な発熱をしたり、 DC 出力を検出した 
りすると、アンプの駆動部への電源供給び自動的に停止し、 Shutdown インジケーターび赤 
色に点灯します。アラートインジケーターも点灯して□グび記録されます。 Shutdown の状 
態を解除するにはアンプ本体の電源スイッチを入れ直してください 。 （Amp Editor の電源操作 
では解除でさません） 

/ note j 'l - 電源保護温度はアンプによって異なります。詳しくはをアンプの取扱説明書またはリファ 
レンスマニュアルをご参照ください。 

-温度モニターのメーターには、アンプ部のヒートシンク温度のみ表示されます。電源部の 
温度は表示されません。 


Shutdown インジケーター 

アラートインジケーター 

正常時 ：I 

Shutdown 時： 

OK 

S.D. 

I 緑 

赤 

正常時 ：□消灯 

Shutdown 時 ： P 点巧 


④ Clip Limitercrxn のみ） 

各チャンネルで Clip Limiter び動作するとアンプからの出力を圧縮し 、 Clip Limiter インジケー 
夕一の色びホに変化します。 「Alert Setup 」 ダイア□グボックスでアラートに設定してある場 
合、アラートインジケーターわ点灯して□グび記録されます。 


Clip Limiter インジケ 


アラートインジケーター 

正常時 ：I 

OK 

I 緑 

正常時：口消な 

U ミット時 ： 

Limit 

ホ 

IJ ミット時：□点灯 

Clip Limit 日 ff 時： 


I 灰 
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第 7 章 Detail View ウインドウ 


⑥リタ'ンタントモード （ TXn のみ） 

アンプの入力 U ダンダンシーモード ( Redundant 巳 ackup / 日 verride / Off ) を表示します 。 f — ド 
の変更は Device Properties ウインドウの [ General ] タブで行ないます。 

⑥ Amp Mode ( TXn / Tn / PC - N / XP / XM のみ） 

アンプの出カモードに tereo / Parallel / Brid 呂 e ) を表示します 。 f — ドの変更は Device 
Properties ウインドウの [ General ] タブ （124 ぺージ) で行ないます。 

⑦ Amp Gain / Sensitivity ( TXn のみ） 

各チャンネルのゲインと入力感度の値を表示します。設定の変更は Device Properties ウインド 
ウの [ General ] タブで行ないます。 


⑥ [Device Properties ] ボタン 

ボタンをク U ックすると 、 Device Properties ウインドウ （1 23ぺージ) び開きます。 
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■その他 



① Scene 

シーン番号とシーンの名前を表示します。 


③ Amp Name 

アンプの名称を表示します。 

③ [SLOT OUT ] ボタン ( TXn のみ） 

ボタンをク U ックすると、 「 Slot 日 utput 」 ウインドウび開きます。 

「 Slot 日 utput 」 ウインドウではス□ット出力のレベルと出力警告インジケーターの状態を f 二 
ターでさます。 


巧 SLOT Output - TK 日 n I c ir 回 1 回 I 




Slot Output 




. I ' 

dBFS 

Over 

-0 

■ -e 

1-1$ 

■…。 e 
■… -eo 

Ch 9 

dBFS 

Over 

■0 

-6 

1-18 

1"- 

■… -eo 

10 

U 斗 D 

- ♦ 1 ' 4L 1,. , — ♦ 

dBFS| d 巨 Fsl dBFS 

Over 1 Over 1 Over 

■0 1 -o 1 -o 

— s — s — s 

■..-IS 1-18 1-18 

■..-35 1"-1"- 

•-.-eo eo eo 

11 12 13 

dBFS 

Over 

…〇 

-6 

1-18 
■…。 e 
■… -eo 

14 

..,I ♦ 

dBFS 

Over 

…〇 

-6 

1-18 
■…。 e 
■… -eo 

15 

♦ I 

dBFS 

Over I 
■■■0 

fl— 

16 

_ ;令1 

dBFS| 

Over 

-0 

… -e 

1-1$ 

■… -35 

•—eo 

♦ 

dBFS| 

Over 

■0 

… -g 

1-— 18 
■… -35 
■… -EO 

「— — ——♦ TT 巧' — !♦! : - r— ♦ 

dBFS 1 dBFS 1 dBFS| 

Over Over Over 

■—e 1 --e --e 

1-1$ 1-— 18 1-— 18 

1 -3G 1 -3G 1 -3G 

*-60 1 ■- EO ■- EO 

1 : .1 ♦ 

1 dBFS1 

Over 

■0 

… -g 

H-— 18 

H -3¢ 

■—EO 

-門 -’♦I 

dBFS| 

Over 

■0 

… -g 

H-— 18 

H -3¢ 

■—EO 

♦ 

dBFS 

Over 

■… 1S 
■… -3¢ 

•—eo 


④ [Signal Path View ] ボタン ( TXn のみ） 

ボタンをク U ックすると Signal Path View ウインドウ （136 ぺージ) び開きます。 

⑥ [ STANDBY ]/[ ON ] ボタン 

アンプの電源の状態に tandby / On ) をモニター/コント□-ルします。 

に TAND 巳丫]/[日 N ] ボタンク U ックすると、電源 Standby / On を切り替えできます。 

I NOTE A ■ XM / XP / XH じ(外のアンプをオンライン中に S ね ndby から On に切り換えると、機器の電源が On 
になるまでボタンが黄色点滅します。 


On 時 

Standby 時 
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第 8 章^ 


パワーアンプの出カモード、ゲイン/入力感度、アラート/プ□テクシヨンなどの各種設定を行ない 
ます。 

[Device Properties] ボタンをクリックするか、 Tree View ウインドウのアンプのアイ 
コンをちクリックしてコンテ夺ストメニューか 5 [Show] 一 [Device Properties] を選択すると、 
Device Properties ウインドウが表示されます。 


Device Properties ウインドウ 


■ [General ] タブ 

アンプの出カモードなどの各種モードを設定します。オンライン/オフライン時に設定を変更でさま 
す。 


. 二 4 TX4n Device Properties - 0:TX4n |gE3kl 


<D 


■ 0 ) 


か 


[General； j Limiter | Input Alert | Output Alert | Input Signal Chain Check 


(-Input Redundancy - 

广 Redundant Mode - 

a Off 

广 Redundant Backup 
广 Redundant Override 
i-CH A 


■ Override Channel Link 



r* Auto Return 


Output Signal Chain Check | 


- Amp Mode - 


(• Stereo 
广 Bridge 
广 Parallel 


厂 Input Sensitivity and Amp 6ain - 

Gain Mode 巧 Link ON 


Amp 6ain： 
Sensitivity： 


132.0 dB 




12.24 V 




Amp Gain: 
Sensitivity： 


132.0 dB 




12.24 V 




① Input Redundancy ( TXn のみ） 

アナ□グ入力信号とデジタル(ス□ツト）入力信号の両方を U ダンダン シー 接続 (オーディオ 接続の 
2重化）でさます。断線などのトラブルでデジタル入力音声び途切れた場合にアナ□グ入力に切り 
替えたり （Redundant Backup )、 アナ□グ入力音声を検出した場合だけアナ□グ入力に切り替え 
たり （ Redundant 日 venide ) できます。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


• Redundant Mode 

ij ダンダンシー 接続の モー ドを設定します。設定は(下の3種類です。 


モード名 

内容 

Off 

U ダンダンシー接続オフ 

Redundant Backup 

ス□ットに装着したカードからの入力信号をメインとし、カードからの入力 
びアン□ックになると、アナ□グ端子からの入力信号に自動で切り替わりま 
す。お使いの 1/ 日力ードび Redundant Backup モードに対応しているかど 
うかは、 TX6n/ 加/ 4niJ ファレンスマニュアルの「対応力ード」をご参照 
<ださい。 

Redundant Override 

ス□ットに装着したカードからの入力信号をメインとし、アナ□グ端子から 
の入力信号を検出すると、アナ □ グ端子からの入力信号に自動で切り替わり 
< Jn 〇 

[Override Channel Link] チてックボックスにチてックを入れると、いずれ 
かのアナ □ グ端子からの入力信号びあると、全チャンネ J レをアナ □ グ端子か 
らの入力に切り換えます。 


• Override Threshold 

Redundant 日 verridef — ドの場合、アナ□グ入力の有無を判定するための入カレベルのし 
さい値をチャンネルごとに設定します。 

• Auto Return Delay 

Redundant 日 verridef — ドで Aut 日 Return び日 N の場合、アナ□グ入力び途切れたと判定 
してからデジタル入力に切り替えるまでの時間を設定します。 

• Auto Return 

Redundant 巳 ackup モードの場合、途切れていたス□ット入力び復帰したときにス□ット入 
力を有効に戻すかどラかを設定します。 

Redundant 日 vemde モードの場合、アナ□グ入力び途切れたときにス□ット入力を有効に 
戻すかどラかを設定します。 

③ Amp Mode ( TXn / Tn / PC - N / XP / XM のみ） 

アンプの出カモードに tereo/Brid 呂 e / Parallel ) を表示 (TXn の場合は設定）します。 

出カモードの詳細については、各アンプの取扱説明書をご参照ください。 

/ NOTE A - TXn の場合は、ここで出カモードを設定すると本体にも反映されます。 Tn / PC-N の場合は、同 
期時に本体のモード設定が Amp Editor に反映されます。 XM/XP では、本体のモード設定と連動 
しませんので、それぞれの設定を合わせてください。 

(3) Input Sensitivity and Amp Gain ( TXn のみ） 

各チャンネルのゲイン (Amp Gain ) と入力感度に ensitivity ) を設定します。ゲインと入力感度の 
設定は連動しています。また、 Amp Mode び巳 rid 旨目または Parallel の場合や、 Gain Mode び 
Link 日 N の場合は、チャンネル A / 巳間の設定も連動します。 

/ NOTE i \ - Tn/XP のゲインは、本体リアパネルのスイッチで設定します。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


■ [Limiter] タブ (TXn のみ） 

各アンプの u ミッターの値を設定します。 
オンライン/オフライン時に設定を変更できます。 


か 


(2> 

獻 


TX5n Device Properties - 0:TX5n 

General | [Limiter i j input Alert | Output Alert | Input Signal Chain Check | Output Signal Chain Check 


国 


Voltage Limiter - 
厂 [7 CH A — 
Threshold 
Attack 
Release 


-J|45.0dBu ^ 


- [i 0ms 当 


- |1 .00s 3 


•17 CHB - 
Threshold 
Attack 
Release 


-J|45.0dBu 


- [i0ms 当 


- |1 .00s 3 


「Power Limiter - 


17 CH A 
[7 CH B 


-J|4280W ^ 

-J|4280W 3 


-Limiter Bain Reduction - 

A/B Link r On 


i- Output Voltage Calculator - 


厂 ( 「 X 「 . 

Output Power Load Impedance 


jr 


Output Voltage 


が 


- d ) 


® Voltage Limiter 

出力電圧による U ミッターの設定をします。 

• チェックボックス 

IJ ミッタ—の日口/日 けを設定します。 


• i.hreshold 

出力電圧の上限しさい値を設定します。 

[卜 APPL 丫]ボタンをク U ックすると 、 「Calculate the 日 utput Voltage 」 で計算した値び 
設定されます。 

• Attack 

しきい値を超えたときに2□服減衰させるのにかかる時間を設定します。 


♦ Release 

しさい値下に戻ったとさに、減衰させていた電圧を元のレベルに戻すまでにかかる時間を設 
定します。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


③ Power Limiter 

出力電力による U ミッターの設定をします。 

• チェックボックス 

IJ ミッタ—の日口/日けを設定します。 

• Threshold 

出力電力の上限しさい値を設定します。 

③ Limiter Gain Reduction 

Limiter のチャンネル連動の日 n/ 日 ff を設定します。 

ronj のとさ、片方のチャンネルに U ミッターびかかると、もラ片方のチャンネルも連動して動 
作します。 

④ Output Voltage Calculator 

Voltage Limiter の Threshold に設定する値を計算します。 

• Output Power 

アンプの出力電力を入力します。 

• Load Impedance 

各チャンネルに接続されたスピーカーのインピーダンスを入力します。 

•[=] ボタン 

ボタンをク U ックすると、 Power と Impedance に入力された値を基に出力電圧を計算しま 
す。 

⑥ [ 卜 APPLY] ボタン 

ボタンをク IJ ックすると、 Output Voltage Calculator の日 utput Volta 呂目の値をボタン左にあ 
る Threshold に設定します。 

/ note i| - TXn で使用可能な数値に変換するため、計算結果と設定される数値が異なる場合があります。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


■ [Input Ale け]タブ (TXn/Tn/PC-N のみ） 

アンプの最大入力のしさい値などの設定をします。オンライン/オフライン時に設定を変更でさま 
す。 



( 2 > 


の 


を 

( 4 > 


Analo 呂 Input Voltage、Slot Input Volta 呂目 ( TXn のみ）と Matrix Mixer Input Level ( TXn のみ） 
での設定内容は同じです。 

①チヤンネルチェックボックス 

アラート検出の有効/無効を設定します D 設定した時間内 (Detection Time ) に、設定したしきい 
値 ( Threshold ) を超えているポイントを、設定した回数 ( Count ) 検出した場合、アラートと判断 
します。検出は 2 ms 間隔です。 


③ Threshold 

最大入カレベルのしさい値を設定します。 

③ Detection Time(TXn のみ） 

しさい値を超えているポイントをカウントする有効期間を設定します。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


④ Count(TXn のみ） 

しさい値を超えているポイントを何回検出したらアラートと判定するかを設定します。 


アラート 検出の パラメーター 


値 

A 


Threshold 



Detection Time 
/ 、 




Count 


現在 


■> 時間 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


■ [Output Alert] タブ 

アンプの最大出力に関するしさい値などの設定をします。オンライン/オフライン時に設定を変更で 
さます。インピーダンスを設定することで、パイ□ット I -ーンを使わないで出力び断線またはショー 
卜していないかどうかの検出びでさます。 

I note ii ■ に alibration by Program Source ...] ボタンはオンライン時のみ有効になります。 

-パイロットトーンを使った出力の断線またはショートの検出については [Output Signal Chain 
Check ] タブ (132 ぺージ) で設定します。 



め 


め 


感 


<D 


め 


感 


Speaker 日 utput と Slot Output Level ( TXn のみ)での設定内容は共通です。 

①に alibration by Program Source...] ボタン （ TXn のみ） 

ボタンをク U ックすると 、 |~Calibration by Pro 呂 ram Source 」 ダイア□グボックス （130 ぺ一 
ジ) び開さます。 

[Calibration by Pro 呂 ram Source 」 ダイア□グボックスでは Speaker 日 utput の Impedance 
の Max と Min を計測して設定でさます。 

I note i | -測定が完了するまでに10秒程度かかります。 

- Program Source の特性によっては、正しく測定ができない場合があります。 

- Program Source のレベルが小さいと、正しく測定ができない場合があります。 

. アッテネーターで出力を下げていると、正しく測定ができない場合があります。 

③チェックボックス 

アラート検出の有効/無効を設定します。設定した時間内 (Detection Time ) に、設定したしきい 
値 ( Threshold ) を超えているポイントを、設定した回数 ( Count ) 検出した場合、アラートと判断 
します。検出は 2 ms 間隔です。 

Slot Output Level では Level に関する有効/無効となります。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


③ Threshold 

最大出力のしさい値を設定します。 

④ Detection Time(TXn のみ） 

しさい値を超えているポイントをカウントする有効期間を設定します。 

⑥ Count(TXn のみ） 

しさい値を超えているポイントを何回検出したらアラートと判定するかを設定します。 

⑥ Thermal 

アンプ部の温度上限しさい値を設定します。 


参 rCalibration by Program SourceJ ダイアログボックス 

パイ□ットトーン(外のオーディオ信号 ( Pro 呂 ram Source ) の出力を用いて各チャンネルに接続 
されたスピーカーのインピーダンス値を計測し 、 [Output Alert ] タブの対応する Speaker 
Output の Impedance Max と Impedance Min の値么設疋;します。 


/ note i | -測定:が完了するまでに10秒程度かかります。 

- Program Source の特性によっては、正しく測をができない場合があります。 

- Program Source のレベルが小さいと、正しく測をができない場合があります。 

. アッテネ—夕—で出力を下げていると、正しく測をができない場合があります。 



め 


( 2 > 




① Calibration Start] ボタン 

ボタンをク U ックすると、各チヤンネルに接続されたスピーカーのインピーダンス値の計測を開 
始します。 

② Result 

計測されたインピーダンス値と、その値から計算された Threshold の推奨値を表示します。 


Impedance Max :検出したインピーダンスの 2 倍の値 
Impedance Min :検出したインピーダンスの半分の値 


③ [OK] ボタン 

現在表示されているインピーダンスを基に「日 utput Alert 」 タブの対応する Speaker 日 utput の 
「Impedance Max 」 と 「Impedance Min 」 の値を設定します。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


■ [Input Signal Chain Check] タブ (TXn のみ） 

外部機器から供給されるパイ□ット I -ーンを検出して入力び断線などで途切れていないかどうかの判 
断するための設定をします D オンライン/オフライン時に設定を変更でさます D 



の 

( 2 > 

を 

め 

を 




Analog Input と Slot Input での設定内容は共通です。 

① Frequency 

パイ□ットトーンの中/こ\周波数を設定します。 

③ [Monitoring the Pilot Tone ] チェックボックス 

入力び途切れたかどうかの監視を有効/無効にします。チェックされている場合 、 Detection 
Time で設定した時間内に 、 Detection Threshold で設定したレベル上のパイ□ットトーンび 
検出できなかったときに 、 Signal Chain Check の警告インジケーターを赤色に点灯します。 

③ Detection Threshold 

パイ□ットトーン入カレベルのしさい値を設定します。 

④ Detected Level 

受信した現在のパイ□ット I -ーンの入カレベルを表示します。 

⑥ Detection Interval Time 

パイ□ット I -ーンの検出時間を設定します。 

設定した時間間隔内にパイ□ット I -ーンを検出でさないとさ、入力び途切れたと判断します。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


⑥ Notch Filter 

パイ□ット I -ーンの周波数成分を除去し、アンプからパイ□ット I -ーンを出力しないためのノッ 
チフイルターを設定します。ノッチフィルターの中/こ\周波数は① Frequency で設定した値となり 
ふ^ 〇 


• チェックボックス 

ノッチフィルターの有効/無効を設定します。 

• Q 

ノッチフイ j レターの周波数帯域の幅を設定します。 


■ [Output Signal Chain Check] タブ (TXn のみ） 

パイ□ットトーンを使って出力び断線またはシヨートしていないかどうかの判定のための設定をしま 
す。パイ□ットトーンを出力することにより、音声信号出力に依をせず安定してインピーダンスを検 
出でさます。 

オンライン/オフライン時に設定を変更できます。 



公ま意*接続しているスピーカーに HF ドライバーび搭載されている場 S ま 、 Low Frequency のチェックは入れないで 
ください。パイ□ツトトーンは Speaker Processor の後ろで追加されるため、低周波成分でドライバーを破 
損させる恐れびあります。 


Channel A と Channel 巳での設定内容は共通です。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


①に alibration by Pilot Tone ...] ボタン 

このボタンをク U ックすると 、 [Calibration by Pilot ToneJ ダイア□グボックス （134 ぺージ) 
び開さます。 

[Calibration by PilotTone 」 ダイア□グボックスではパイ□ットトーンを使って [Output 
Signal Chain Check ] タブの Detection Interval Time じ(外の値を設定します。 


/ note A - [Calibration by Pilot Tone ...] ボタンはオンライン時のみ有効になります。 

. パイロットトーンを使わない出力の断線またはシヨートの検出については [Output Alert ] タブ 
(129 ぺージ) で設定します。 

③ Tone Settings 

スピーカーに出力するパイ□ット I -ーンの周波数と出カレベルを設定します。 


• Frequency Type 

パイ□ット I -ーンの低周波成分 (5 Hz または]日 Hz ) と高周波成分 (2 日 kHz ) の組み合わせを表 
示します。組み合わせを変更する場合は、に han 呂引ボタンをク U ックすると表示されるダイ 
ア□グボックスで変更します。 


• Pilot Tone Level 

パイ□ットトーンの出カレベルを設定します。 


③ Measure with Pilot Tone 

チヤンネルごとにパイ□ットトーンの設定をします。 

• Detection Interval Time 

上限しさい値を上回った、あるいは下限しさい値を下回ったかどラかの判断を何秒間隔で行な 
うかを設定します。ただし、 ] 回の計測にかかる時間(約日.5〜8秒）よりも短い時間を設定し 
た場合は、計測時間び有効になります。 

♦ チェックボックス 

断線またはショートしているかどうかの検出をするかしないかを設定します。 

• Detection Threshold Level 

検出するレベルの下限しさい値を設定します。設定した値を下回ると断線したと判断します。 

• Impedance Threshold Max 

検出するインピーダンスの上限しさい値を設定します。設定した値を上回ると断線したと判断 
します 0 

• Impedance Threshold Min 

検出するインピーダンスの下限しさい値を設定します。設定した値を下回るとどこかでショー 
卜していると判断します。 

• Detected Level 

現在の出カレベル値を表示します。 


• Detected Impedance 

現在のインピーダンス値を表示します。 
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参 rCalibration by Pilot ToneJ ダイア□グボックス 

パイ□ット I -ーンを用いて各チャンネルに接続されたスピーカーのインピーダンス値と検出レべ 
ルの下限しきい値を計測し 、 [Output Signal Chain Check ] タブの Detection Interval Time 
(外の設定します。 

/ note A -測定が完了するまでに最大120秒程度かかる場合があります。 

-スピーカーから超低音や超高音が出力されますのでごを意くださし、。 

-スピーカーの特性によっては、正しく測定ができなぃ場合があります。 

. アッテネーターで出力を下げていると、正しく測定ができない場合があります。 



め 


( 2 > 


み 


め 




① [Frequency Type] 

パイ□ット I -ーンの低周波成分 (5 Hz または]日 Hz ) と高周波成分 (2 日 kHz ) の組み合わせを設定し 
ます。通常は「1日 Hz ( Low ) & 20 kHz ( Hi 卽)」の組み合わせを選択してください。 

③チェックボックス 

各チャンネルに出力するパイ□ット I -ーンの周波成分を設定します。接続しているスピーカーに 
HF ドライバーび搭載されている場合は 、 Low Frequency Tone のチェックは入れないでくださ 
し、パイロット! -- ンは Speaker Processor の後ろで追加されるため、低周波成分でドライ 
ノ く一を破損させる恐れびあります。 
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第 8 章 Device Props け ies ウインドウ 


③ Calibration Start ] ボタン 

ボタンをク U ックすると、各チヤンネルに接続されたスピーカーのインピーダンス値とレベルの 
下限しさい値の計測を開始します。 

④ 「 Result 」 

計測結果と、その値から計算された Threshold の推奨値を表示します。 


Detection Threshold Level 

検出したレベルより 3 d 目低い値 

Impedance Threshold Max 

検出したインピーダンスの 2 倍 

Impedance Threshold Min 

検出したインピーダンスの半分 


/ note i | - 正常な結果が一つもない場合、グレー表示となります。 


⑥ [0K ] ボタン 

設定した項目と計測されたレベルとインピーダンスを基に 「Output Signal Check ] タブの 
Detection Interval Timeii (外の対応する項目の値を設定します。 
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Signal Path View ウインドウには、 TXn の内蔵 DSP による音声信号処理機能がモジュール化され 
たコンポーネントとして信号経路上に配置されています。 

このウインドウを階び出ずためには下の方法がありまず。 

• Detail View ウインドウ内の [Signal Path View] ボタンをクリックする。 

参 Tree View ウインドウ内の TXn を選択したあと、 [Signal Path View] ボタンをクリックずる。 

参 Tree View ウインドウのアイコンをちクリックして、 [Show] 一 [Signal Path View] 選択する。 



/ note i | - Input Redundancy モードや Power Amp モードの設定によって、信号経路の表示が変化します。 

- Gain / Sens . は Gain Setting モードの設定によって表示が変化します。 

■ 各メーター表示は、レベルを検出してリアルタイムにメーターが振れます。 

- [Device Detail View ] ボタンをクリックすると、 Detail View ウインドウの Device Detail View が表示 
されます。 

-信号経路上の 1 〜 8 のポイントは、 Output Router への出カポイントを示しています。 

- [ Limiter ] ボタンをクリックすると、 Device Properties ウインドウの [ Limiter ] タブ (125 ぺージ） が開き 
ます。 

- [ Gain / Sens .] ボタン、 [ Redundancy ] ボタン、 [Amp Mode ] ボタンをクリックすると Device Properties 
ウィンドウの [ General ] タブ (123 ぺージ) が開きます。 
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第 9 章 Si 呂 nal Path View ウインドウ (TXn のみ） 


コンポーネントエディターを開< 


コンポーネントのアイコンをク U ックすると、該当するコンポーネントエディターのウィンドウび開 
さます （138 ページ)。 コンポーネントの詳細なパラメーターは、コンポーネントエディター上で編 
集します。 



吗 Input Delay Ch A 



機能や信号のオン /オフを切り替える 

各コンポーネントや信号経路上に表示されている [ ON ] ボタンまたは [ MUTE ] ボタンをク U ックする 
と、各コンポーネントの機能やミュートのオン/オフを切り替えられます。 



/ NOTE il -クリックしても何も起こらない箇戸斤は、表示だけの機能です。 
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Signal Path View ウインドウに配置されているコンポーネントをクリックすると、コンポーネン 
トエディターウインドウが開さます。コンポーネントエディターでは、コンポーネントのパラメー 
ターを詳細に編集します。 


各部の名祝と機能 


タイトル八'一 
Snap 


エディツトボックス 

ノブ 


ボタン 



/ NOTE i\ -コンポーネントの種類によって、内容もタイトルバーに表示される名前も異なるウィンドウが開き 
ます。 


参タイトル八一 

コンポーネント名び表示されます。 

参 Snap ( スナップ） 

コンポーネントエディターのパラメーターセットを4つまで一時的に記憶でさます （14 已ぺージ)。 
ボタンをク U ックすると、パラメーターセットを切り替えます。各ボタンをドラッグして他のボ 
タンにド□ップすると、パラメーターセットをコピーでさます。ボタンをちク U ックすると表示 
されるコンテキストメニューからちコピーでさます。 

参ノブ 

ドラッグしてパラメーターを変更します。 「 Preferences 」 ダイア□グボックスのに omponent 
Editor ] タブー [Knob Mode ] の設定によって、動作び異なります (37 ぺージ)。 



/ NOTE ii -詳細な設定をするには、 [ KnobMode ] が [ Linear ] のときに < Shift > キーを押しながらドラッグし 
ます。 < Ctrl > キーを押しながらクリックすると初期値にリセットされます。 
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第 1 日 章 コンポーネントエディター （TXn のみ ) 


参スライダー 

つまみをドラッグしてパラメーターを変更します。バーに対するマウス操作の動作は、 
「 Preferences 」 ダイア□グボックスのに omponent Editor ] タブ - ►glider Mode ] で設定しま 
す (37 ぺージ)。 


バー 



つまみ 


/ NOTE ii -詳細な設定をするには、 < Shift > キーを押しながらドラッグします。 < ctrl > キーを押しながらク 
リックすると初期値にリセットされます。 


参ボタン 

ボタンにはいくつかの種類びあります。 

♦オン/オフを切り替えます。オンになると点灯します。機能によって色分けされています。 


オンのとを 



オフのとさ 


♦複数のボタンびセツトになっていて、 ] つを選択すると別のボタンびオフになります。 


オンのとを 



オフのとさ 



• 別のウインドウび開さます。カスタムコント□ールパネルには配置でさません。 

^3 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ ) 


•プルダウンメニュー 

ク U ックすると、プルダウンメニューび表示されます。 



•エディットボックス 

現在の設定値び表示されます。マウス操作やキーボードからの入力で値を変更します。値を変更 
すると、ノブやスライダーび動さます。 

• クリック 

選択されたエディットボックスは、文字び赤くなります。キーボードから入力して、値を変更 
できます。く Enter > キーを押すと入力び確定します。 



• スピンボックスでの値変更 

マウスカーソルをエディツトボックスに合わせるとスピンボックスび表示されます。 
[▲]/[▼] ボタンをク U ックすると値び増減します。 
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♦ダブルクリック 

数値び選択されます。キーボードから入力して、値を変更できます。く Enter > キーを押すと入 
力び確定します。 



• く Tab > キーでの 移動 

エディットボックスび選択されている状態でく Tab > キーを押すと、次のエディットボックス 
び選択されます。く Shift > + く Tab > キーを押すと、前のエディットボックスび選択されます。 

♦キー/マウスでの値変更 

選択されているエディットボックスはキーとマウスで値を変更でさます。 

• 上下の方向キー 

数値を増減させます。 

• く Pa 呂 eUp >+— / く Pa 呂 eDown > キー 

数値を大さく増減させます。 

• く Enter 〉 キー 

く Eriter > キーを押すと値び確定します。 

-くなかキー+く Enter > キー 

く Ct 「 l > + く Ente 「> キーを押すと、初期値に IJ セットされます。 

• 7ウスホイール 

マウスカーソルびエディットボックス上にある場合、マウスホイールを回すと数値び増減 
しふ9 〇 

• ドラッグ 

上下ち向または左ち方向にドラッグすると、数値び増減します。 

• く Esc > キー 

入力途中の値をキャンセルします。 
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•グラフ 

パラメーターをグラフィカルに表示します。パラメーターを変更すると、グラフの形び変わりま 
す。 

コント□ールポイントのあるグラフは、ドラッグして、パラメーターを変更できます。ドラッグ 
の方向び上下または左ちに限定されるコント□ールポイントは、コント□ールポイントにマウス 
カーソルを合わせ、マウスボタンを押したままにするとマウスカーソルの形び双方向矢印に変わ 
ります。矢印の向さにドラッグすると、パラメーターび変わります。 

ドラッグのち向び限定されないコント□ールポイントは、通常、コンポーネントエディター内の 
複数のパラメーターによって位置び決定します。ドラッグする向さによっては、複数のパラメー 
ターび変化します。 

グラフの中に複数のコント□ールポイントびある場合は、色分けされています。対応するノブや 
エディツトボックスの下にコント□ールポイントと同じ色のバーびあります。 


コント□ール 
ポイント 



マウス 

カーソル 


I NOTE A ■ コントロールポイントのあるグラフをカスタムコントロールパネルにコピーしても、コント 

口ールポイントは表示されません。コントロールポイントを表示するには、が応するパラメー 
夕一の操作子も コピー してください。 
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オペレーションモードとデザインモード 


コンポーネントエディターとカスタムコント□-ルパネル （171 ぺージ） には、「オペレーションモー 
ド」 と 「デヴィン f ー ド」びあります。オペレーションモードでパラメーターを変更し、デヴィン 
モードでカスタムコント□ールパネルに操作テをレイアウトします。 

オペレーション f ードとデヴィン f ードは、コンポーネントエディター/カスタムコント□ールパネ 
ルのウインドウ内をちク U ックすると表示されるコンテキストメニューで切り替えます。 [Desi 呂 n 
Mod 引でデヴィン f ー ドをオン/オフします。デヴインちードになっているとさはチェックマークび 
つさます。チェックマークびついているとさに選択するとデヴィン f ードびオフになり、オペレー 
ション f ー ドに戻ります。 

オペレーシヨンモード 




Tool Palette 


回 IH 回 I 囚因回 I 囚回囚因因囚因 E 

因回回固固□□曰圆巧因国国回 

3 

I Grid : 


/ NOTE il ■ コンポーネントエディターでは、カスタムコントロールパネルにコピーするために、操作子を選が 
できます。 < Shift >+ クリックで複数の操作子を選ができます。 


Amp Editor ■ 143 ■ 取扱説明書 




















第 1 日 章 コンポーネントエディター （TXn のみ) 


コンテキストメニュー 


ウィンドウ内でちク U ックすると表示されるコンテキストメニューは、オペレーションモードとデヴ 
イン f ー ドで異なります。また、コンポーネントエディターとカスタムコント□ールパネルでも異な 
り、ク U ックする位置によっても異なります。 


■ オペレーションモードのコンテキストゾニュー 

オペレーション f ードのコンテキストメニューに表示されるコマンドの一部は、デヴィン f ードでも 
表示されます。 


Desian Mode 


Peak Hold 卜 


I 一 Level Meter Enable 
Open Parameter Link 
Close 冉 II Echtor Windows 


Device Properties... 


参 [Design Mode] 

デヴィンモードとオペレーション f ードを切り替えます。デヴィン f ードになっているとさは、 
コマンド名の左のチェックマークびつさます。 

• [Peak Hold] 

レベル メーターのピークホール ドのオン/オフと U セツ ト します。 


• [On] 

選択するとチェックマークびつさ、ピークホールドびオンになります。チェックマークびつい 
ているとさに選択すると、オフになります。 

ピークホールドのオン/オフは Amp Editor 上だけで有効な設定です。 


♦ [Reset] 

ピークホールドを U セツトします。 

/ NOTE il -ピークホールドは、信号レベルの最大値を表示したままにする機能です。 

• [Level Meter Enable] 

レベルメーターを有効にするかどラかを設定します。 


参 [Add Parameter to Parameter Link] ( 操作子上でちクリックしたときのみ） 

パラメーター U ンクのグループを作成したり、ちク U ックした操作テのパラメーターをグループ 
に追加したりします （1 己3ページ)。 

• [Add Component to Component Link] 

コンポーネント U ンクのグループを作成したり、コンポーネントをグループに追加したりします 

(1 己3ぺージ)。 

• [Open Parameter Link] 

「Parameter Link 」 ダイア□グボックスを開きます （1 己己ぺージ)。 パラメータ ー U ンクの状態を 
確認したり、編集したりします。 
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• [Close All Editor Windows] 

すべてのエディターウィンドウを閉じます。 

参 [Device Properties …] 

Device Properties ウインドウを開きます （1 23ぺージ)。 

■ デザインモードのコンテキストメニユー 

オペレーシヨンモードのコンテキストメニューのうち 、 [Peak Hold]、[Level Meter EnabI 引び表 
示されません。 

I 一 Design Mode 

Open Parameter Link 
Close All Editor Wind o w 古 
Device Properties... 


スナップ 


コンポーネントエディターのパラメーターを一時的に記憶します。スナップボタンをク U ックする 
と、エディターのすべてのパラメーターびそのボタンに記憶されているパラメーターセットに切り誓 
わります。このとさ、切り替える前のパラメーターセットび、切り替える前のスナップボタンに記憶 
されます。また、ライブラ U —アイテム （147 ページ) を U コールすると、そのとさオンになってい 
るスナップボタンにライブラ U —アイテムのパラメーターセツトび記憶されます。 



/ NOTE ii -スナップの設定は、ライブラリーやプロジェクトフオルダーに保存されません。 AmpEditor または 
プロジェクトを終了すると、スナップの設をは消去されます。 

-スナップボタンでパラメーターセットを切り替えると、口ーカルリンクが設定されているパラメー 
夕一 は連動しますが、グローバルリンクは連動しません。 

■ スナップボタン （ [A] 〜 [D] ボタン） 

パラメーターセットを切り替えます。オン/オフ状態や、エディター起動時のパラメーターセットか 
ら変更びあるかどうかによって、ボタンの表示び変わります。 

• エディター起動時か S パラメーターセットが変更されていないボタン 

ボタンを選択すると点灯します。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


• エディター起動時とは異なるパラメーター七ットが記憶されているボタン 

パラメーターセットび変更されているボタンは、ボタン名の色び変わります。ボタンを選択する 
と点灯します。 




/ NOTE ii -シンプルなコンポーネントや Speaker Processor に含まれるコンポーネントには、スナップボ 
タンはありません。 

■パラメーターセットの記憶 

• スナップボタンの切 0 替え 

スナップボタンを切り替えたとさのパラメーターび、切り替える前のスナップボタンに記憶され 
CN 9 〇 

1 . パラメーターセットを記憶させるスナップボタン （ [A] 〜 [D]) をクリックしてオンにします。 

2 . エディター内のパラメーターを記憶させる状態にセットしまず。 

3 . ほかのスナップボタンをクリックします。 


• ライブラリーのリコール （Speaker Processor のみ） 

1 . パラメーターセットを記憶させるスナップボタンをクリックしてオンにします。 

2 . ライブラリーをリコールします。 

■パラメーター七ットの切り替え 

パラメーターセットの記憶されたスナップボタンをク U ックすると、ボタンに記憶されたパラメー 
ターセットに切り替わります。 

■パラメーターセットのコピー 

スナップボタン （[ A ] 〜 [ D ]) 間で パラメーターセッ トを コピー できます。 

参コンテキストメニューか 6 選択 

コピー元のスナップボタンをちク U ックして、コンテキストメニューからコピー先を選択します。 



• ドラッグアンドド□ップ 

同種のコンポーネント間では、ドラッグアンドド□ップでもコピーでさます。確認のメッセージ 
で[丫 es ] をク U ックするとコピーされます。 
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ライブラ IJ — 


Speaker Processor コンポーネントや8 Band EQ コンポーネントのパラメー ターセツ トをライブ 
ラ U —アイテム（ファイル）として保存します。保存したライブラ U —アイテムを読み込むと、それぞ 
れのコンポーネントのパラメーターすべてび保存したとさの状態に セツ トされます。ライブラ U —ア 
イテムの保存を「ストア」、読み込みを 「 U コール」と呼びます。 

ライブラ U —フアイルは User Library フオルダーで一括管理しています 。 User Library フオルダー 
に保存することで、プ□ジエクト保を時にライブラ U —ファイルをプ□ジエクトフオルダーにコピー 
でさます （12 ページ)。 

/ note ii - User Library フオルダーは 「 Properties 」 ダイアログボックスで設定できます （37 ぺージ ）。 


■ Speaker Processor コンポーネントライブラ U — 


Library [ RECALL ] メニユ ー 
Library [ RECALL ] ボタン 



ライブラ U - ファイルの拡張テは 「. ce 2」、「. cep 」 （セキュ U ティあり）または DME Desi 呂 ner で作 
成した] Way の Speaker Processor のライブラ U — ファイルの 「. cel 」 です。 

Library に T 日 RE ] ボタンを押して、ライブラ U —ファイル名と保存するフオルダーを指定すること 
で、ライブラ U —アイテムを保をできます。 「 Preferences 」 ダイア□グボックス (37 ページ) の 
[User Library Folder ] で指定したフオルダーに保をすれば、 Ubrary [ RECALL ] メニューにライブラ 
U —ファイル名び表示されます。プ□ジェクトを保存するとさにプ□ジェクトのフオルダーにコピー 
したライブラ U —ファイル名も表示されます。 

/ NOTE ii -ヤマハを含めた数社のスピーカー用のライブラリーアイテムが Pre-ins ね lied Library として準備され 
ています。 

-別のフォルダーを指定しても保存できます。別のフォルダーに保存したライブラリーファイルは、 
ファイルの場戸斤を指定してリコールできます。 
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■ 8 Band EQ コンポーネントライブラリー 



ライブラ u- ファイルの拡張テは、 r . ce 2 J です 。 DME Designer で作成した8巳 and EQ ライブ 
ラ U —ファイル 「. cel 」 も U コールでさます（保存はでさません） 

Library に T 日 RE ] ボタンを押して、ライブラ U —ファイル名と保存するフオルダーを指定すること 
で、ライブラ U —アイテムを保存できます。 「 Preferences 」 ダイア□グボックス (37 ページ) の 
[User Library Folder ] で指定したフオルダーに保存すれば、 Ubrary [ RECALL ] メニューにライブラ 
U —ファイル名び表示されます。プ□ジェクトを保存するとさにプ□ジェクトのフオルダーにコピー 
したライブラ U —ファイル名も表示されます。 

I NOTE il ■「. cel 」 ファイルをリコールした場合、レベルは0となります。 

- Turbosound 社の TFA 600シリーズに対■応したライブラリーアイテムが Pre-installed Library として準 
備されています。 

-別のフォルダーを指をしても保存できます。別のフォルダーに保存したライブラリーファイルは、 
ファイルの場戸斤を指をしてリコールできます。 
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■ ライブラ U —アイテムのストア 

コンポーネントのパラメーターセットをライブラ U —ファイルに保をします。 

1 . コンポーネントエディ ター の パラメーター をセットします。 

2 . コンポーネントエディターの Library [STORE] ボタンをクリックします。 

「 Store 」 ダイア□グボックスび表示されます。 

Speaker Pro 巳 essor コンポーネントの場合 



4 


3 . ファイル名を入力します。 

ファイル名びそのままライブラ U —名になります。 

/ note i | ■ Speaker Processor コンポーネントの場合は、ライブラリー名が TXn 本体ディスプレイに表 
示されます。 TXn 本体ディスプレイで表示できるライブラリー名の言語は英語のみで、20 
文字までです。 

4 . ファイルを保をするフォルダーを指定します。 

Library [ RECALL ] メニューに表示するには、フォルターを変更せずに保をします。 

I note i | -フォルダーを変更しなぃ場合は 、 User Library フォルダーに保存されます。 

5 . Speaker Processor コンポーネントの場台、必要に応じて、ライブラリーアイテムのセ 
キュリティを設定します。 

に reate a protected file (* cep ) too ] にチェックを入れたあと、 Polarity (極性)、 Level ( 
レベル)、日 thers (その他）のパラメーターごとに、 Edit (編集可)、 View (閲覧巧)、 Hide (閱 
覧不可)の中からセキュ U ティレベルを設定します。セキュ U ティを設定して保存したライブ 
ラ U —アイテムファイルは、セキュ U ティの設定を変更して保存し直すことはでさません。 

6 . [ 保存 ] ボタンをクリックします。 

に reate a protected file (* cep ) too ] にチェックび入っている場合は、セキュ U ティびか 
かった* cep ファイルと、セキュ U テイびかかっていなし^ ce 2 ファイルのこつのファイルび 
保存されます。 
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■ ライブラリーアイテムのリコール 

ストアしたパラメーターセットをコンポーネントに読み込みます。 Ubrary [ RECALL ] ボタンでライ 
ブラ U —アイテムを U コールします。ライブラ U —アイテムを U コールすると、選択されているス 
ナップボタンにパラメーターセットび記憶されます。 

1 . パラメーターセットを記憶するスナップボタン （ [A] 〜 [D]) をクリックします。 

2 . Library [RECALL] ボタンをクリックします。 

Library [ RECALL ] メニューとして、 User Library フオルダーのライブラ U - アイテム、プ 
□ジェクトのフオルダーのライブラ U —アイテム、プ U インス I -ールされているライブラ 
U —アイテムび表示されます。 

Speaker Processor コンポーネントの場合 


r 口 ||回 I 曲 1 



3 . Library [RECALL] メニューのライブラリーアイテム名（ファイル名）をクリックしまず。 

ライブラ U —アイテムのパラメーターび U コールされます。 

/ NOTE i \ - User Library フオルダーまたはプロジェクトのフオルダーソ外に保存されたライブラリーア 
イテムは、 Library [ RECALL ] メニューに表示されません。 Library [ RECALL ] メニューの 
[Open File Dialog ] をクリックし、ファイルを開くダイアログボックスから選がしてリコー 
ルします。 
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パラメーターリンク/コンポーネントリンク 


■パラゾーターリンク/コンポーネントリンクとは 

同種のノ（ラメーター（コンポーネントの操作テ)をグループにして、ノ（ラメーターを U ンクでさます。 
これを「パラメーター U ンク」と呼びます。パラメーター U ンクグループに含まれるパラメーターの 
] つを変更すると、同じパラメーター U ンクグループのパラメーターび同様に変化します。 
パラメーター U ンクと同様に、同種のコンポーネントをグループにして、コンポーネント単位でパラ 
メーターを U ンクでさます。これを「コンポーネント U ンク」と呼びます。 

パラメーター U ンク/コンポーネント U ンクには、それぞれグ□ーバル U ンクと□一カル U ンクの2 
種類びあります(パラメーター U ンク/コンポーネント U ンクと組み合わせると、合わせて4種類に 
なります)。グ□ーバル U ンクはワークスペース内のアンプのパラメーター/コンポーネント、□一 
カル U ンクは]台のアンプに含まれるパラメーター/コンポーネントを U ンクします。グ□ーバル U 
ンクは Amp Editor 上だけで有効な U ンクで、□一カル U ンクはアンプ本体のパネル操作にも有効な 
U ンクです。 

コンポーネントエデイターおよびカスタムコント□ールノ（ネルでは、ノくラメーター U ンクのグループ 
作成、グループへのパラメーターの追加びできます 。 「Parameter Link 」 ダイア□グボックスでは、 
パラメーター U ンク/コンポーネント U ンクの状態を確認したり、編集したりします。 


■グローバルリンク/□一カルリンクの特徴 

グ□ーバル U ンク/□一カル U ンクの特徴および使用用途は下のとおりです。 

参グローバルリンク 

ワークスペース内の複数のアンプで動作する U ンクです。 

* 大規模設備など、多くのアンプを Amp Editor から一括で f 二夕一/コント □ ールしたい場合な 
どに使用します。 

• Amp Editor から操作したときだけ、 U ンクして動作します。アンプ本体のパネルで操作したり 
外部機器から Uf —トコント□ールで操作したとさは、 U ンクしません。 

- U ンク設定はプ□ジェクトに保存されるので、シーンごとに切り替えることはでさません。 

参□一カルリンク 

1台のアンプの中だけで動作する U ンクです。 

-チャンネル A / 巳を常にステレオ連動させたい場合などに使用します。 

- Amp Editor から操作したとさわ、アンプ本体のパネルで操作したり外部機器から U モートコン 
卜□ールで操作したとさわ、常に U ンクして動作します。 

- U ンク設定はシーンメち U —に保存されるので、シーンごとに設定を切り替えることびでさま 
す。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ パ ラゾーター リンク巧応リスト 



グ□—バルリンク (Absolute Link のみ） 

□一カルリンク 


コンポーネントリンク 

パラメーターリンク 

コンポーネントリンク 

パラメーターリンク 

Attenuation 

— 

〇 

— 

A* 

Output Mute 

— 

〇 

— 

— 

Speaker Processor 

8 目 and EQ 

〇 

— 

〇 

(Absolute Link のみ） 

— 

4x4 Matrix Mixer 
Polarity 

Input Delay 
Oscillator 

〇 

〇 

〇 

〇 

その他 

— 

— 

— 

— 


* De ね ilView ウインドウの [ LINK ] ボタンによるチャンネル A / B 間のリンクのみ可能で、口ーカルパラメーターリ 
ンクのグループに追加することはできません。 


I NOTE i\ ■ パラメーター/コンポーネントは、複数のリンクグループに属することはできません。 

-コンポーネントリンクのグループ作成およびグループへのコンポーネントの追加は 、 Signal Path 
View ウィンドウで行ないます (136 ぺージ )。 

-アツ テネーターの口ーカルリンクは、パラメーターリンクに含まれないので、 De ね ilView ウィンド 
ウで設定します (1 16ぺージ)。 

- Speaker Processor コンポーネントでセキュリティレベルが View または Hide に設定されたライブラ 
リーアイテムをリコールしたパラメーターは、パラメーターリンクに設をできません。コンポーネ 
ントリンクは設定できます。 

■ 口ーカルリンクが設をされているパラメ ータ ー/ コンポーネントをグローバルリンクにも設をする 
場合は、同じ口ーカルリンク内の複数のパラメーター/コンポーネントをグローバルリンクに設を 
しないでください。予期せぬ動作になる可能性があります。 
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第 1 日 章 コンポーネントエディター (TXn のみ) 


■パ ラゾーター リンクの作巧 

コンポーネントエディターおよびカスタムコント□ールパネルで操作テをちク U ックすると、コンテ 
キストメニューび表示されます。 [Add Parameter to Parameter Unk]-^[Global Link]/[Local 
Link ] 一 [Add Group ] は、新しいグループを作成し、ちク U ックした操作テをグループに追加しま 
す。 

同様に、 Si 呂 nal Path View ウィンドウでコンポーネントをちク U ックすると、コンテキストメ 
ニューび表示されます。 [Add Component to Component Unk]-^[Global Unk]/[Local Link ] 一 
[Add Group ] は、新しいグループを作成し、 ] ンポーネントをグループに追加します。 



Design Mode 


Peak Hold 


L が el 


Meter Enable 


Linkl 


□ pen Parameter Link 


Local Link 


Close All Editor Windows 


— 0.0 — I 


Device Properties. 


BYPASS I BYPASS |BVPASS | BYPASS | BYPASS |BYPASS |BYPASS |BYPASS 


■ リンクグループへのパラゾーター/コンポーネントの追加 

コンポーネントエディターおよびカスタムコント□ールパネルで操作テをちク U ックすると、コンテ 
キストメニューび表示されます。 [Add Parameter to Parameter Link ] のサブメニューのコマンド 
で、パラメーター U ンクグループの作成とパラメーターの追加びでさます。種類び異なるパラメー 
ターのグループは、グレー表示になり選択でさません。 

同様に、 Signal Path View ウィンドウでコンポーネントをちク U ックすると表示されるコンテキス 
トメニューから、 [Add C 日 mponentto C 日 mponent Lin りのヴブメニューのコマンドで、コンポー 
ネント U ンクグループの作成とコンポーネントの追加びでさます。種類び異なるコンポーネントのグ 
ループは、グレー表示になり選択でさません。 

•グローバルリンク 

[Global Link ] のサブメニューには、グ□ーバル U ンクのグループ名び表示されます。グループ名 
をク U ックすると、パラメーター/コンポーネントびグループに追加されます。 



/ NOTE il -パラメーター/コンポーネントは 1 つのグループだけに属することができます。また、同種の 
パラメ ーター/コンポーネントのみをグループにできます。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


参□一カルリンク 

[Local Link ] のサブメニューには、□一カル U ンクのグループ名び表示されます。グループ名を 
ク U ックすると、パラメーター/コンポーネントびグループに追加されます。 



/ NOTE il ■ 口ーカルリンクが設定されているパラメ ータ ー/ コンポーネントをクローバルリンクにも設定 
する場合は、同じ口ーカルリンク内の複数のパラメーター/コンポーネントをグローバルリン 
クに設をしないでください。予期せぬ動作になる可能性があります。 



グ□ーバルリンク 


•複数の操作子の追加 

デヴィンモードでは、く Shift > キーを押しなびらク U ックすることで、複数の操作テを選択でき 
ます。複数の操作テを選択しておくと、同時に複数のパラメーターをグループに追加でさます。 
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第 1 日 章 コンポーネントエディター （TXn のみ) 


■ rParameter LinkJ ダイアログボックス 

パラメーター U ンク/コンポーネント U ンクの状態を確認したり、編集したりします。 

メインパネルウィンドウのに ystem ] メニユーの [Parameter Link ] をク U ックすると、 
[Parameter LinkJ ダイア□グボックスび表示されます。コンポーネントエディターやカスタムコ 
ント□—ルパネルのコンテキストメニューから [Open Parameter Link ] を選択して表示することも 
でさます。 


リンクグループリスト 



• [Global Parameter し ink]/ [ し ocal Parameter し ink]/[Global Component 
し ink]/ [ し ocal Component し ink ] ボタン 

ウィンドウの表示を切り替えます。 

• Global Parameter Link 

ワークスペース内にある複数のアンプのパラメーターに対して U ンクします。 

• Local Parameter Link 

1台のアンプのパラメーターに対して U ンクします。 

• Global Component Link 

ワークスペース内にある複数のアンプの同種のコンポーネントに対して U ンクします。 

• Local Component Link 

1台のアンプの同種のコンポーネントに対して U ンクします。 
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第 1 日章コンポーネントエディター ( TXn のみ) 


参リンクグループリスト 

U ンクグループの U ストび表示されます。 U ンクグループとグループに属するパラメーター/コ 
ンポーネント/アンプび階層表示されます。 

ク U ックすると、 U ンクグループに属するパラメーター/コンポーネント/アンプび選択されま 
す。 


• リンクグループ名 

U ンクグループ名の左の [+]/[-] をク U ッ クすると、 U ンクグループの下層を表示/非表示し 
ます 0 

U ンクグループ名を選択し、 く Delete 〉 キーを押すと、 U ンクグループび削除されます。 U ン 
クグループ名をちク U ックすると表示されるコンテキストメニューの [Delete] でも削除でき 
ます。 


♦アンプアイコン 

U ンクグループに属するパラメーター/コンポーネントを含むアンプび表示されます。アンプ 
アイコンの [+]/[-] でコンポーネントを表示/非表示、コンポーネントの [ + ]/[-] でパラ 
メーター、 Min (最小値)、 Max (最大値）を表示します。 

アンプ/コンポーネント/ノ（ラメーターをちク U ックすると表 7 J \ されるコンテキストメニュー 
で、選択したアイテムを U ンクグループから削除することわでさます。 


• Link 

ク U ックするとオン/オフできます。オフにすると、パラメーター U ンクを無効にすることび 
でさます。コンポーネント U ンクでは、グループ名をちク U ックすると表示されるコンテキス 
トメニューで一斉にオン/オフでさます。 


• Type 

パラメーター間のオフセツト動作に関する設定をします。 

• Absolute Link 

グループ 内のどれかの パラメーターを 編集した時点で、 グループ 内のすべての パラメー 
ターび同じ値になる U ンク設定です。 

• Relative Link 

グループ 内のどれかの パラメーターを 編集したとさ、他の パラメーターは オフセット維 
持したまま値び変更される U ンク設定です。 


Keep Offset [ ON ] :グループ内のどれかのパラメーターび最小値/最大値になると、 
それじ(上ノ くラメーターび変更できません。日 n / Off などのパラ 
メーターは、 Keep 日 ffset 加に設定できません。 

Keep Offset [ OFI =] :ループ内のどれかのパラメーターび最小値/最大値になっても、 
ノ くラメーターび変更できます。 


/ NOTE ii - Speaker Processor と8 Band EQ は Relative Link に設定できません。 


コンポーネント U ンクでは、グループ名をちク U ックすると表示されるコンテキストメニュー 
で一斉に設定でさます。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （TXn のみ) 


コンポーネントガイド 


■ Slot Input Gain 

ス□ット入力の各チヤンネルり〜] 6) のゲインを -24 〜+24服の範囲で設定します。 

ス□ット入力とアナ□グ入力のレベルを合わせるために使用します。 

/ note ii - lnputRouter(158 ぺージ） の Snap と連動しています。 Snap を切り換えるとゲインもその Snap での 
設を値に切り替わります。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ Input Router/Output Router (ルーター） 

Input Router はス□ット入力（チヤンネル]〜] 6) からアンプ入力（チヤンネル1〜 2) へのルーテイ 
ング 、 Output Router は出カポイント（チヤンネル]〜 8) からス□ット出力（チヤンネル]〜] 6) へ 
のルーテイングを設定します。 

1つの出力には]つの入力のみ割り当てることびでさます。]つの入力を複数のチヤンネルに出力で 
さますび、複数の入力を]つのチヤンネルには出力でさません。つまり、分配はでさますび、ミキシ 
ングはでさません。 

/ note i | - OutputRouter への入力には4種類の出カポイントがあります。出カポイントについて詳しくは、 
「Signal Path View ウィンドウ」 （1：36ぺージ） をご参照ください。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


•ルーテイングの設定 

入カチャンネルと出カチャンネルび交差する位置でク U ックして、割り当てを変更します。セル 
にカーソルを合わせると、入出カチャンネルび八イライトして、青色の線び表示されます。ク 
U ックすると、その位置のルーテイングび設定されます。ク U ックした入カチャンネルに別の出 
カチャンネルび割り当てられていた場合は、元の割り当ては解除されません。ク U ックした出力 
チヤンネルに別の入カチヤンみレび割り当てられていた場合は、元の割り当ては解除されます。 



クリック 


琴 


別の入カチャンネルは解除 

•ルーテイングの解除 

ルーテイングを示す「•」をク U ックすると、ルーテイングび解除されて「•」び消えます。 
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• 


クリック 



Polarity (做目反拓） 

信号の位相反転を設定します。ボタンをオンにすると、位相び反転します。 


岛一 


4x4 Matrix Mix... I □ )l 回] 店 >1 


[ 4x4 Matrix Mixer : 


I NORMAL 


化 5 丄小丄8 • 9刺11 1 1£ r 31141151161 




「日国国国国□国国国 
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第 1 日章コンポーネントエディター ( TXn のみ) 


■ 4 X 4 Matrix Mixer (マトリクスミキサー） 

入カチヤンネルと出カバスを マト U クス状に配置した4入力4出力のミキサーです。入カチヤンネル 
ごとに独立してバランスを調整します。 

縦に入カチヤンネル、横に出カチヤンネルび並んでいます。各入カチヤンネルから各出カバスへの才 
ン/オフを設定します。 




セクション 

パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

Input Master 

Level 

_〇〇〜+1日服 

各入カチヤンネルのレべ;*レを設定します。 

② 

Cross Point 

ON 

On/Off 

各ク□スポイントへのミックスのオン/オフを設定 
します。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ 8 Band EQ /6 Band EQ (パラゾトリックイコライザー） 

指定した周波数の信号をブースト/カットするパラメト U ックイコライヴーです。入力部には8バン 
ドイコライヴー 、 Speaker Processor 部には6バンドイ]ライヴーびあります。 

/ note A ■ 「. cep 」 （セキュリティ あり）のファイルをリコールした場合は、その設定に応じて画面表示が切り 
替わります。 



6 Band EQ 



③ 


<4) 


<D 


<D 


<z) 


<D 
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第 1 日 章 コンポーネントエディター （TXn のみ) 



パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

Library に TORE ] 

— 

イコライヴーのライブラ U —をストアします。 

ファイルの拡張子は r . ce 2 J です。 

② 

Library [ RECALL ] 

— 

イコライヴーのライブラ U —を U コールします。 
ファイルの拡張子は r . ce 2 J または r . celj です。 

⑤ 

PEQ 特性 

— 

イコライヴーの効果をグラフに表示します。 

コント□ールポイントをドラッグしてパラメーターを 
変更します。 

④ 

Type 

PEQ ， 

LSHELF 目服/ Oct , 
LSHELF 12服/0な， 
H.SHELF 6服 / Oct 
H.SHELF ] 2 d 巨 / Oct 
HPI =， LPI=，APF 1 st , 
APF 2 nd , Horn EQ 

フィ J レターのタイプを選択します。 

8 Band EQ では 、 APF ] st、APF 2 nd、 Horn EQ は 
選択できません。また、8目 and EQ の両端 iU 外の周波 
数帯域では、タイプを選択できません ( PEQ 固定)。 

⑥ 

Q 

0.1-63.0 

各周波数帯域の幅を設定します。 

⑥ 

Freq . 

20 Hz 〜 20 kHz 

各周波数帯域の中必周波数を設定します。 

⑦ 

Gain 

-18 服〜 +18 服 

変化させる周波数のレベルを設定します。 

⑧ 

BYPASS 

On/Off 

各周波数帯域のバイパスをオン/オフします。 

⑨ 

PEQ ON 

On/Off 

イコライヴー全体のオン/オフを切り替えます。 


参フイルターの タイプ 

レベル変化の曲線のタイプび複数用意されています。 [ Type ] ボタンをク U ックし、メニューから 
タイプを選択します。 


• PEQ 

一般的なパラメト U ツクイコライヴーです。 

• LSHELF (Low Shelving) 

低い周波数は減衰せず、カツトオフ周波数付近から高い周波数に向かって一定の割合で減衰し 
ます。 [6 服/ Oct ] と [12 服/ Oct ] は、オクターブあたりの減衰量を設定します。 

• H.SHELF (High Shelving) 

高い周波数は減衰せず、カツトオフ周波数付おから低い周波数に向かって一定の割合で減衰し 
ます。 [6 服/ Oct ] と [12 服/ Oct ] は、オクターブあたりの減衰量を設定します。 

• HPF (High Pass Filter) 

低い周波数び、ゆるやかに （1 2服/ Oct ) 減少する曲線になります。 

• LPF (Low Pass Filter) 

高い周波数び、ゆるやかに （1 2服/ Oct ) 減少する曲線になります。 
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第 1 日章コンポーネントエディター ( TXn のみ) 


• APF (All Pass Filter) 

すべての周波数範囲の信号を通過させ位相だけを変化させるフィルターです。主にク□スオー 
バー帯域での位相整合のために使用します。 APF 1 st では、設定した周波数において位相び 
9ぴ回転し、全帯域で見るとぴから18ぴまで回転します。 APF 2 st では、設定した周波 
数において位相び]8ぴ回転し、全帯域で見るとぴから36ぴまで回転します。 APF 2 nd 
は Q の設定び可能です。 


• Horn EQ 

□□(Constant Directivity : 定指向性)ホーンスピーカーは、高域のレベルび□—ルオフする特 
性を持ちます。 Horn EQ は、この特性を補正するイコライヴーです。そのため Gain は日服 
上、 Frequency は己日日 Hzii (上に限定されています。 


■ Delay (ディレイ） 

信号の遅延を設定します。遅延時間は、ミ U 秒、サンプル、メートル、フィートで指定でさます。入 
力部と Speaker Processor 部の2箇所にあります。 




パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

Delay 

ms : 〇〜己 00 

(入力部は日〜]，3日日） 

SAMPLE : ヴンプ U ング周波 
数によって異なります。 

METER : 日〜171.8 
(入力部は日〜 446.7) 

FEET : 日〜563.6 

(入力部は日〜146己 4) 

ディレイタイムを設定します。 

エディットボックスび 2 つあり、上段はミ U 秒、下 
段は [Delay Scale ] で選択した単位で表示されま 
す。 

② 

ON 

On/Off 

ディレイをオン/オフします。 

⑤ 

Delay Scale 

ms 

SAMPLE 

METER 

FEET 

ディレイタイムの設定単位を選択します。選択され 
ているボタンび点巧し、 [ Delay ] の下段のエディッ 
トボックスの単位び変わります。 


/ NOTE A - DelayScale はパラメーターリンクに対■応していません。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ Oscillator (オシレーター） 


モノチヤンネルのオシレーターです。正弦波、ピンクノイズ、バーストノイズを発生させます。 




セクション 

パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

Wave Form 

Sine 

1 OOHz ,1 kHz , 

1 OkHz，Vari 

発生させる周波数/波形を選択します。に in 引と 
[ Noise ] の目つのボタンのうち]つだけを選択で 
さます。 

② 

Noise 

Pink , Burst 

⑤ 

Frequency 

20 Hz 〜 

SOkHz 

に ine ] の [ Vari ] を選択したときに、発生させる 
正弦波の周波数を設定します。 

④ 

Output 

Level 

-oo 〜 ±0 服 

出力信号レベルを設定します。 

⑥ 

ON 

On/Off 

オシレーターのオン/オフを切り替えます。 


参ピンクノイズ 

音響測定に使用される基準信号のことです。2日 Hz 〜 20 kHz までの周波数帯域で、周波数び2倍 
になるとエネルギーび]/2になります。どの周波数帯域でわ音の大ささび同じになっています。 

参バーストノイズ 

ピンクノイズを断続的に出力します。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ Speaker Processor (スピーカープ□セツサー） 

Speaker Processor コンポーネント全体の位相特性とレベル特性を表示します。また 、 Speaker 
Processor ライブラ U - アイテムをストア/ U コールします。 

Graph Visible 内の [ DELA 丫] /[ PEQ ] ボタンで、 Delay および PEQ の特性をグラフに反映させるか 
どうかを設定します。 

画面下部にあるコンポーネントのアイコンをク U ツクすると、対応するコンポーネントエディターび 
開さます。 

/ note ii ■「. cep 」 （セキュリティ あり）のファイルをリコールした場合は、その設定に応じて画面表示が切り 
替わります。 


Level Pol . K -0 ve 「 Dela 

圓间 I 圓 p 旺 


\ Speaker Processor 




■ Level ( レベル） 

信号レべ J レを- 〇〇〜 +1 日 d 巳の範囲で調節します。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ Crossover (クロスオーバ ー） 

信号に八イパスフイルターと□ーパスフイルターをかけて、特定の周波数帯域のみを通過させます。 




パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

Type 

Thru 
目服/ Oct 

12 服/ Oct AdjustGc 

12 服/ Oct Butrwrth 

1 Sd 目/ Oct Bessel 

12dB/ 日 ct Linkwitz 

18 服/ Oct AdjustGc 

18 服/ Oct Butrwrth 

18 服/ Oct Bessel 
24dB/0ct AdjustGc 
24dB/0ct Butrwrth 

24d 目/ Oct Bessel 
24dB/ 日 ct Linkwitz 

36 服/ Oct AdjustGc 

3 目服/ Oct Butrwrth 

36 服/ Oct Bessel 

48 服/日 ct AdjustGc 

48 服/日 ct Butrwrth 

48 服/ Oct Bessel 

48 服/日 ct Linkwitz 

HPF/LPF ごとに、オクターブあたりの減衰幅とフィル 
タータイプを選択します。 

[Thru] を選択するとフィ j レターはかかりません。 

② 

Frequency 

20Hz 〜 20kHz 

HPF/LPF ごとに、カットオフ周波数を設定します。 

⑤ 

Gc 

-6 服〜 +6 服 

[Type] に [AdjustGcKAdjustable Gc) を選択したとき 
に、カットオフ周波数のゲインを設定します。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ Limiter ( US ッター） 

スレツショルドを超えた信号を00:1で圧縮し、スレツショルドレべルより大さい信号び出力される 
のを防ざます。 




パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

U ミッター ffl 線 

— 

US ッター効果をグラフに表示します。横軸び入力信号 
レベル、縦軸び出カレベルを表します。 

② 

GR メーター 

— 

ゲイン U ダクションの減衰量を表示します。 

⑤ 

OUT メーター 

— 

出力信号レべ J レを表示します。 

④ 

Threshold 

-54 服〜±0服 

しきい値を設定します。 

⑥ 

Attack 

FAST ， MID , SLOW , 
MANUAL (日〜に日 ms ) 

アタックタイムを設定します。 MANUAL 選択時は、そ 
の下に表示されるノブでアタックタイムを設定します。 
Fast / Mid / Slow 選択時は 、 Speaker Processor のク 
□スオーバーの HPF のカットオフ周波数に合わせてお 
およそ下のように自動的に設定されます。 

Fast :カットオフ周波数の]/4波長 

Mid :カットオフ周波数の]/2波長 

Slow :カットオフ周波数の]波長 

⑥ 

Release 

FAST ， MID , SLOW , 

MANUAL 

(44.1 kHz : 6 ms 〜 46 s ， 
48 kHz : 己 ms 〜 42.3 s ， 
88. SkHz : 3 ms 〜 23 s ， 
96 kHz : 3 ms 〜 S ]. Is ) 

UU —スタイムを設定します。 

[ FAST ]、[ MID ]、 に L 日 W ] では U ミッターに入力され 
る音声の最長波長を元に自動的に最適な値び設定されま 
す。 MANUAL 選択時は、その下に表示されるノブで U 

U —スタイムを設定します。 Fast / Mid / Slow 選択時 
は 、 Speaker Processor のク□スオーバーの HPF の 
カットオフ周波数に合わせておおよそ iU 下のように自動 
的に設定されます。 

Fast :カットオフ周波数の4波長 

Mid :カットオフ周波数の8波長 

Slow :カットオフ周波数の] 6波長 

⑦ 

ON 

On/Off 

IJ ミッターをオン/オフします。 


/ NOTE ii -アプリケーシヨンソフト DME Designer で作成した Speaker Processor コンポーネントのライブラ 
リーを Speaker Processor Library Converter で変換してリコールした場合、 TXn アンプに最適な設 
をに変換するため、リミッターのしきい値を元の設定値にがして一律 +6 dB 上げています。 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 


■ I / O カード 

ス□ットに挿入されたデジタル1/日カードの入出カモードを設定します。カードの種類によって、表 
示されるパラメーターは異なります。 AD カードや DA カードにはエディターびありません。 


/ note i | - MY 16- CII 力ードのエディターについては、 169ぺージ をご参照ください。 

- MY 16- ES 64 などの EtherSound 力ードのエディターでは、ルーティングなどの EtherSound 設定は 
できません。 EtherSound 設をは、 AuviTran 社のソフトウ エア AVS - ESMonitor で設定:してく ださし、。 




パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

Input Format 

DOUBLE SPEED ， 
DOUBLE CHANNEL 
SINGLE 

ノ V イヴンプ U ングレート (88.2/96 kHz ) 時の入カモー 
ドを選択します。 

デジタル I / O カードび一つのフォーマツトにしか対応 
していない場合は、表示のみ行ないます。 

② 

Output Format 

DOUBLE SPEED , 

DOU 巳 LECHANNEL 
SINGLE 

ノ V イヴンプ U ングレート (88.2/96 kHz ) 時の出カモー 
ドを選択します。 

デジタル I / O カードび一つのフォーマツトにしか対応 
していない場合は、表示のみ行ないます。 

③ 

Sampling Rate 

Converter 

(M 丫 8- AE 96 S のみ） 

On/Off 

ヴンプ U ングレートコンノ くーターをオンにします。 


DOUBLEFS 

On/Off 

オンにすると MY カードからのワードク□ツクのス 
ピードび2倍になります。このカードびワードク□ツ 
クのマスターに設定されているときのみ表示されます。 


• Input Format/Output Format 

八イヴンプ U ングレート (88.2/96 kHz ) で動作しているときに、ス□ットに装着されたデジタル 
I / O カードで信号を送受信する方法を、次の中から選択します。 

• Double Speed 

ノ V イヴンプ U ングレート (88.2/96 kHz ) で動作する機器を接続して、ノ V イヴンプ U ングレー 
卜のオーディオ信号をそのまま送受信するための設定です （ この設定び選べるのは、 96 kHz 対 
応のデジタル I /日 力ー ドに限られます)。 


• Double Channel 

従来の 44. 1 /48 kHz で動作する機器を接続して、ノ V イヴンプ U ングレート (88.2/96 kHz ) の 
オーディオ信号を扱うための設定です。動作周波数の半分のヴンプ U ングレート (44.1/ 
48 kHz ) の信号を2チヤンネル分合わせて、八イヴンプ U ングレートのモノラル信号として送 
受信します（使用でさるチャンネル数は、半分になります)。 
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第 1 日 章 コンポーネントエディター （TXn のみ) 


• Single 

従来の 44.1/48 kHz で動作する機器を接続して、チャンネル数をそのままにして送受信する 
ための設定です。デジタル1/日カードの各チャンネルでヴンプ U ングレートを変換し、動作周 
波数の半分のヴンプ IJ ン グレー ト (44.1 /48 kHz ) で送受信します （ この設定び選べるのは、 
96 kHz 非対応のデジタル1/0力ードに限られます)。 


■ MY 16 -CII 

ス□ットに挿入された M 丫1 6- CII 力ードの入出カモードや CobraNet のバンドルなどを設定します。 



も! MY 16 -CII - 曰 : TX 日 n |_ 口 1 广 回 J 口 | 



の 


③ 




< 4 ) 






< 7 ) 



< 8 ) 
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第 1 日章コンポーネントエディター （ TXn のみ) 



セクション 

パラメーター 

設定節囲 

機能 

① 

Setting from this Editor 

DISABLE , ENABLE 

DISA 目 LE を選択すると CobraNet 経 
由での設定び優先され、 ENABLE を 
選択すると Amp Editor の設定び優先 
されます 

② 

High Sampling 
Mode 

Input Format 

DOUBLE CHANNEL 
SINGLE 

ノ V イヴンプ U ングレート （88. S / 
96 kHz ) 時の入出カモードを選択しま 
す。 

Output Format 

⑤ 

Bundle 

Number 

Input 

0-65279 

入カバンドル番号を設定します。 

Output 

出カバンドル番号を設定します。 

④ 

Serial Channel 

Rx 

日 Fl =，] 〜 1 己 

受信側のシ U アルチャンネ J レを設定し 
ふ9 〇 

Tx 

送信側のシ U アルチャンネ J レを設定し 
ふ9 〇 

⑥ 

Bit Length 

剧 T OFF 

16 bit 

20 bit 

24 bit 

出力時のビットレートを設定します。 
[ BIT 日 FF ] に設定するとミュートされ 
ふ9 〇 

⑥ 

Latency 

己. 33 ms 

2.67 ms 

1.33 ms 

遅延を設定します。 

⑦ 

ADVANCED SETTINGS 

— 

[Advanced Settings 」 ダイア□グ 
ボックスを開さます。 


*1 CobraNet Manager などを使って CobraNet 経由で設定を行なう場合は、 D に ABLE を選がしてくださし、。 
E N ABLE を選がすると誤設をの原因になる場合があります。 



セクション 

パラメーター 

設定節囲 

機能 

⑧ 

Channel per 
Bundle 

Input 

1 ，2, 4, 8 

入力1バンドルあたりのチヤンネル数 
を設定します(* 2 )。 

Output 

出力]バンドルあたりのチヤンネル数 
を設定します^"^2)。 

⑨ 

Conductor Priority 

Auto , 〇〜 2 己己 

コンダクターになる優先順位を設定し 
ます。2己己にすると優先順位び一番 
高くなります。 


*2 設定によっては使用可能なチャンネル数が少なくなります。詳細は 「 MY 16- CII 取扱説明書 」をご貴くださ 

い。 


/ NOTE ii - CobraNet について詳細は、 「 MY 16- CII 取扱説明書」や 「CobraNet Manager Lite for YAMAHA 取扱 
説明書」をご K くださし、。 
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Detail View ウィンドウやコンポーネントエディターの操作子をレイアウトして、カスタムコント 
□ールパネルを作成します。カスタムコント□ールパネルの操作テは、ちとの操作テと連動してい 
て、カスタムコント□-ルパネルでパラメーターを変更ずれば 、 Detail View ウィンドウやコン 
ポーネントエディターのパラメーターも同様に変わります 。 Detail View ウィンドウやコンポーネ 
ントエディターでパラメーターを変更ずれば、カスタムコント□ールパネルの操作テのパラメー 
ターも同様に変わります。 

パラメーターを変更する頻度の高い操作子だけを配置して、コンパクトなコント□ールパネルを作 
成できます。また、複数のコンポーネントの操作テを、1つのカスタムコント□ールパネルに配置 
して、1つのウィンドウか5複数のコンポーネントのパラメーターを変更できまず。 

[■System View Creator 」 ダイア□グボックス （94 ぺージ） で、複数のアンプの主要な操作子だけ 
をマトリクスがに配置したカスタムコント□ールパネルを簡単に作成ずることもできます。 



画 


1127.21 


■ 阿 aniH 回 □□□□□□□□□ 

因 回回固固 I □□田 团巧囚 I 国国回 H lEIEI 


カスタムコント□-ルパネルは、メインパネルウィンドウの [ View ] メニュ ー- ^に ustom Control 
Panel ] -►[NewCustom Control Panel ] で作成します。作成したカスタムコント□—ルパネルは 
[ View ] メニュ——►に ustom Control Panel ] のヴブメニューに表示され、選択するとウインドウび 
開さます。 
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第 11 章カスタムコント□ールパネル 


カスタムコント□—ルパネルの新規作ぶ 

メインパネルウィンドウの [ View ] メニュ——►に ustom Control Panel ]-► [NewCustom Control 
Panel ] をク U ックすると 、 「New Custom Control 」 ダイア□グボックスび表示されます。 

[ Nam 引ボックスにカスタムコント□ールパネル名を入力し、[日 K ] ボタンをク U ックすると、新規 
のカスタムコント□ールパネルを作成します。 


斟 New Custom Control 



Name || 

r Somatic 己 Ify open this panel on startup 

Cancel 


OK 


オペレーションモードとデザインモード 


コンポーネントエディターとカスタムコント□ールパネルには、「オペレーションモード」と「デヴ 
イン f ー ド」びあります。オペレーション f ー ドでパラメーターを変更し、デヴィン f ー ドでカスタ 
ムコント□ールパネルに操作テをレイアウトします。 

オペレーション f ー ドとデヴィンモードは、カスタムコント□ールパネル/コンポーネントエデイ 
夕一 /Detail View ウインドウ / Signal Path View ウインドウのウインドウ内でもク U ックすると表 
示されるコンテキストメニューで切り替えます。 [ Desi 呂 n Mode ] でデヴィンモードをオン/オフし 
ます。デヴィンモードになっているとさはチェックマークびつさます。チェックマークびついている 
とさに選択するとデヴィン f ードびオフになり、オペレーション f ー ドに戻ります。 
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第 11 章カスタムコント□ールパネル 


コンテキストメニュー 


ウィンドウ内でちク U ックすると表示されるコンテキストメニューは、オペレーションモードとデヴ 
イン f ー ドで異なります。 

■ オペレーシヨンモードのコンテキストメ ニユー 

オペレーションモードのコンテキストメニューに表示されるコマンドの一部は、デヴィンモードでも 
表示されます。 



参 [Design Mode] 

デヴィンモードとオペレーションモードを切り替えます。デヴィンモードになっているとさは、 
コマンド名の左のチェックマークびつさます。 

• [Peak Hold] 

レベルメーターのピークホールドのオン/オフと U セツトします。 


• [On] 

選択するとチェックマークびつさ、ピークホールドびオンになります。チェックマークびつい 
ているとさに選択すると、オフになります。 

ピークホールドのオン/オフは Amp Editor 上だけで有効な設定です。 


♦ [Reset] 

ピークホールドを U セツトします。 

/ note i | -ピークホールドは、信号レベルの最大値を表示したままにする機能です。 

• [Level Meter Enable] 

レベルメーターを有効にするかどラかを設定します。 


参 [Add Parameter to Parameter Link] ( 操作子上でちクリックしたとき） 

ちク U ックした操作テのパラメーターをグループに追加したり、パラメーター U ンクのグループ 
を作成したりします （ 1已3ページ)。 

• [Open Parameter Link] 

「Parameter Link 」 ダイア□グボックスを開きます （1 己己ページ)。 パラメーター U ンクの状態を 
確認したり、編集したりします。 

• [Close All Editor Windows] 

すべてのエディターウインドウを閉じます。 


Amp Editor ■ 173 ■ 職説明書 












第 11 章カスタムコント□ールパネル 


■ デザインモードのコンテキストゾニュー 

コンテキストメニューの内容はちク U ックする場所やその操作テの状態により変化します。 



• [Display Order] ( 操作子上でちクリックしたとき ) 

選択されている操作テの表示順序を変更します。 

♦ [Top] 

最前面に移動します。 

• [Bottom] 

最背面に移動します。 


• [Front] 

1つ前面に移動します。 


• [Back] 

1つ背面に移動します。 

参 [Properties …]( 操作子上でちクリックしたとき） 

ちク U ックした操作テのプ□パティダイア□グボックスを開さます （184 ページ)。 

参 [Tab Order] 

カスタムコント□ールパネルで < Tab > キーを押したとさに、エディットボックスを移動する順序 
を表示します。コマンドを選択すると、エディットボックスに数字び表示されます。タブ順序を 
変更する手順については、 「タブ順序の変更」 （196 ページ） をご参照ください。 

• [Custom Control Panel Setting] 

カスタムコント□ールパネルのサイズや背景を変更します （197 ページ)。 

• に onvert] ( ノブまたはスライター上でちクリックしたとま） 

選択されている操作テを Knob (ノブ)または Slider (スライダー)に切り換えます (183 ぺージ)。 
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第 11 章カスタムコント□ールパネル 


編集パレット 


編集パレットは、デヴィン f ードでカスタムコント□ールパネルびアクティブになると自動的に表示 
されます。カスタムコント□ールパネルを編集するためのコマンドび用意されています。カスタムコ 
ント□ールパネルを移動すると、編集パレットも一緒に移動します。デヴィンモードをオフにすると 
非表示になります。 


操作テの整列 


[Design Mode Off ] ボタン 

[ Redo ] ボタン 


に opy ] ボタン 


[ Undo ] ボタン 


[Tool Palette] 


に ut ] ボタン 


[Align Left ] ボタン（左揃え） 

[ Horizontal/Center Align ] ボタン(左ち中央揃え） 

[Align Ri 旨 ht ] ボタン（も揃え） 

[Align To Top ] ボタン(上揃え） 

[ Vertical/Center Align ] ボタン（上下中央揃え） 
[Align To 目 ottom ] ボタン(下揃え） 


[ Paste ] ボタン 


[Align Horizontally ] ボタン 
(左ちに整列） 


[Align Vertically ] 
ボタン(上下に整列） 


LJUI 田 I 画〇画面因幽化 g 」 

Ejj EPI Ei ¢1 Q El B E3 O El S3E 目甲 


[ Line ] ボタン 

旧 ox ] ボタン 


[ Picture ] 

ボタン 


[ Text ] ボタン 
[ Ellipse ] ボタン 


[Edit Box ] 
ボタン 


[ Slider ] ボタン 
[ Knob ] ボタン 


[ Button ] ボタン 


[ Close ] ボタングリッド設定 
EoloMode Button ] ボタン 
[Online 目 utton ] ボタン 
|；Scene Store 目 utton ] ボタン 
[Scene Recall Button ] ボタン 


参 [Design Mode Off ] ボタン 

デヴィンモードをオフにします。 

参 [Undo] ボタン / [Redo ] ボタン 

操作を取り消し/再実行します。 


• に ut] ボタン / に opy ] ボタン 

選択した操作テをカツト/コピーします (183 ページ)。 

参 [Paste ] ボタン 

カツトした操作テをペーストします （183 ページ)。 
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第 11 章カスタムコント□ールパネル 


参操作子の整列 

選択されている複数の操作テの位置を揃えます。 


• [Align Left] ボタン（左揃え） 

選択されている操作テの中で、一番左にある操作テの左端に整列します。 

• [Horizontal/Center Align] ボタン（左ち中央揃え） 

選択されている操作テを左ち中央に整列します。 

• [Align Right] ボタン（ち揃え） 

選択されている操作テの中で、一番ちにある操作テのち端に整列します。 

• [Align To Top] ボタン（上揃え） 

選択されている操作テの中で、一番上にある操作テの上端に整列します。 

• [Vertical/Center Align] ボタン（上下中央揃え） 

選択されている操作テを上下中央に整列します。 


• [Align To Bottom] ボタン（下揃え） 

選択されている操作テの中で、一番下にある操作テの下端に整列します。 

• [Align Horizontally] ボタン（左ちに整列） 

3つ上の操作テを選択しているとさのみ使用でさます。 

左ち均等配置になります。一番左の操作テと一番ちの操作テの位置は変更せず、間にある操作 
テを等間隔に整列します。操作テと操作テの間の空間び同じになります。 

• [Align Vertically] ボタン（上下に整列） 

3つ(上の操作テを選択しているとさのみ使用でさます。 

上下均等配置になります。一番上の操作テと一番下の操作テの位置は変更せず、間にある操作 
テを等間隔に整列します。操作テと操作テの間の空間び同じになります。 

参 [ Line ] ボタン 

線を配置します。 

参 [ Box ] ボタン 

四角を配置します。 

参[曰 lipse ] ボタン 

だ円を配置します。 

参 [ Text ] ボタン 

テキストボックスを配置します。 

参 [ Picture ] ボタン 

画像ファイルを配置します。 

参 [ Button ] ボタン 

トグルボタンを配置します。 

参 [ Knob ] ボタン 

ノブを配置します。 
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参 [Slider ] ボタン 

スライダーを配置します。 

参 [Edit Box ] ボタン 

エディットボックスを配置します。 

• [Scene Recall Button ] ボタン 

Scene Recall ボタンを配置します。 

参 [Scene Store Button ] ボタン 

Scene Store ボタンを配置します。 

参 [Online Button ] ボタン 

オンラインボタンを配置します。 

参 [Solo Mode Button ] ボタン 

Solo Mode ボタンを配置します。 


• に lose ] ボタン 

プ□ジェクト終了ボタンを配置します。 

•グリッド設定 

操作テを配置するとさは、グ U ッドに揃えられます。グ U ッドの間隔を設定します。 

[▼] ボタンをク U ックすると、メニューび表示されます。設定するグ U ッド間隔をク U ックしま 
す。[日 FF ] を選択すると、グ U ッドびオフになります。 

I note i| - グリッドがオンになっている ([OFF]i^ ソ外のグリッドを選がしている）ときは、グリッド位置に 
合っていない操作子をドラッグしただけで、おくのグリッドに揃えられます。 

コンポーネントエディターから複数の操作子を一度にコピーして配置が整っている場合は、グ 
リッド間隔が合わないと、ドラッグしただけで配置が崩れてしまうこともありますので、ごを 
意ください。 

また、カスタムコントロールパネルで配置を整えてからグリッド間隔を変更した場合、整列ボ 
タンで配置を整えた場合も、グリッドと合わない位置に操作子が配置されています。グリッド 
と合っていなし、操作子があるときは、グリッドを [OFF] にします。 
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操作子の配置 


デヴィンモードで操作テを配置します。デヴィンモードのオン/オフは、カスタムコント□ールパネ 
ル/コンポーネントエデイター /Detail View ウインドウ / Signal Path View ウインドウでちク U ッ 
クすると表示されるコンテキストメニューの [ Desi 呂 n Mod 引で切り替えます。操作テの配置は、コ 
ンポーネントェデイター /Detail View ウインドウからドラッグするか、コピ ー& ぺーストします。 


スライダー プルダウンメニュー 

ノブ エディットボックス ボタンテキスト 図形 グラフ 



参操作子の選択 

デヴィンモードでコンポーネントエディター /Detail View ウインドウの操作テをク U ックする 
と、選択されて赤い枠び表示されます。操作テは、ノブやスライダーとエディットボックス、ラ 
ベルびそれぞれ別のオブジェクトで、ク U ックしたわのだけび選択されます。 

く Shift > キーを押しなびらク U ックすると、複数の操作テやラベルび選択されます。選択されて 
しぶ操作テをく Shift 〉 キーを押しなびらク U ックすると、選択解除されます。ウインドウの何も 
ないところからドラッグを始めると、枠び表示され、枠に入ったオブジェクトび選択されます。 
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/ NOTE il - ノブやスライダーなどの操作子とエディットボックス、パラメーターの種類を表示するラベル 
は、1つずつドラッグアンドドロップしてカスタムコントロールパネルに配置すると、カスタ 
ムコントロールパネルで整列させなければなりません。複数選択してドラッグアンドドロップ 
すれば、同じ配置のままカスタムコントロールパネルにコピーされます。 


• マウス操作による操作子の配置 

コピーする操作テを、コンポーネントエディター /Detail View ウィンドウからカスタムコント 
□ールノ（ネルにドラッグアンドド□ップします。 

1 . 配置ずる操作子を持つコンポーネントエディター /Detail View ウィンドウを開きます。 

2 . カスタムコント□ールパネルを開きます。 

メインノくネルウィンドウの [ View ] メニュ ー- -に ustom Control Panel ] のヴブメニューに力 
スタムコント□ールパネル名び表示されます。ク U ックすると、ウィンドウび開さます。 

3 . コンポーネントエディター /Detail View ウィンドウまたはカスタムコント□—ルパネルでち 
クリックします。 

コンテキストメニューび表示されます。 



Amp Editor ■ 179 ■ 取扱説明書 
















第 11 章カスタムコント□ールパネル 


4 •コンテキストメニユーの [Design Mode ] をクリックしてオンにします。 

デヴィンモードになります。 

5 . コンポーネントエディターか!5カスタムコント□—ルパネルに操作子をドラッグします。 

カスタムコント□ールパネルに操作テび配置されます。 



Tool Palette 

回 I □□園口 □□□□□□□[ 

田回回固固□凸田团図团困国回 

] 

Grid : 
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参コピ ー &ぺーストによる配置 

コンポーネントエディター /Detail View ウィンドウで操作テをコピーし、カスタムコント□-ル 
パネルにぺーストします。コンポーネントエディター / Detail View ウィンドウでは、に opy ] の 
ショートカツトキーく Ctrl >+ く C > を押すか、編集パレツトのに opy ] ボタンをク U ツクして操作 
テをコピーします。カスタムコント□-ルパネルでは、 [ Past 引のショートカツトキーく Ct 「 l >+ 
く V > を押すか、編集パレツトの [ Paste ] ボタンをク U ツクして操作テをぺーストします。 

1 . コピー元のコンポーネントエディター / Detail View ウインドウをアクティブにして、操作子 
を選択します。 



2. く Ctrl > キーを押しなが5 く C > キーを押します。 

ク U ップボードに操作テびコピーされます。 

3 . カスタムコント□ールパネルをアクティブにして、く Ctrl > キーを押しなが!5く V > キーを押し 
ます。 

操作テびコピーされます。編集パレットの [ Past 引ボタンをク U ックしても、ペーストでき 
よ9 〇 



参操作子の順巧 

操作テは、新しくペーストしたものび上に重なります。エディットボックスはペーストした順び 
タブ順序になります。 

/ note i| - コンポーネントエディターでは、 <Shift> キーを押しながらクリックやドラッグで複数の操作 
子を選ができます。一度にコピーした操作子は、同じ順序でぺーストされます。 


Amp Editor ■ 181 ■ 取扱説明書 












第 11 章カスタムコント□ールパネル 


操作子の編集 


コピーした操作テは、カスタムコント□ールパネル上で編集でさます。 


参操作子の選択 

操作テの選択方法は、コンポーネントエディター / Detail View ウィンドウと同じです。ク U ック 
で選択、く Shift > + ク U ックで複数の操作テを選択できます。選択されている操作テをく Shift > 

+ク U ックすると、選択解除されます。ウィンドウの操作テのないところからドラッグを始める 
と枠び表示され、枠の中に入った操作テび選択されます。選択された操作テにはホい枠びつさま 
す。 


•移動 

選択した操作テをドラッグまたはキーボードの方向キーで移動します。く Shift > + ク U ックして、 
複数の操作テを選択している場合は、複数の操作テび同時に移動します。 

• ドラッグ 

グ U ッドびオンになっているとさは、ドラッグした操作テは左上びグ U ッドに合わせられま 
す。ドラッグ中は、ドラッグしている操作テの左上角の座標び表示されます。ウィンドウの左 
上を基点として、「ちへの距離/下への距離」びピクセル数で表示されます。 



• 方向キー 

グ U ッドびオンになっているとさは、]グ U ッドずつ移動します。グ U ッドびオフになってい 
るとさは、]ピクセルずつ移動します。 

•整列 

編集パレットの [Align Left ] ボタン(左揃え )/ [Align Ri 呂 ht ] ボタン(ち揃え)/ [ Ali 呂 n To Top ] ボタ 
ン(上揃え)/ [ Ali 呂 n To 巳 ottom ] ボタン（下揃え)/ [ Ali 呂 n Horizontally ] ボタン（左ちに整列)/ 
[Align Vertically ] ボタン（上下に整列)/ [ Horizontal/Center Ali 呂 n ] ボタン(左も中央揃え)/ 
[ Vertical/Center Ali 呂 n ] ボタン(上下中央揃え）で、複数の操作テを整列させます 。 [Align 
Horizontally ] ボタン（左もに整列 )/ [Align Vertically ] ボタン(上下に整列）は、3つ(上の操作テ 
を選択しているとさのみ使用でさます。 
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参操作子のカツト/コピー/ペースト 

編集パレットのに ut ] ボタン/に opy ] ボタン/ [ Paste ] ボタンでカスタムコント□-ルパネルに配 
置した操作テを編集でさます。 

•カット 

操作テをカットします。操作テを選択し、編集パレットのに ut ] ボタンをク U ックします。 

• コピー 

操作テをコピーします。操作テを選択し、編集パレットのに opy ] ボタンをク U ックします。 


• ぺースト 

カット/コピーされた操作テをペーストします。編集パレットの [ Paste ] ボタンをク U ックし 
ます。ペーストでさない場合は、ボタンの色び薄くなります。 

#削除 

操作テを選択し、く Delete > キーを押すと、操作テび削除されます。 

•編集の取り消し/やり直し 

編集パレットの [ Undo ]/[ Redo ] ボタンで、操作テの移動、サイズ変更、肖 U 除を取り消し/やり直 
しでさます。 

/ note i | ■ カスタムコントロールパネルを閉じると、取り消し/やり直しはできなくなります。 

•ノブとスライダーの変換 

カスタムコント□ールパネルに配置したノブをスライダーに、スライダーをノブに変換でさます。 
配置したノブまたはスライダーをちク U ックすると表示されるコンテキストメニューから 
に onvert ]-^ glider ] またはに onvert ] - ►[ Knob ] を選択します。 
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操作モのプ□パテイ 


カスタムコント□ールパネルに配置した操作テをダブルク U ックするか、ちク U ックしてコンテキス 
トメニューの [ Properties ...] を選択すると、プ□パティダイア□グボックスび表示されます。操作テ 
のデヴインを設定します。同種のプ□パティは、く Shift > キーを押しなびらク U ックして複数選択し 
てからプ□パティダイア□グボックスを開くことで、一括設定びでさます。 

変更した項目は、 [ OK ] かに ancel ] をク U ックするまで太きで表示されます。 




/ NOTE i \ -プロパティダイアログボックスがない操作子もあります。 



ノブをダブルク U ックするか、ちク U ックしてコンテキストメニユーの [ Properties ...] を選択する 
と 、 「Knob Properties 」 ダイア□グボックスび表示されます。ノブのサイズや色などを設定しま 
す。 


3| Knob Properties 
Size - 




Width: 

阿 

ii 

Height: 


ij 


Cancel 


「Style - 

pCokir Settings - 

Knob Color: 


Select Color... 


「 I 一 Background Color 


Select Color.. 


Show Min/Max Value 


「 Parameter - 


LPFFnequen 邱 
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• [ Size ] 

ノブのサイズをピクセル単位で設定します。 [ Width ] で幅、 [ Hei 呂 ht ] で高さを設定します。 

/ note i | ■ ノブのサイズ変更は、カスタムコントロールパネル上でノブの上下ホ右と四隅にあるマークを 
ドラッグして行なうこともできます。 

参 [Knob Color ] 

[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスでノブ 
の色を設定します。 



• [Background Color ] 

チェックをオフにすると、背景色び透明になります。チェックをオンにした場合は、下にある 
[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスで背景 
色を設定します。 



参 [Show Min/Max Value ] 

チェックすると、ノブの下に最大値と最ル値び表示されます。 
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参 [ Parameter ] ボタン 

ノブに割り当てるパラメーターを選択します。ク U ックすると 「Select Parameter 」 ダイア □ 
グボックスび表示され、このノブに割り当てられるパラメーターび U スト表示されます。害 I 」り当 
てるパラメーターを選択して、[日 K ] ボタンをク U ックします。 
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■スライダー 

スライタ—を夕'ブルク IJ ツクするか、ちク U ツクしてコンテキストメニユーの [ Properties ...] を選択 
すると 、 「Slider Properties 」 ダイア□グボックスび表示されます。スライダーのサイズや向さなど 
を設定します。 


3| Slider Properties 
-Size - 


曲1 


Width: 

Height: 




3 


rise 


3 


OK 


Cancel 


p Style - 

Direction: 

1^1 Background Color I 


-Line Settings - 


I Vertical 


] 


Number of Lines: 
Line Color: 


Settings - 
Cap Size — 
Width: 
Height: 


Cap Color: 


-Scale Settings — 
Show Scale 

Number Color: 


I-Parameter- 


Select Color... 


P il 

■ Select Color... I 




3 


町 


3 


Select Color... 


Select Color.., 


Attenuation 
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• [Size] 

スライダーのサイズをピクセル単位で設定します。 [ Width ] で幅、 [ Hei 呂 ht ] で高さを設定します。 

/ note i | ■ スライダーのサイズ変更は、カスタムコントロールパネル上でスライダーの上下左右と四隅に 
あるマークをドラッグして行なうこともできます。 

参 [Direction] 

スライダーの向きを設定します。 [ Vertical ] (縦向き)/ [ Horizontal ] (横向き）から選択します。 



• [Background Color] 

チェックをオフにすると、背景色び透明になります。チェックをオンにした場合は、下にある 
[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスで背景 
色を設定します。 

• [Number of Lines] 

最小値と最大値の間の目盛りの数を設定します。 



参 [Line Color] 

[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスで目盛 
りの線の色を設定します。 
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参 |；Cap Size] 

ツマミのサイズをピクセル単位で設定します。 [ Width ] で幅、 [ Hei 呂 ht ] で高さを設定します。 



参 [Cap Color] 

[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスでツマ 
ミの色を設定します。 

参 [Show Scale] 

チェックすると、目盛りの数値を表示します。 



• [Number Color] 

[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスで目盛 
りの数値の色を設定します。 

参 [Parameter ] ボタン 

スライダーに割り当てるパラメーターを選択します。ク U ックすると 「Select Parameter 」 ダ 
イア□グボックスび表示され、このスライダーに割り当てられるパラメーターび U スト表示され 
ます。割り当てるパラメーターを選択して、[日 K ] ボタンをク U ックします。 
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■ トグルボタン 

トグルボタン(オン/オフボタン）をダブルク U ックするか、ちク U ックしてコンテキストメニューの 
[ Properties ...] を選択すると、 「 To 呂呂 le 巳 utton Properties 」 ダイア□グボックスび表示されます。 
ボタンに表示する文字、ボタンの色とサイズを設定します。 



• [Size] 

ボタンのサイズをピクセル単位で設定します。 [ Width ] で幅、 [ Hei 呂 ht ] で高さを設定します。 
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参 [Text ] ボックス 

ボタンに表示する文字を入力します。上から順に、ボタンびオフの場合の文字、オンの場合の文 
字を設定します D 



• [Text Font …]ボタン 

ク U ックすると 「Select Font 」 ダイア□グボックスび表示され、フオント、フオントサイズ、 
スタイルを設定でさます。 

参 [Button Color] 

に elect Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスでボタ 
ンの色を設定します。上から順に、ボタンびオフの場合の色、オンの場合の色を設定します。 



参 [Parameter ] ボタン 

ボタンに割り当てるパラメーターを選択します。ク U ックすると 「Select Parameter 」 ダイア 
□グボックスび表示され、このボタンに割り当てられるパラメーターび U スト表示されます。割 
り当てるパラメーターを選択して、[日 K ] ボタンをク U ックします。 


Amp Editor ■ 191 ■ 取扱説明書 













第 11 章カスタムコント□ールパネル 


■ Scene RecaH ボタン 

Scene Recall ボタンをダブルク U ックするか、ちク U ックしてコンテキストメニューの 
[ Properties ...] を選択すると 、 |~Scene Recall Button Properties 」 ダイア□グボックスび表示さ 
れます 。 Scene Recall ボタンで U コールされるシーンなどを設定します 。 Scene Store ボタンも 
同様にプ□パティを変更でさます。 



• [Size] 

ボタンのサイズをピクセル単位で設定します。 [ Width ] で幅、 [ Height ] で高さを設定します。 

参 [Text] 

ボタンに表示する文字を入力します。 

参 [Edit Indicator] 

チェックすると、割り当てられたシーンび U コール後にエディットされたとさに文字を追加で表 
示でさます。追加表示される文字は、その下の [ Text ] ボックスに入力します。 


百 01: Rehearsal 



時 


0O1 : Rehearsal ^ 
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• [Text Font …]ボタン 

ク U ックすると 「Select Font 」 ダイア□グボックスび表示され、フオント、フオントサイズ、 
スタイルを設定でさます。 

参 [Alignment] 

[ Left ] (左揃え)/に enter ] (中央揃え)/ [ Ri 呂 ht ] (ち揃え)を選択します。 



参 [Button Color] 

[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスでボタ 
ンの色を設定します。上から順に、ボタンびオフの場合の色、オンの場合の色を設定します。 

参 [Scene ] ボタン 

ボタンに割り当てるシーンを選択します。ク U ックすると 「Select Scene 」 ダイア□グボック 
スび表示され、このボタンに割り当てられるシーンび U スト表示されます。割り当てるシーンを 
選択して、[日 K ] ボタンをク U ックします。 
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■プッシュボタン 

[Detail View ] ボタン 、 [Signal Path View ] ボタン 、 [Device Properties ] ボタンをダブルク U ッ 
クするか、ちク U ックしてコンテキストメニューの [ Properties ...] を選択すると、 「 Push 巳 utton 
Properties 」 ダイア□グボックスび表示されます。ボタンの表示形式などを設定します。 



• [Size] 

ボタンのサイズをピクセル単位で設定します。 [ Width ] で幅、 [ Hei 呂 ht ] で高さを設定します。 

参 [Type] 

ボタンの表示形式を設定します。 


PROPERTIES 



参 [Text] 

[ Type ] で Text を選択したとさ、ボタンに表示する文字を入れます。 

• [Text Font …]ボタン 

ク U ックすると 「Select Font 」 ダイア□グボックスび表示され、フオント、フオントサイズ、 
スタイルを設定でさます。 

参 [Button Color] 

に elect Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスでボタ 
ンの色を設定します。 
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■ 編集でをるプロパティー覧 


操作子 

Size 

Text/ 

Font 

Color 

Back 呂 round 
Color 

割り当てる 

パラメーター 

その他 

ノブ 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

Show Min/Max Value 

スライダー 

〇 

— 

〇 

〇 

〇 

Direction 

Number of Lines 

Show Scale 

トグルボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

ラジオボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

Scene Recall ボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

Scene 

Edit Indicator 

Alignment 

Scene Store ボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

Scene 

Edit Indicator 

Alignment 

プッシュボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

Type 

オンラインボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

プ□ジェクト終了ボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

Solo Mode ボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

Click Operation 

ステップボタン 

〇 

〇 

— 

— 

— 

— 

プルダウンメニューボタン 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

— 

エディットボックス 

〇 

〇 

〇 

— 

〇 

— 

レベルメーター 

〇 

— 

— 

— 

— 

Segment 

Scale 

スレッシヨルド付き 
レベルメーター 

〇 

— 

〇 

— 

— 

Show Scale 

Show Threshold Level 

ゲイン U ダクシヨンメーター 

〇 

— 

〇 

— 

— 

Show Scale 

ランプインジケーター 

〇 

〇 

〇 

— 

— 

Threshold Logic 

アラートインジケーター 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

最大値/最小値グラフ 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

— 

ルーター 

〇 

— 

— 

— 

— 

— 

テキスト 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

Alignment 

Rotate 

Link Component Editor 

カラーフレーム 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

Line Widths 

ボックス 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

Box Style 

Round Corner 

Line Style/Thickness 

情円 

〇 

— 

〇 

〇 

— 

Line Style/Thickness 

ライン 

— 

— 

〇 

— 

— 

Drawing Area : Width/Height 
Line : Style/Thickness/Color 
Arrows : Point 1 /Point2 

ピクチャ 

〇 

— 

— 

— 

— 

File Path 

Size Stretch 

Link Component Editor 
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タブ順巧の変更 


エディットボックスのタブ順序は、カスタムコント□-ルパネルにペーストした順になります。タブ 
順序は、カスタムコント□ールパネルでちク U ックすると表示されるコンテキストメニューの [Tab 
Order ] で確認/変更します。 

[ Tab 日 rder ] を選択すると、エディットボックスの左上にタブ順序の数字び表示されます。数字をク 
U ックして、タブ順序を変更します。 

1 . カスタムコント□ールパネルでちクリックします。 

コンテキストメニューび表示されます。 



2 •コンテキストメニューの [Tab Order ] をクリックしまず。 

エディツトボックスの左上に現在のタブ順序の数字び表示されます。 



3 . タブ順序の数字を、タブ順序を設定ずる順にクリックします。 

「1」を変更しなくていい場合も、「1」から順にク U ックします。ク U ックすると、ク U ック 
した順にタブ順序の数字び変わります。 

4 . 順序の指定が終わった!5、ウィンドウ内のタブ順序の数字外をクリックします。 

タブ順序の数字び消えます。 

変更したタブ順序は、次回カスタムコント□ールパネル起動時に適用されます。 

/ note il - ノブ、スライダー、ボタンなどの操作子は、タブ順序を設定することはできません。 
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第 11 章カスタムコント□ールパネル 


カスタムコント□—ルパネルのサイズ/背景設定 


デヴィンモードでカスタムコント□ールパネルの操作テ外の箇所をちク U ックして、コンテキスト 
メニユーのに ust 日 m Control Panel Settin 呂]を選択すると 、 「Custom Control Panel Settin 呂」 
ダイア□グボックスび表示されます。カスタムコント□ールパネルのウインドウサイズや背景を変更 
でさます。 


糾 Custom Control Panel Setting I 



-Background Image - 

(* Default 

广 Color ■ Select Color... | 

广 Image _Seleci Imaqe..._ I 

Layout: | Center ，| 

File: 「 


OK Cancel 


• [Size] 

ウインドウサイズをピクセル単位で設定します。 [ Width ] で幅、 [ Hei 呂 ht ] で高さを設定します。 
上限は2己日日ピクセルです。 

/ NOTE i \ -ウインドウサイズの変更は、ウインドウの枠をドラッグして行なうこともできます。 


• [Background Image] 

背景の色や画像ファイルを設定します。 


• Default 

初期設定の灰色です。 


♦ Color 

[Select Color ] ボタンをク U ックすると表示される 「Select Color 」 ダイア□グボックスで 
背景色を選択します。 


• Image 

に elect Ima 呂引ボタンをク U ックすると表示されるに elect Image 」 ダイア□グボックス 
で背景に設定する画像ファイル (. bmp、.pngs . xpm .、. jp 呂)を選択します。また、画像ファイ 
ルを中央に表示するか ( Center )、 タイル状に並べて表示するか ( Tile )、 ウィンドウサイズに合 
わせて拡大表示するか ( Fit ) を設定します。 
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全が面表术 

プ□ジェクトを開いたとさにカスタムコント□ールパネルを全画面表示することびでさます。 
設定について詳しくは、 l~Custom Control Panel Manager ] (93 ぺージ） をご参照くださし、 
I note i \ -全画面表示を終了する場合は、 [Esc] キーを押します。 
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アラー トメ ツセージ u スト 


TXn および ACD ] で設定可能なアラート、およびその内容/対策は1^(下のとおりです。 

単発は事象び発生したとさに表示されます。継続は事象び発生したとさと事象び終了したとさに表示 
されます。 

-部のメッセージは Amp Editor では表示されますが、 ACD 1 では表示されません。 

問題が解みしない場合は、アンプまたは ACD 1 の取扱説明書の巻末に記載されているヤマハ修理ご相談センターにご連絡く 

ださし、。 


TXn 

ACD 1 

メッセージ 
(Amp Editor 
に表示） 

メッセージ 
( TXn/ACDl 
に表示） 

内容 

対策 

初期 

タイプ 

単発/ 

継続 

機器の不具合 

• 

• 

System error 

System error 

システムエラーが発生しました。 

メモリーの初期化を実行してください。問 
題が解みしない場合は、ヤマハ修理ご相談 
センターにご連絡くださし、 0 

Fault 

継続 

♦ 

♦ 

Flash ROM device 

error 

Flash ROM error 

内蔵フラッシュ ROM への書き込みに 
失敗しました。 

機器の故障と思われますので、ヤマハ修理 
ご相談センターにご連絡ください。 

Fault 

単発 

♦ 

参 

Mocurr 色 nt sc 色 n 色 
found 

Current sen lost 

内蔵メモリーに保をされる設をが失 
われています。 

バックアップバッテリーが消耗している可 
能性があります。ヤマハ修理ご相談セン 
夕一にご連絡ください。 

Fault 

単発 

♦ 

♦ 

Resume data lost 

Resume data lost 

内蔵メモリーに保をされるカレント 
シーンが失われています。 

シーンをリコールしてくださし、。問題が解 
みしない場合は、ヤマハ修理ご相談セン 
夕一にご連絡ください。 

Fault 

単発 

• 

♦ 

Network hardware 

error 

Network HW 

error 

内蔵ネットワークデバイスに異常が 
発生しました。 

機器の故障と思われますので、ヤマハ修理 
ご相談センターにご連絡ください。 

Fault 

継続 

• 

— 

DSP error 

DSP error 

内蔵 DSP デバイスに異常が発生しま 
した。 

Fault 

継続 

♦ 

♦ 

Saving failed 

Saving failed 

内蔵メモリーにシーンが保存できま 
せん。 

メモリーの初期化を実行してください。問 
題が解みしない場合は、ヤマハ修理ご相談 
センターにご連絡くださし、。 

Fault 

単発 

♦ 

♦ 

Illegal MAC 
address 

Illegal MAC adr 

無効な MAC アドレスが設定されてい 
ます。 

機器の故障と思われますので、ヤマハ修理 
ご相談センターにご連絡ください。 

Fault 

継続 

♦ 

♦ 

No battery 

No battery 

内蔵バックアップバッテリーが完全 
に消耗しているか、装着されていま 
せん。 

電源をオフにすると現在の設定が失われ、 
初期値に戻ります。ただちに使用を中止し 
て、ヤマハ修理ご相談センターにご連絡く 
ださい。 

Fault 

継続 

♦ 

♦ 

Critical battery 

Critical battery 

内蔵バックアップバッテリーが極端 
に消耗しており、メモリーが消滅し 
ている可能性があります。 

Error 

継続 

♦ 

♦ 

Low battery 

Low battery 

内蔵バックアップバッテリーの残 量 
が少なくなっています。 

使用に支障はありませんが、継続して使用 
すると設定が失われ、初期設定に戻る可能 
性があります。お早めにヤマハ修埋ご相談 
センターにご連絡くださし、。 

Warning 

単発 

♦ 

♦ 

Seen 色 r 色 call 色 rror 

Gc 色 ne recall 色 rr 

シーンのリコールに失敗しました。 

機器の故障と思われますので、ヤマハ修理 
ご相談センターにご連絡ください。 

Error 

単発 

♦ 

♦ 

Duplicate IP 
address 

Duplicate IP adr 

IP アドレスが重複しています。 

IP アドレスが重複しないように設をし直し 
てください。 

Error 

継続 

♦ 

♦ 

Network busy 

Network busy 

ネットワークのトラフィックが多く 
て、通信に時間がかかります。 

ネットワークに接続している機器を確認し 
てくださし、。接続している機器が多い場合 
は、機器の数を減らしてみてください。ま 
た、オーディオネットワークなどと同じ 
ネットワークに接続していないことを確認 
してくださし、。 

Information 

継続 
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資料 


TXn 

ACD 1 

メッセージ 
(Amp Editor 
に表示） 

メッセージ 
( TXn/ACDl 
に表示） 

内容 

対策 

巧期 
タイプ 

単発/ 

継続 

— 

• 

Amp comm error 

Amp comm error 

[DATA PORT] 端子 (0 〜 31) の通信に 
異常が発生しました。 

接続しているアンプの ID が重複していない 
か確認してください。または、ケーブルが 
断線したり、ノイズの影響を受けている可 
能性があります。 

Error 

継続 

• 

— 

Word clock 
unlocked 

WCLK unlocked 

ワードクロックマスターに選択され 
たデジタル信号がアンロックになり 
ました。 

ワードクロック信号が正常に入力されてい 
るか確認してください。 

ワードクロックを切り替えたときにも表示 
されます。 

Error 

継続 

♦ 

— 

Slot sync 
error(Single) 

SlotSyncErr Sngl 

スロットに入力されたデジタル信号 
が、この機器のワードクロックにが 
して同期していません。 

同期している信号を入力するか、ワードク 
ロックマスターをスロットに設定してくだ 
さし、。 

Warning 

単発 

♦ 

— 

Slot sync 
error(Continual) 

Slo に yncErr Cntn 

スロットに乂力されたデジタル信号 
が、この機器のワードクロックに対 
して継続的に同期していません。 

Information 

継続 

• 

— 

Unsupported MY- 
Card 

Unsupported 

card 

スロットにサポート対象外の Mini- 
YGDAI 力ードを挿入しているか、挿 
入された Mini-YGDAI 力ードが故障し 
ている可能性があります。 

サポート対象の Mini-YGDAI 力ードに取り 
替えてください。 

Fault 

継続 

アンプの不具合 

• 

— 

Fan failed[Ch*] 

Fan failedn 

チャンネル*の冷却用ファンが停止し 
ています。 

冷却用ファンの吸気口にゴミや異物が詰 
まっていないか確認し、掃除してくださ 
い。問題が解決しない場合は、機器の故障 
と思われます。ただちに使用を中止して、 

ヤマノ\修理ご相談センターにご連絡くださ 

し、 0 

Fault 

継続 

♦ 

— 

DC output 
detected[Ch*] 

DC detected 广] 

スピーカー出力端子に直流成みがネ矣 
出されたため、パワーアンプの電源 
をシャットダウンしました。 

機器の故障と思われますので、ヤマハ修理 
ご相談センターにご連絡ください。 

Fault 

継続 

♦ 

— 

PSU temperature 
too high[Ch*] 

PSU temphighn 

チャンネル*の電源部の温度が異常に 
高いので、冷却用ファンを高速で回 
転させます。 

継続して使用すると電源部が故障する可能 
性があります。ただちに使用を中止する 
か、出カレベルを下げてご使用ください。 

Warning 

継続 

♦ 

— 

Fan speed 
changed [つ 

Fan speed 口 

アンプ部（ヒートシンク）の温度が変 
化し、冷却用ファンの速度が**にな 
りました。 

** L :微速、 M :低速、 H :中速、 

VH :高速 

連続して大電力を出力すると高温になりま 
すので、出カレベルを下げてください。そ 
れでも温度が高い場合は、冷却用ファンの 
吸気口にゴミや異物が詰まっていないか確 
認して、掃除してください。 

Information 

単発 

• 

— 

Speaker output 
level 鬥 

SP out lvl[****] 

アンプ部（ヒートシンク）の温度が変 
化し、スピーカー出力が ±0dB/-1dB/ 
-2dB/ ミユートになりました。 

Warning 

単発 

♦ 

— 

Line voltage error 

Lin 色 V 色 rror 

電源電圧が規定外のため、アンプの 
電源がオンになりませんでした。 

電源電圧が指定の電圧であることを確認し 
てくださし、。 

Fault 

継続 

♦ 

— 

Output current too 
high[Ch*] 

Curr too high 广] 

チャンネル*のスピーカー出力端子に 
連続して大電流が流れたため、リ 
ミッターが動作しました。 

スピーカーのインピーダンスが低くなりす 
ぎないようにしてくださし、。 

Information 

継続 

♦ 

— 

VHF detected[Ch*] 

VHF detected 广] 

音声信号に高周ぶ成みがネ矣出された 
ため、出力信号の高周ぶ成みを抑制 
しました。 

高周ぶ成みはフィルターなどであらかじめ 
カットしてくださし、。 

Warning 

継続 

♦ 

— 

Speaker output 
shorted[Ch*] 

SP outshortn 

スピーカー出力端子のシヨート が'橫 
出されたため、出力信号がミュート 
されました。 

スピーカー出力端子の+と一がショートし 
ているか、接続しているスピーカーが故障 
している可能性があります。 

Fault 

単発 

♦ 

♦ 

Speaker output 
clipped[Ch*] 

SP outclipH 

チャンネル*のスピーカー出力がク 
リップしたため、リミッターが動作 
しました。 

出カレベルを下げてください。 

Information 

単発 

♦ 

— 

Output power is 
limited[Ch*] 

Pwr limited 門 

チャンネル*の出力電力が規定値を超 
えたため、リミッターが動作しまし 
た。 

Information 

継続 

♦ 

— 

Output voltage is 
limited[Ch*] 

Vltg limitedn 

チャンネル*の出力電圧が規定値を超 
えたため、リミッターが動作しまし 
た。 

Information 

継続 
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資料 


TXn 

ACDl 

メッセージ 
(Amp Editor 
に表示） 

メッセージ 
( TXn/ACDl 
に表示） 

内容 

対策 

巧期 
タイプ 

単発/ 

継続 

— 

♦ 

Protection 

activated [ Ch *] 

Protection 广] 

チャンネル*にプロテクションが働き 
ました。 

それぞれのアンプの取扱説明書をご参照く 
ださい。 

Warning 

継続 

♦ 

— 

Limited by 
protection [ Ch *] 

Limt by Pro げ] 

プロテクションが t !) き、チャンネル* 
のリミッターが動作しました。 

プロテクションが働いた要因については、 

ィベントログをご参照くださし、。 

Information 

継続 

♦ 

— 

Muted by 
protection [ Ch *] 

Mute by Prot .[*] 

プロテクションが t !) き、チャンネル* 
がミュートされました。 

Error 

継続 

♦ 

— 

Shutdown by 
protection [ Ch *] 

Sdwn by Prot .[*] 

プロテクションが t !) き、チャンネル* 
の電源がシャットダウンされました。 

Error 

継続 

• 

• 

Heatsink temp too 
high [ Ch *] 

Htsnk too hot [*] 

チャンネル*のアンプ部（ヒートシン 
ク）の温度が規定値を超えました。 

連続して大電力を出力すると高温になりま 
すので、出カレベルを下げてください。そ 
れでも温度が高い場合は、冷却用ファンの 
吸気口にゴミや異物が詰まっていないか確 
認して、掃除してください。 

Warning 

継続 

• 

• 

Analog in level too 
high [ Ch *] 

AnIgInLvl H [*] 

チャンネル*のアナログ入カレベルが 
規定値を超えています。 

入カレベルを下げてください。 

Information 

単発 

• 

— 

Slot in level too 
high [ Ch **] 

SlotInLvl H [**] 

チヤンネル**のスロット乂カレべル 
が規定値を超えています。 

Information 

単発 

• 

— 

MtrxMixerIn level 
too high [ Ch **] 

MtrxInLvl H [**] 

チヤンネル**の 4 X 4 Matrix Mixer へ 
の入カレベルが規定値を超えていま 
す。 

Information 

単発 

♦ 

— 

Slot out level too 
high [ Ch **] 

SlotOutLvl Hr ] 

チャンネル**のスロット出カレベル 
が規定値を超えています。 

出カレベルを下げてください。 

Information 

単発 

• 

— 

No Output Pilot 
ToneHF [ Ch *] 

NoOutPItToneHn 

Signal Chain Check 機能で、チャンネ 
ル*のスピーカー出力のパイロット 
卜ーン ( High ) がネき出できなくなりま 
した。 

スピーカー出力端子とスピーカーとの接続 
が切れたか、スピーカーが故障した可能性 
があります。スピーカーケーブルやスピー 
力 -のが態を確認してくださし、。 

Information 

継続 

♦ 

— 

No Output Pilot 
ToneLF [ Ch *] 

NoOutPItToneLH 

Signal Chain Check 機能で、チャンネ 
ル*のスピーカー出力のパイロット 
卜ーン ( Low ) が検出できなくなりまし 
た。 

Information 

継続 

♦ 

参 

Speaker 
impedance too 
high [ Ch *] 

Sp imp hi [*] 

チャンネル*のスピーカーのインピー 
ダンスが高すぎます。 

スピーカー出力端子に接続しているスピー 
力一が故障している可能性があります。 

Information 

継続 

• 

♦ 

Spekaer 
impedance too 
low [ Ch *] 

Sp imp low 口 

チャンネル*のスピーカーのインピー 
ダンスが低すぎます。 

Information 

継続 

♦ 

♦ 

Output level too 
high [ Ch *] 

OutLevel hi [*] 

チャンネル*の出力電圧が高すぎま 
す。 

出カレベルを下げてください。 

Information 

単発 

♦ 

♦ 

Output power too 
high [ Ch *] 

OutPower hi [*] 

チャンネル*の出力電力が高すぎま 
す。 

Information 

単発 

♦ 

— 

Analog in pilot tone 
lost [ Ch *] 

Anigin no PT [*] 

チャンネル*のアナログ入力に含まれ 
るパイロットトーン信号が途切れま 
した。 

外部機器とアナログ入力端子との接続が切 
れた可能性があります。 

Information 

継続 

♦ 

— 

Slot in pilot tone 
lost [ Ch **] 

Slotin no PT [**] 

チャンネル**のスロット乂力に含ま 
れるパイロットトーン信号が途切れ 
ました。 

外部機器とスロット入力端子との接続が切 
れた可能性があります。 

Information 

継続 

♦ 

— 

HF SP impedance 
too low [ Ch *] 

HF imp low [*] 

チャンネル*のスピーカーのインピー 
ダンスが低すぎます。 

スピーカー出力端子とスピーカーとの接続 
が切れたか、スピーカーが故障した可能性 
があります。 

Information 

継続 

♦ 

— 

HF SP impedance 
toohigh [ Ch *] 

HF imp high 广] 

チャンネル*のスピーカーのインピー 
ダンスが高すぎます。 

Information 

継続 

♦ 

— 

LF SP impedance 
too low [ Ch *] 

LF imp low [*] 

チャンネル*のスピーカーのインピー 
ダンスが低すぎます。 

Information 

継続 

♦ 

— 

LF SP impedance 
toohigh [ Ch *] 

LF imp highn 

チャンネル*のスピーカーのインピー 
ダンスが高すぎます。 

Information 

継続 

♦ 

— 

Input changed 
over [ Ch *] 

In changeove の 

Redundant Backup 機能が動作し、 
チャンネル*がアナログ入力に切り替 
わりました。 

スロットに入力されたデジタル信号に異常 
があります。 

Warning 

継続 
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資料 


TXn 

ACD 1 

メッセージ 
(Amp Editor 
に表示） 

メッセージ 
( TXn/ACDl 
に表示） 

内容 

対策 

巧期 
タイプ 

単発/ 

継続 

— 

参 

Amp f/ware version 
incompatible 

Amp f/ware old 

アンプのファームウエアのバージヨ 
ンが古いため、正常にモニターでき 
ない可能性があります。 

アンプの修理とファームウエアのバージヨ 
ンアップがか要です。ヤマノ \ 修理ご相談セ 
ンターにご連絡くださし、 0 

Error 

単発 

参 

— 

PSU shutdown 广] 

PSU shutdownn 

チャンネル*の電源の温度が規定値を 
超えたため、チャンネルの電源が 
シャツトダウンされました。 

電源をオフにして、電源を冷やしてから再 
度電源をオンにしてください。連続して大 
電力を出力すると高温になりますので、出 
カレべルを下げてください。それでも温度 
が高い場合は、冷却用ファンの吸気口にゴ 
ミや異物が詰まって いない か確認して、掃 
除してください。 

Fault 

継続 

参 

参 

Synchronization is 
incomplete 

Sync incomplete 

Amp Editor との同期が完全に完了し 
ていません。 

Amp Editor で再度同期処理をしてくださ 

し、 0 

Error 

継続 

機器の情報 

参 

参 

Power turned on 

Power turned on 

電源がオンになりました。 

— 

Information 

単発 

• 

• 

Power turned off 

Power turned off 

電源がオフになりました。 

— 

Information 

単発 

• 

• 

Firmware updated 

Firmware 

updated 

ファームウエアのアップデートが完 
了しました。 

— 

Information 

単発 

♦ 

♦ 

Device initialized 

Dev initialized 

初期化を実行しました。 

— 

Information 

単発 

• 

♦ 

Panel unlocked 

Panel unlocked 

ユーザーロックが解除されました。 

— 

Information 

単発 

参 

参 

IP address fixed 

IP address fixed 

IP アドレスが確をしました。 

— 

Information 

単発 

♦ 

参 

IP address set by 
DHCP 

IP set by DHCP 

DHCP サーバーで運用中にネット 
ワークの IP アドレスが確保されまし 
た。 

— 

Information 

単発 

• 

♦ 

IP address 
released from 

DHCP 

IP rised by 

DHCP 

DHCP サーバーで運用中にネット 
ワークの IP アドレスが開放されまし 
た。 

— 

Information 

単発 

♦ 

♦ 

Emergency mode 
triggered 

EMG triggered 

EMG(Emergency) 信号を受信し、 

EMG モードに切り替わりました。 

— 

Information 

単発 

• 

• 

Clock set 

Clock set 

内蔵時計の設をが変更されました。 

— 

Information 

単発 

— 

♦ 

Amp 

disconnected 口 

Disconnected [つ 

ACD1 と AMP ID** のアンプの間の接 
続が切れました。 

ACD1 の [DATA PORT] 端子とアンプ間の接 
続を確認してください。 

Error 

単発 

アンプの情報 

• 

• 

Scene recalled 广] 

ScnRecalledn 

シーン番号**がリコールされました。 

— 

Information 

単発 

♦ 

♦ 

Scene stored [つ 

SceneStored [つ 

シーン番号**がストアされました。 

— 

Information 

単発 

• 

♦ 

Synchronizing 

Synchronizing 

Amp Editor とアンプが同期を開始し 
ました。 

— 

Information 

単発 

参 

♦ 

Power amp mode 
changed 

AmpMode 

changed 

Power Amp Mode が変更されました。 

— 

Information 

単発 

♦ 

— 

Input 

overridden[Ch*] 

In overridden [つ 

Redundant Override 機能が動作し、 
チャンネル*がアナログ入力に切り替 
わりました。 

— 

Information 

継続 

— 

♦ 

Amp type changed 

Amp type 
changed 

接続されたアンプが異なるモデルに 
入れ替わり、初期状態に設定されま 
した。 

— 

Information 

単発 
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資料 


困つたとをは （ トラブルシユーテイング) 


症状 

考え 5 れる原因 

対策方法 

Amp Editor で機器と通信 
でさない。 

コンピューターの IP アドレス設定び間 
違っている。 

第3章セットアップの IP アドレスの設定 （ 16ページ） を参照 
して、コンピューターの IP アドレスの設定をしてください。 

Amp Editor で機器と通信 
でさない。 

ファイアウオールでブ□ックされている。 

Windows XP の場台： 

[スタート]一[コント□-ルパネル] 一 [ Windows ファイア 
ウォール]を選択してダブルク U ックし、[例外]タブで 
「Amp Editor 」 にチェックを入れてください 。 Amp Editor 
び U ストに無い場合は、[プ□グラムの追加]ボタンをク U ッ 
クして Amp Editor を追加してチェックを入れてください。 



Windows Vista の場合： 

[スタート]一[コント□-ルパネル] 一 [Wind 0 WS ファイア 
ウォールによるプ□グラムの許巧]をク U ックし、[例外]タブ 
で 「Amp Editor 」 にチェックを入れてください 。 Amp 

Editor び U ストに無い場合は、[プ□グラムの追加]ボタンを 
ク U ックして Amp Editor を追加してチェックを入れてくだ 
さい。 



Windows 7 の場合： 

[スタート]一[コント□-ルパネル]一[システムとセキュリ 
ティ ] 一 [ Windows ファイアウォールによるプ□グラムの許可 
] をクリックし、[設定の変更]ボタンをクリックしてから 
「Amp Editor 」 にチェックを入れてください 。 Amp Editor び 
リストに無い場合は、[別のプ□グラムの許可]ボタンをクリッ 
クして Amp Editor を追加してチェックを入れてください。 

Amp Editor で機器の IP ア 
ドレスを設定でさない。 

コンピューターの IP アドレス設定と 
「Network Setup 」 ダイア□グボックス 
の Auto IP Address Assign Ran 呂 eff ま 1 
で設定した IP アドレスの範囲び一致して 
いません。 

コンピューターの IP アドレス設定と 「Network Setup 」 ダ 
イア□グボックスの Auto IP Address Assi 呂 n 欄の IP アドレ 
ス設定で上位王 t 行び] 92. 168.日〜] 92. 168.254に設定さ 
れていることを確認してください。それ外の設定を使用す 
る場合はネットワーク管理者にお問い合わせください。 


コンピューターのヴブネットマスク設定 
び正しくない。 

コンピューターのヴブネットマスク設定は 
「2己已 .2 己己2已己.日」に設定してください。 

DHCP サーバーで機器の IP 

DHCP ヴーノ く一より先に機器を起動した。 

DHCP サーバーを起動してから、機器を起動してください。 

アドレスを i 受定でさない。 

機器の IP Address Mode び Manual [こ 
設定されている。 

「Network Setup 」 ダイア□グボックスの [ DHCP ] ボタンを 
ク U ックして、機器を DHCP モードにしてください。 

Tree View ウインドウに、 
機器び表示されない。 

機器やスイッチングノ \ブの電源び入って 
いない。 

機器やスイッチング八ブの電源を入れてください。 

また、機器の電源を入れてから Tree View ウィンドウに表示 
されるまで、数秒間かかります。 


ネットワーク内で機器の IP アドレスび重 
複している。 

riP Address 」 ダイア□グボックスで機器ごとに違う IP アド 
レスを設定してください。 


コンピューターの IP アドレスの上位兰衍 
と機器の IP アドレスの上位兰衍び一致し 
ていない。 

riP Ad か ess 」 ダイア□グボックスで IP アドレスの上位兰衍 
を一致させてください。 


ACD 1 の場合、 [ NETW 日 RK ] 端テと 
[DATA PORT ] 端テを間違えて接続して 
いる。 

コンピューターとは [ NETW 日 RK ] 端テで、 Tn / PC - N シ U - 
ズアンプとは [DATA PORT ] 端テで接続してください。 


ACD 1 と Tn / PC - N シ U - ズアンプとの 
接続にスイッチングノ V ブを使っている。 

ACD 1 と Tn / PC - N シ U - ズアンプの接続は、スイッチング 
ノ V ブを使わずにデイジーチェーン接続してください。 
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資料 


症状 

考え5れる原因 

対策方法 

Amp Editor でアンプをモ 
ニター/コント□ールでさ 
ない。 

オフラインになっている。 

メインノくネルウィンドウの [ OFFLINE ] ボタンをク U ックし 
て、[日 NUNE ] にしてください。 

機器び Tree View ウインドウの 
「Unmatched Device 」 に登録されてい 
る。 

モニター/コント□ールする機器のアイコンをドラッグアン 
ドド□ップでワークスペースに移動してください。 

Device ID や IP アドレスび正しく設定さ 
れていない。 

機器の取扱説明書を参照して、セットアップをやり直してく 
ださい。 

ACD 1 に接続された Tn / PC - N シ U - ズ 
アンプで正しく終端設定していない。 

[DATA PORT ] 端テで終端に接続されているアンプの U アパ 
ネルにある T スイッチを日 N に設定してくださし、また、終端 
1；(外のアンプは日 FF に設定してください。 

ACD 1 より先にアンプび起動している。 

ACD 1 に接続されたアンプより先に ACD ] の電源を入れてく 
ださい。 

機器に保存されていたシー 
ン情報びすべて消えてし 
まった。 

機器のデータ保存中に電源び落とされた。 

再度 、 Amp Editor と同期して設定情報を送信してください。 


U.R.G., Pro Audio Division 
◎ 2009 -2010 Yamaha Corporation 
008PO-C0 
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